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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信したり、ホームページ上に転載することを禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。






本作品は縦書きでレイアウトされています。





また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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これより──世界を殺すお手伝いをいたします








序章






「マスター、今日は何だかいつもより街が賑にぎやかですね」

　俺の隣となりを歩くメイド服姿の少女──スピネルが大通りの左右を見回して言う。

　フレアリア魔ま導どう学院前から王宮へ通じる道は、多くの商店が集まっており普ふ段だんも人通りが多い。だが今日はいつも以上の活気があった。

「もうすぐアイシス姫ひめの成人式典が行われるからな。街全体がお祭りムードなんだよ」

　俺──エルク・リードは辺りの喧けん噪そうに負けぬよう、少し大きめの声でスピネルに説明する。

「姫様はこれまで一度も公おおやけの場に姿を見せていませんでしたから……余計に盛り上がっているんだと思います。独り歩きしていた噂うわさがどこまで真実なのか──皆みな、気になっているんでしょうね」

　そう付け加えたのは、フレアリア魔導学院の制服を着た赤あか髪がみの少女──ミラ・ルビーレッド。その声にはどこかうんざりした響ひびきが混じっていた。

「噂とは、どういうものだ？」

　ミラと同じ制服を着た金きん髪ぱつ碧へき眼がんの少女、イスカ・カリバーンが疑問を口にする。

　同行者はこれで全員。俺、スピネル、ミラ、イスカの四人は、放課後──学院からの帰宅途と中ちゆうに少し寄り道をしていた。

「ああ──イスカさんはフレアリアに来て日が浅いから知らないんですね。ずっと人前に出ないのは、あまりに美しすぎて人を魅み了りようしてしまうとか、魔ま力りよくが強くてそれを抑おさえるためとか、気き性しようが荒あらくて隔かく離りされているとか……根も葉もないものばかりです」

　溜ため息いきを吐ついてミラが答えると、イスカは不思議そうに首を傾かしげる。

「何故なぜそう言い切れる？　ミラは真実を知っているのか？」

「え？　い、いえ、そういうわけでは……」

　少し動どう揺ようを見せながら否定するミラ。

　──ミラはフレアリアの大貴族、ルビーレッド家の令れい嬢じようだ。本当に何か知っているのかもしれない。

　俺はそう思いつつも、それを口に出すことはしなかった。知っていたとしても、明かせる情報ではないはずだ。イスカも詮せん索さくするつもりはないらしく、軽い話題に切り替かえる。

「まあ──人前に出ていないのなら、根も歯もなくて当然か。きっと出で鱈たら目めなものも多いのだろう。噂の中で、特に面おも白しろいものが知りたいな」

「そうですね……」

　ミラは記き憶おくを辿たどるように、口元に手を当てて考えるポーズを取った。

　──いつの間にか、ミラとイスカもずいぶん打ち解けたな。

　自然に会話する二人の様子は、感かん慨がい深ぶかい。

　およそ一月前。イスカとミラは敵同士だった。

　イスカは俺の故郷──エルファレスの皇族に仕える〝剣つるぎ〟の一族で、戦略級魔ま術じゆつの使い手であるミラを襲しゆう撃げきしたのだ。

　それから様々な出来事があり、イスカは俺の騎き士しになってくれたが……ミラにとって彼女は一度殺されかけた相手だ。そう簡単に割り切れはしない。こちらに寝ね返がえったイスカを、ミラはすぐに信用しなかった。

　だが共に大きな困難を乗り越こえ、同じ屋や敷しきで暮らし、学院生活を共にすることで、気付かぬうちに距きよ離りは縮まっていたらしい。

「あ、こんな噂がありますよ。以前、ある大貴族がぜひ息子むすこを姫様の婿むこにと、半ば強ごう引いんに謁えつ見けんを取りつけたらしいんですが……姫様はよほど気に入らなかったのか、その方は部屋に入った瞬しゆん間かん──姫様の顔を見ることもないまま氷こおり漬づけにされてしまったとか」

「一いつ瞬しゆんで……だと。それほど瞬しゆん時じに魔術を発動させるなど、さすがは魔ま女じよの直系だ」

　ミラの言葉に驚きよう愕がくの表情を浮うかべるイスカ。だが驚おどろくポイントが微び妙みようにずれている。

　そんな二人の微笑ほほえましくもあるやり取りを眺ながめていると、くいくいと右みぎ腕うでが横から引っ張られる。

　視線を向けると、青空の色をしたスピネルの瞳ひとみがこちらをじっと見つめていた。

　彼女の白い肌はだは雲のように柔やわらかそうで、顔立ちは作り物のごとく整っている。いや──事実、彼女は人の手によって作り出された存在。人造生命ホムンクルスを素体とした人型の魔導兵器だ。

　一月前の事件で図はからずもスピネルと契けい約やくした俺は、彼女の命主マスターとなった。

「どうした？」

　あの時スピネルと出会わなければ、ミラとイスカが並んで歩く情景など決して見ることはできなかっただろう。そう考えながら、俺は彼女に問いかける。

「マスター、あのお店は何を売っているのですか？」

　スピネルが指差したのは、人だかりができている店てん舗ぽ。そこから出てくる人々が手にした食べ物を、スピネルは興味深そうに眺めている。

「あれはアイスクリーム。冷たくて甘い食べ物だ」

「冷たくて、甘い……食べてみたいです！」

　俺の言葉を聞き、瞳を輝かがやかせるスピネル。

　だが俺は対照的に表情を強こわ張ばらせた。

「あ、あのな、アイスクリームを作るには魔導具を応用した冷れい凍とう機か、魔導士の協力が必要で……つまりコストが掛かかる分、値も張るわけだ。マリア導師が新しい後見人になって以降、自由に使えるお金は減っているから──」

「マスター……ダメ、ですか？」

　懐ふところに余よ裕ゆうがないことを告げて断ろうとするが、スピネルに甘えた声でおねだりされて言葉に詰つまる。

「……………………今日は、特別だぞ」

「ありがとうございます、マスターっ!!」

　俺が渋しぶ々しぶ了りよう承しようすると、スピネルは歓かん声せいを上げて腕に抱だき付いてきた。

　体の柔らかさと微かすかな胸の膨ふくらみを感じて動揺するが、俺は表情に出さぬよう堪こらえてスピネルにお金を渡わたす。

「買ってくるのです！」

　嬉うれしそうにお店へ走っていくスピネルを見送っていると、ミラが呆あきれた声で話しかけてきた。

「エルクさんは、スピネルに甘過ぎだと思います」

　さらにイスカも苦く笑しようを浮かべて頷うなずく。

「……エルクは相変わらず年下に弱いな。リィンのことを思い出すよ」

　だが彼女は、すぐにはっとした顔で口を押おさえた。

「すまない──軽けい率そつな発言だった」

　申し訳なさそうに謝るイスカ。恐おそらく俺は、彼女にそうさせてしまうような表情を浮かべていたのだろう。

　リィンは俺の妹で、現在はエルファレスのどこかに軟なん禁きん状態にあるらしい。

　彼女を救い出すのが、俺にとって当面の目標と言えた。さらにその先──イスカが人として生きられる世界を作るという夢もあるが、そこへ至る道はまだ見み出いだせない。

「気にしないでくれ。今のは俺が悪い。これぐらいのことで動揺を顔に出すようじゃ、イスカの主あるじとして失格だ。リィンは絶対に助け出す。だから彼女の話題を忌き避ひする理由は何もない」

　俺の言葉を聞いたイスカは表情から翳かげりを消して、満足そうに頷く。

「そうだな──それでこそ我が主だ」

　しかしミラは半眼で俺を睨にらんできた。

「エルクさんって、イスカさんに対してはカッコつけというか──それなりに威い厳げんを発揮しますよね。その心構えで、スピネルに対しても接してもらいたいものです」

「イスカは俺にとって──幼おさな馴な染じみで、親友で、剣の師し匠しようで、頼たよりになる騎士だ。スピネルとの関係とは全然違ちがうから、同じようにはできないさ」

「ではエルクさんにとって、スピネルはどういう存在なのでしょうか？」

「……対等な相棒、みたいな感じだ」

　もしくは共犯者。心の中でそう付け加える。

　今の世界を殺す──俺とスピネルは、同じ目的を持っていた。

「対等、ねえ……」

　疑わしそうな視線を俺に向けるミラ。

　するとそこにアイスクリームを手にしたスピネルが戻もどってくる。

「マスター！　アイスクリームを買えました！　本当に冷たくて甘いのです！」

　既すでに一ひと舐なめしたのか、スピネルは興奮した様子で俺に報告した。

「そうか、よかったな」

　財さい布ふは痛かったが、スピネルの嬉しそうな顔を見ていると、どうでもよくなってくる。

「マスターにも一口あげます」

　小さな舌でクリームを舐めた後、スピネルは俺にそう言った。

「え、いいのか？」

「はい。マスターも幸せな気持ちになってほしいのです」

「なら、お言葉に甘えて──」

　スピネルの言葉に少しばかり感動しつつ、俺はアイスクリームを一口もらう。

「──ありがとう。美味おいしかったよ」

　礼を言うとスピネルは表情を綻ほころばせる。

「他ほかにも色々な味があったので、また今度マスターと一いつ緒しよに食べたいです」

「ああ、いいぞ。毎日は無理だが、たまにならな」

　頷いてスピネルの頭を撫なでると、彼女は気持ちよさそうに目を細めた。

　そんな俺たちを眺めていたミラは、呆れた顔で溜息を吐く。

「スピネル、それはわざとやっているんですか？」

「──何のことでしょう？」

　きょとんと首を傾げるスピネル。

「いえ……もういいです。この様子だと、エルクさんに勝ち目はなさそうですね。対等が聞いて呆れます」

　肩かたを竦すくめるミラに、イスカは苦笑を向けた。

「そう言うな。女性に優やさしいのは悪いことではないだろう」

「私はエルクさんに優しくしてもらったことなど、一度もありませんが」

　拗すねたように答えたミラは、歩調を速める。

　俺たちは彼女に置いて行かれないよう、後を付いていった。

　寄り道をしたので、ミラは普ふ段だんと違うルートで屋敷を目指しているようだ。ミラはフレアリアの道を熟知しているので、彼女の先導に従うのが一番の近道と言える。

　大通りから離はなれると喧けん噪そうは遠のき、辺りは豪ごう奢しやな館やかたが立ち並ぶ住宅街となった。

　恐らくこの辺りは名のある貴族たちが多く住んでいる区画なのだろう。

「……なくなっちゃいました」

　歩きながらアイスクリームを食べきったスピネルが、残念そうに呟つぶやく。

「──あ」

　そこでぴたりと、ミラが足を止めた。

「どうしたんだ？」

　不思議に思って問いかけると、ミラはこちらを振ふり返る。

「いえ、別に大したことではないんですが──そういえばここは、プリムローズ家のお屋敷だったと思いまして」

　ミラは周辺の屋敷よりも一回り敷しき地ちが広い豪ごう邸ていを指差して答えた。

「プリムローズ家？　ああ──フローラの……」

　聞き覚えのある家名を聞いた俺は、学級委員長を務めるクラスメイト、フローラ・プリムローズの顔を思い出す。

「ここがフローラの実家なら、彼女は名のある貴族なのか？」

　学院に転入して日が浅いイスカは、フローラの出自をミラに問いかけた。

「ええ。ルビーレッド家とも縁えんがある古い貴族で、一度没ぼつ落らくしそうになったのを先代当主が立て直し──」

　説明を始めるミラだったが、その言葉は途と切ぎれることになる。

「マスターっ!!」

　突とつ然ぜん、スピネルが切せつ迫ぱくした声を上げて上空を見上げる。

「何だ──風切り音？」

　スピネルとほぼ同時に反応していたイスカが、上を向いて目を細めた。

　イスカの言う通り、風を切る音が俺の耳にも届く。

　青空に生まれる、小さな黒い点。それは見る間に大きくなり──。

「飛ひ翔しよう体接近！　伏ふせてください！」

　スピネルが俺を地面に押おし倒たおし、上から覆おおい被かぶさった。

「ミラも伏せろ！」

　イスカもそれに習い、横にいたミラの腕を引いて地面に伏せる。

　その直後──プリムローズ家の屋や敷しきが爆散した。

　轟ごう音おんが大気を震ふるわせ、地面を揺ゆらす。押し寄せる衝しよう撃げき波はと舞まい上がる瓦が礫れきの破は片へん。

「くっ……!?」

　粉ふん塵じんが押し寄せてきて、俺は目を閉じた。ぴしぴしと細かな石が肌に当たる。

　突とつ風ぷうが過ぎ去って瞼まぶたを開けると、プリムローズ家の様相は一変していた。

　瓦礫の山と化した屋敷の中心に突つき刺ささっているのは、長さ十メートルほどの巨きよ大だいな石の槍やり。

　破は壊かいの余波は周辺にも及および、隣りん接せつする屋敷には柱や瓦礫がめり込んでいる。

「いったい何が──」

　ミラがよろよろと身を起こし、呆ぼう然ぜんと呟いた。

　しかし俺にも、状じよう況きようは把は握あくできていない。

　だが──恐らくは、このフレアリアにまた新たな危機が訪おとずれたのだろう。

　確信に近い予感を抱いだきながら、俺はスピネルの手を借りて立ち上がった。








第一章　反はん抗こうの群弓アローズ
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「──それにしても、フローラが無事でよかったよ」

「あたしは寮りよう住まいだからねー。学院に入ってから実家に帰ったのは、お爺じい様の葬そう儀ぎの時だけだし」

　俺の言葉に、フローラ・プリムローズは普段と変わらぬ緩ゆるい口調で答える。だがさすがに顔色はあまり良くない。

　プリムローズ家の屋敷が破壊された翌日──フローラは普ふ通つうに学院へ登校していた。

　朝のホームルームが始まる前の教室は、昨日の事件に関する噂うわさでもちきりだ。

　そんな中、エルク、スピネル、ミラ、イスカの四人は、事件の当事者たるフローラを囲んで話をする。

「けれど……屋敷があの有様だとご家族は──」

　ミラは表情を曇くもらせ、躊躇ためらいがちに言葉を紡つむいだ。

　だがフローラはゆっくりと首を横に振った。ウェーブがかかった桃もも色いろの髪かみが、首の動きに合わせて緩やかに揺れる。

「あの本宅はお爺様が亡なくなってから、あまり使われていなくて……今の当主を務めているお母様はほとんど別宅におられるの。だから怪け我がをしたり、死んじゃった人はいないよ」

「そうでしたか──それならよかったです」

　ほっと安あん堵どの息を吐はくミラ。

「犯人は分かっているのか？」

　イスカが質問すると、フローラは目を伏せた。

「ううん。あたしのところには軍の人が一度話を聞きに来ただけで──詳くわしい事情は何も知らないの。家の方からも、特に連れん絡らくはないし……」

　──家から連絡がない？

　あれだけのことがあったのに、それは少し不自然に思える。だがフローラは、まるでそれが当たり前だという顔をしていた。触ふれない方がいいことかもしれないと判断し、俺は言葉を吞のみ込む。

「元気を出してください。あれだけの攻こう撃げきを受けて人的被ひ害がいが出なかったのは、とても幸運なことだったのです」

　そんな俺に代わって、スピネルはフローラを励はげました。メイド服を着た彼女は、今日も俺の使用人として傍そばに控ひかえている。授業に同どう伴はんするようになった当初は奇き異いの眼まな差ざしを向けられたものだったが、さすがに一か月経たつとクラスメイトたちも慣れ、注目されることは少なくなった。

「うん、そうだね。ありがとう、スピネルちゃん」

　ふんわりと微笑ほほえんだフローラは、感謝を表すようにスピネルを胸むな元もとに抱だき寄よせる。

「ふわ……柔やわらかいです」

　大きな胸に顔を埋うずめたスピネルは、心地ここちよさそうな声を漏もらした。

「──エルクさん、羨うらやましそうな顔をしていますね」

　ミラが半眼で俺を睨にらむ。

「い、いや、そんなことはない。ミラの気のせいだ」

　俺は慌あわてて否定するが、それを聞いたフローラは顔を赤くする。

「もう、エルクくんはダメだよー。えっちなんだから……」

「だから違うって！」

　からかわれているとは理解しつつも、俺は懸けん命めいに弁解した。

「おーい、エルクー」

　そこで俺を呼ぶ声が、耳に届く。

　振り向くとクラスメイトのクレス・クレールが一枚の紙を手に近づいてくるところだった。線が細く、私服だと女子に見み間ま違ちがえられることもあるが、クレスは俺にとって唯ゆい一いつと言える男友達だ。

「おはよう、クレス。どうしたんだ？」

「ねえ、これ見てよ。来る途中に拾ったんだけど、どうも中央通りの方で大量に撒まかれていたみたいなんだ」

　少し興奮した様子でクレスが差し出したのは、一枚のビラ。

　ミラたちも興味深そうにそのビラを覗のぞきこむ。

「〝群弓アローズ〟による、特権階級への宣戦布告……？」

　俺が一番大きな見出しを読み上げると、クレスはこくりと頷うなずいた。

「これ、たぶん昨日の事件に対する犯行声明だよ。ほらここに、自分たちはフレアリアの悪政を糺ただす民衆の代弁者で、まずはプリムローズ家に鉄てつ槌ついを下したって書いてある」

　ビラに書かれた文字を指でなぞるクレス。

「〝群弓アローズ〟……聞いたことがありますね。確か軍が警けい戒かい対象にしている反体制的な組織の一つです。ついにテロまで起こしてしまいましたか……」
















　ミラは重い溜ため息いきを吐つく。

　するとその言葉を聞いたイスカが、フローラの方に視線を向けた。

「つまり民衆の不満から生まれた組織というわけだな。その標的に選ばれるほど、プリムローズ家は非道なことをしていたのか？」

「お、おい、イスカ！」

　あまりにも遠えん慮りよのない問いかけをしたイスカに、俺は慌てる。けれどフローラは苦く笑しようを浮うかべて、首を振った。

「エルクくん、いいの。隠かくしても仕方ないことだから。イスカちゃんの言う通り、プリムローズ家はそれだけのことをしてきたと思う。没落しかかった家を建て直すために、お爺じい様がかなり無茶をしたんだよ」

「無茶？」

　イスカが聞き返すと、フローラは翳かげりのある表情で首しゆ肯こうする。

「下級労働者を消しよう耗もう品ひんのように酷こく使しして、事業を進めたの。お母様が当主を継ついだ今も、その体制は変わってないから、恨うらまれても当然だね」

　重い声でフローラは言う。皆みな、掛かけるべき言葉がすぐには思い付かず、場に沈ちん黙もくが落ちた。するとスピネルが横から俺の腕うでを引っ張り、小声で問いかけてくる。

「マスター、下級労働者とは何ですか？」

「簡単に言うと……この魔ま導どう学院に入れなかった人たち、だな」

　俺は言葉を選びながらスピネルに説明を続けた。

「フレアリアでは魔ま術じゆつを根幹とした技術、産業が発達している。だから魔導士は引く手あまたで、逆に魔術教育を受けられなかった者の働き口は限られてしまう。そうして、低賃金で仕事を選ばずに働くしかない人々が、下級労働者と呼ばれているんだ」

　他国でも──俺の故郷エルファレスでも、こうした傾けい向こうはある。だがフレアリアはその格差があまりに大きいのだ。

　これは魔導士人口が多く、魔導技術が発達したフレアリアゆえの歪ゆがみなのだろう。

「魔術を使えた方がいいのなら、みんなに魔術を教えればいいと思うのです」

　スピネルが不思議そうに疑問を口にする。

「そう簡単にはいかないんだよ。教育にはお金が掛かる。特待生として国が補助できる人数にも限りがあるから、全員にっていうわけにはいかない」

「色々と難しいのですね……」

　複雑な表情で呟つぶやくスピネル。

「ああ、難しくて複雑だ。〝群弓アローズ〟はたぶん不満を持つ下級労働者たちが作った組織なんだろうが、彼ら自身も〝正解〟なんて分かっちゃいないだろうさ」

　多少の皮肉を込こめて俺は言う。

　俺とスピネルの会話を聞いていたミラは、大きく首肯した。

「だと思います。それに魔術の使えない下級労働者が魔導士に喧けん嘩かを売っても、勝ち目などありません。彼らが何をしようが、すぐ軍に制圧されるでしょう」

　確信を持ってミラは言う。

　だがそれに異論を唱えたのはクレスだった。

「残念だけど、そう上手うまくはいかないかもしれないよ」

「……何故なぜですか？」

　眉まゆを寄せてミラが問い返すと、クレスは教室を見回してから答える。

「その様子だと、まだあの噂は聞いていないみたいだね。エルクたちはさ──昨日の事件が、下級労働者の起こしたテロとしては異常だって思わない？」

「確かに……フローラの屋敷を壊こわすのに、わざわざ空から石の槍を落とすという手段を選んだ理由は謎なぞだ」

　イスカが頷き、口元に手を当てる。

「というか──フレアリアには他国からの攻撃に備えて、遠えん距きよ離りからの飛来物を感知し、防ぼう御ぎよする結界が展開されているはずなんだよ。それが全く反応しないなんてこと、普通は考えられない」

　クレスは含ふくみのある口調で語る。

　フレアリアを守る結界については、講義で習ったため俺も知っていた。戦略級魔術という強力な攻撃手段を持つフレアリアは、当然ながら他国からの遠距離魔術攻撃も警戒している。そのため、幾いく重えにも感知・防御用の魔術が展開されているらしい。

　それが機能しなかったのならば、つまり魔術が無効化されたということ。

「魔術による感知も防御も効かない……まさか──」

　そんな存在を、俺は知っていた。

　はるか昔、この大陸を支配していた巨神──その神骸イコンを利用して作り上げられたモノ。高い魔術抵てい抗こう力を持つがゆえに魔術攻撃は通じず、世界のパワーバランスと戦争の在り方を変えた巨きよ大だい魔ま導どう兵器──。

　俺の想像を肯こう定ていするようにクレスは頷き、口を開く。

「そう……あれは虚神ゴーレムによる攻撃じゃないかって噂が広まってる。もしも〝群弓アローズ〟が虚神ゴーレムを手にしたのなら、簡単にこの事件は終わらないと思うよ」





２






「じゃあ、また明日あしたー」

「ああ、クレス。また明日」

　太陽が西の山脈へと近づき、夕暮れの気配が漂ただよい始めた放課後──俺は学院の校門前でクレスと手を振ふって別れる。

　スピネル、ミラ、イスカの三人もひらひらと手を振り、男子寮りようの方へと歩き去るクレスを見送った。この校門まではフローラも一いつ緒しよなことが多いのだが、今日は掃そう除じ当番なのでここにはいない。

「私たちも屋や敷しきに帰りましょう」

　ミラはそう言って俺たちが共同生活をしているルビーレッド家の別宅へ足を向けるが、俺はそんな彼女を呼び止める。

「ミラ、待ってくれ。今日はティファとシルフィのところへ寄ろうと思っているんだ」

「……またですか？　正直、もう無む駄だなように思えるのですけど」

　足を止めて振り返ったミラは、呆あきれた表情を浮かべた。

「二人を懐かい柔じゆうするって、長老議員エルダーたちに大おお見み得えを切ったからな。諦あきらめるわけにはいかないさ。あと昨日の件に虚神ゴーレムが使われた可能性があるなら、それについても聞いてみたい」

　この一か月──一向に態度が軟なん化かしない双ふた子ごの少女たちを思い出しながら、俺はミラに答える。

　ティファとシルフィは戦略級魔導士暗殺のためにエルファレスから送り込まれた刺し客かくであり、虚神ゴーレムを操あやつる命主マスターだ。

　現在はフレアリア軍の施し設せつで身み柄がらを拘こう束そくされ、俺が懐柔に当たっていた。彼女らが操っていた虚神ゴーレムの残ざん骸がいも回収されており、命主マスターが寝ね返がえれば修復を始める手て筈はずになっているが──今のところ彼女らを説得できる目め途どは立っていない。

「分かりました──ではいつものように私が同行しましょう」

　ミラは諦めの息を吐はき、了りよう承しようの言葉を述べる。

　俺の監かん視し役であるミラが一緒でなければ、軍の施設に入ることはできない。エルファレス人である俺は、やはりまだ完全に信用されてはいないのだ。

「ありがとう、助かる。そういうわけで……悪いが、イスカは先に屋敷へ帰っていてくれ」

　俺の言葉を聞いたイスカは、不満げに顔を顰しかめた。

「私はまた除のけ者か」

「仕方がないだろ。イスカが一緒だと、収しゆう監かん施設へ入れてもらえない。軍はイスカのことを、まだかなり危険視しているんだ」

　イスカもまた戦略級魔導士を襲しゆう撃げきした刺客の一人だ。建前上はルビーレッド家と取引して寝返ったことになっているが、俺以上に警戒されている立場であるのは間ま違ちがいない。

「だが……」

「大だい丈じよう夫ぶです。マスターはスピネルがしっかりお守りします」

　スピネルが不安そうなイスカを安心させるように言う。

　そんなスピネルを見て、イスカは表情を和やわらげた。

「……信じよう。エルクを頼たのんだ」

「はい、頼まれました」

　薄うすい胸を張ってスピネルは請うけ合うと、俺の手をぎゅっと握にぎる。

　そうして俺たちはイスカと別れ、ティファたちが捕とらわれている軍の施設へと歩き出した。

　虚神ゴーレムの残骸は街の西側にある研究所へ送られたため、ティファたちは東側にある施設に収しゆう監かんされている。互たがいの距きよ離りを遠ざけたのは、彼女らが虚神ゴーレムへ干かん渉しようできないようにするためだ。

　たとえ残骸であっても、腕一つ動かされるだけで大惨さん事じに繫つながりかねない。

「なあミラ、今日は何とかして監視なしでティファたちと話せないか？」

　歩きながら俺はミラに問いかけた。

「無茶を言わないでください。エルクさんは今の立場を自覚していただかないと困ります」

「──十分自覚してるさ。フレアリアの切り札である対虚神ゴーレム用魔導兵器〝虚人ドーレム〟と契けい約やくした、エルファレス皇国の第三皇子……これ以上ないほどの要注意人物だ」

　俺はその虚人ドーレム──ブルー・スピネル・アークロウを見下ろして言う。

　スピネルは俺の視線に気付いて顔を上げ、にこりと微笑ほほえんだ。

　俺の返事を聞いたミラは、呆れた表情で口を開く。

「でしたら──」

「それでも、どうにかしてほしいんだ。虚神ゴーレムが絡からんでいるかもしれない事件が起きた以上、もう悠ゆう長ちようなことは言ってられない」

　強い口調で俺はミラの言葉を遮さえぎった。

「まるで──監視がいなければ、彼女たちを籠ろう絡らくできると言っているように聞こえますね」

「自信はある」

　はっきり言い切ると、ミラは深々と嘆たん息そくする。

「……何をするつもりかは分かりませんが、やれるだけのことはやってみましょう」

「いつも迷めい惑わくかけて悪いな」

　俺が謝ると、「本当ですよ」と頷うなずくミラ。

「前に助けていただいた借りはイスカさんの件でチャラになりましたから、今はエルクさんが私に借りを作っているのだと理解してください」

「了りよう解かいした。いつでも借りは返す。俺にできることがあれば何でも言ってくれ」

「な、何でもですか……」

　何故か少し頰ほおを染め、ミラは視線を彷徨さまよわせた。

「どうした、顔が赤いぞ？」

「──気のせいです！」

　ミラは大声で叫さけぶと、歩く速度を上げて俺の前に出る。

　そんなミラの反応に首を傾かしげつつ、俺とスピネルは彼女に置いて行かれないように歩調を速めた。







「あ……また来たのね、バカ皇子」

　鉄てつ格ごう子しの向こうでダルそうに座り込んでいた少女──ティファが俺の姿を見て呟く。

「懲こりないわね、バカ皇子」

　そしてティファと瓜うり二ふたつの顔を持つシルフィが、俺に嘲ちよう笑しようを向けた。

　少しくすんだ金きん髪ぱつと左右で色の違ちがうオッドアイ、あまり発育の良くない細身の体──本当にそっくりな双子だ。ティファが髪かみを三つ編みにし、シルフィがツインテールにしているので辛かろうじて見分けられるが、もし髪を解ほどけば区別が付かなくなってしまうだろう。

「お前たちも相変わらずだな」

　俺は苦く笑しようを浮うかべ、牢ろうにいるティファとシルフィの姿を眺ながめる。

　彼女らは魔ま導どう士しでもあるため、魔ま法ほう陣じんを描えがけないように特とく殊しゆな手て袋ぶくろと手て枷かせを付けられていた。だがそんな状態にあっても、彼女らの瞳ひとみには強い抵てい抗こうの意志が宿っている。

　俺の近くにはミラ、スピネルだけでなく、監視役の兵士が控ひかえており、こちらの様子をじっと窺うかがっていた。

　──ミラ、頼む。

　俺は振り返り、ミラに目くばせする。彼女は小さく頷き、監視を行っている兵士に話しかけた。

「今日はルビーレッド家の者として、私も彼女たちと話をしたいと思っています。少し席を外してもらえないでしょうか？」

「いえ、申し訳ありませんがそれは……」

　兵士は困こん惑わくした表情を浮かべ、否定の言葉を口にしようとする。

「分かっています。エルク・リードと彼女らを監視する必要があるのですよね？　ですが安心してください、その役目は私が果たしますから」

「そ、そう言われましても──」

「何ですか？　私が信用できないとでも？」

　強い口調でミラが言うと、兵士は明らかに動どう揺ようする。

「そ、そんなことは決して！」

「ならば私に任せてください。これから行うのは、少し込こみ入ったお話です。ここにいたら……あなたは知るべきでない情報を耳にしてしまうでしょう。そうなった時、たぶんこれからの人生が生き辛くなってしまいますよ？」

　にこりと微笑んでミラが告げると、兵士はびくりと体を竦すくめた。

　大貴族ルビーレッド家の令れい嬢じようが口にする〝知るべきでない情報〟……その重みと危険性を彼は理解したのだろう。
















「わ、分かりました……お任せいたします」

　兵士は震ふるえる声で言い、逃にげるように牢ろう屋やを出て行った。

　この監かん房ぼうは地下にあり、入口は二重扉とびらになっている。扉の開閉する音が二回響ひびいたのを確かく認にんした俺は、ミラとスピネルに視線を向けた。

「ありがとう、ミラ。助かったよ。二人はさっきの兵士が聞き耳を立てていないか、入口で見張っていてくれ」

「了解なのです！」

　スピネルはこくんと頷き、入口の方へ駆かけて行く。この地ち下か牢ろうはかなり広いので、入口まではそれなりの距離があった。入口付近にいてもらえば、よほど大きな声を出さない限り会話は聞き取れない。

「……私やスピネルにも聞かれたくない、ということですか」

　俺の意図を察したミラは、棘とげのある口調で言う。

「ああ、そうだ。もちろん無む理り強じいはできないが」

　誤ご魔ま化かしても仕方がないと俺は頷き、ミラの瞳をじっと見つめた。

「────いいでしょう。離はなれていてあげます。ただし、聞かれていないとは思わないでくださいね」

　ミラは釘くぎを刺さし、スピネルの後を追って入口の方へ歩き去る。

　つまり聞かれて困ることはするなということだろう。ミラならば魔ま術じゆつで簡単に盗とう聴ちようができるはずだ。

　だが、それで十分。ミラやスピネルならば、聞かれてもリスクは低い。できれば秘密にしておきたいことではあるが、いつまでも隠かくしておけないのは分かっている。

「バカ皇子……わざわざ人ひと払ばらいをして、何をするつもりなのかしら？」

「もしかして拷ごう問もん？　言っておくけど、シルフィたちはどんなことをされても、フレアリアの利になるようなことは教えないわ」

　ティファとシルフィは、俺に警けい戒かいの眼まな差ざしを向けた。

　俺は鉄格子の向こう側にいる彼女たちへ、苦笑を返す。

「拷問なんてことはしない。ただ──ある意味では、それより酷ひどいことかもしれないな」

　その言葉に表情を硬かたくする双子の少女。

　俺はこれから彼女らの心を暴あばき、土足で踏ふみ込む。スピネルと契約することによって得た虚術ホロウによって。

「あんた、いったい──」

　警戒する彼女たちを眺めながら、俺は右目に魔ま力りよくを集め始めた。

　ズキンと右目の奥が微かすかに疼うずく。

　命主マスターとなった者には、契約した虚人ドーレムや虚神ゴーレムに応じた固有の能力が発現する。魔法陣の構築を必要としないその力は、虚術ホロウと呼ばれていた。

「ティファとシルフィは、エルファレス軍の魔導士なんだよな？」

　俺が静かに問いかけると、ティファは三つ編みの髪を揺ゆらして気き丈じように頷く。

「そうよ！　私たちはレナード様に忠誠を誓ちかった魔導士で、虚神ゴーレムの命主マスターに選ばれたエリートなんだから！　あんたの思い通りにはならないわよ！」

　レナードは俺の腹はら違ちがいの兄で、クーデターを起こして皇位を簒さん奪だつした第二皇子だ。

　俺の母を殺し、妹を軟なん禁きんした男。倒たおすべき敵。

「──その台詞せりふは、これまでに何度も聞いた。けれど俺は、いくつか疑問を感じている」

　ずきん、ずきん、と右目の疼きは大きくなっている。

　視界に少しずつ、黒い裂さけ目めのようなものが広がり始めた。

「疑問……？」

「虚神ゴーレムとの契約には、大きなリスクがあるはずだ。魔力波長が合わないと、命主マスターは拒きよ絶ぜつ反応で死に至ると聞いている。そんな役割をエリートに押し付けるものなのか？」

「そ、それは私たちの実力が認められたからで──」

　シルフィが反論してくるが、俺は彼女の言葉を遮って言う。

「魔力波長と実力は関係ない。契約が成功するかは、運次し第だいだろう。あと、契約が成功した命主マスターをどうやって管理しているかも疑問だ。命主マスターが一人でも裏切れば、致ち命めい的てきな事態になりかねない。あのレナードなら、何か備えをしているはずだ」

「何が、言いたいのよ？」

　俺を睨にらみながら問いかけてくるティファ。

　視界に広がった黒い傷は、彼女の胸むな元もとにも現れる。

　俺の虚術ホロウは、古傷を視みる力。死を司つかさどる魔ま神じんアークロウの虚人ドーレムと契約した俺には、死の門たる〝傷〟が見えるようになったのだ。

　意識的に制せい御ぎよするため付けた名は〝黒裂グレイヴ〟。

　見通せるのは物理的な古傷だけでなく、精神的な──いわゆる〝心の傷〟も看破することができる。この虚術ホロウについてはミラや、スピネルにすら明かしていない。

〝黒裂グレイヴ〟は俺が今後、世界と渡わたり合っていくための切り札であり命いのち綱づななのだ。

　その力を、俺は双ふた子ごの命主マスターに対して使用する。

　──虚術ホロウ・黒裂グレイヴ。

　ティファの胸に開いた黒い傷を覗のぞきこむと、景色が一いつ瞬しゆんにして塗ぬり替かわった。

　っ……!?

　目に映った情景に体が竦む。

　立ち昇のぼる煙けむりと燃え盛さかる建物。その向こうで揺れる巨きよ大だいな影かげ。

　地じ響ひびきのような足音を鳴らし、炎えん上じようする街を闊かつ歩ぽするのは何体もの虚神ゴーレム。

　悲鳴を上げながら右往左往する人々の中、抱だき合って空を仰あおぐ双子の少女がいた。

　オッドアイではなく──今よりも少し幼いが、恐おそらくはティファとシルフィだろう。

　腰こしが抜ぬけているのか、彼女たちは近くの建物が崩くずれても動く様子がない。

　しばらくすると黒い鎧よろいを着た一団がやってきて、双子の少女を取り囲む。

　知っている──あれはエルファレス軍・特務隊の鎧だ。

　皆みな、兜かぶとを被かぶっているため顔立ちは分からないが、確か隊長は第二皇子レナードにとって母方の叔父おじにあたる男、オスカー・ラーグ。

　少女たちは恐きよう怖ふで体を震わせながら、男たちを見上げていた。

「計測用の魔導具を使え」

　隊長らしき男が命じる。低いがよく通るその声は、オスカーのものに間ま違ちがいなかった。兵士たちが双子を拘こう束そくし、魔法陣が刻印された短たん剣けんで彼女たちの指先を浅く傷つける。

「痛っ!?」

「やめてっ!?」

　悲鳴を上げる少女たちに構わず、兵士は血の付着した短剣を観察していた。その刃やいばが淡あわく輝かがやき始めるのを見て、オスカーは頷うなずく。

「血液中の魔ま力りよく濃のう度どが高い。こいつらは使えそうだ。連れて行け」

「はっ！」

　指を押おさえてすすり泣く双子の少女たちを連行していく兵士たち。

　そこでぶつんと視界が暗転し、元の景色が目の前に現れた。

　牢屋の中にいるティファとシルフィは、訝いぶかしげに俺を見つめている。

「急に黙だまって……どうしたのよ？　キモいんだけど」

　刺とげ々とげしい口調でティファが話しかけてきた。

　だが俺はすぐに返事をせず、頭の中で今得た情報を整理する。

　──あれはたぶん、エルファレスが侵しん攻こうした街での出来事だ。そしてティファとシルフィはそこで強制徴ちよう兵へいされた子供……。

　しかしそれは、彼女たちの言動と矛む盾じゆんするように思う。

「お前たちは、エルファレス人じゃないな？」

　思い切って問いかけてみると、彼女たちは怪け訝げんそうな表情を浮かべた。

「バカ皇子、何を言ってるの？　私たちは生きつ粋すいのエルファレス人よ」

「本当に？　故郷を焼かれたお前たちは、高い魔力容量を見み出いだされてエルファレスの魔ま導どう士しになったんじゃないのか？」

　さらに追つい及きゆうするとシルフィは、俺に嘲ちよう笑しようを向ける。

「私たちはエリート魔導士よ。そんな現地徴兵の奴やつらと一いつ緒しよにしないで」

　やはり嚙かみ合わない。

　心に深々と刻まれた傷は目の前にあるのに、彼女たちはそれを忘ぼう却きやくしているようだった。

　──いや、忘却というより改ざんか。

「洗脳……だな」

「洗脳？」

　眉まゆを寄せて鸚おう鵡む返がえしに呟つぶやくティファ。

「ああ──お前たちは恐らく虚神ゴーレムの命主マスターにされる際、魔術か薬物……あるいはその両方による洗脳処置を受けている。理由は当然、裏切りを防ぐためだ」

「なっ……ふざけたことを言うとぶっ殺すわよ！」

　ガチャガチャと手て枷かせを鳴らしてシルフィが叫さけぶ。

「ふざけてはいない。けれど、お前たちが俺の言葉を信じられないのも分かる。だから、直接見せてやろう」

　俺は指先に魔力を集め、空中に円を描えがいた。大気中のマナと反応した魔力は発光し、薄うす暗ぐらい牢屋の中に光り輝く円陣サークルが浮うかび上がる。

「あんた……何をするつもり？」

　警戒するティファとシルフィに構わず、俺は円陣サークルの中に精せい霊れい語で魔術の記述を行う。

　構築するのはイメージを映像として出力する投とう影えい魔ま術じゆつ。通信魔術の基き礎そともなる、単純な記述の魔術だ。

「想影ミラージユ」

　記述時に設定した言葉で魔術を起動すると、魔ま法ほう陣じんから放たれた光が宙に立体的な映像を映し出した。

　燃える街を闊歩する虚神ゴーレムと、黒鎧の兵士たちに囲まれた双子の少女──。

「ひっ……」

　それを見たティファとシルフィの表情が引きつる。

「な、何よそれ……知らない……あたしはこんなの、知らない──」

　震える声で彼女たちは否定の言葉を呟くが、俺はそれが噓うそだと理解していた。

　彼女たちの心には、大きな傷がある。洗脳によって見えないように、気付かないようにされているだけで、消し去られたわけではない。

　ゆえにその傷は、偽いつわりの記き憶おくと認にん識しきに亀き裂れつを生む。

「ああああああああああああああああっ!?」

　頭を押さえ悲鳴を上げるティファとシルフィ。

　彼女たちの声は牢ろう屋や内に高く反はん響きようし、ミラとスピネルらしき足音がこちらへ近づいてくる。俺は映像の投とう影えいを止やめ、注意深く双子の様子を見守った。

「エルクさん！　何があったんですか!?」

「マスター！」

　何事かと駆かけてきたミラとスピネルが、戸と惑まどった表情で俺に問い掛かけてくる。その様子を見る限り、盗ぬすみ聞ぎきはしていなかったのだろう。

「ティファとシルフィは、恐らく洗脳されている。だから荒あら療りよう治じではあるが──言動の矛盾点を指し摘てきし、認識を揺さぶってみた」

　俺はティファとシルフィから目を離さずに淡たん々たんと答えた。

　彼女たちは絶ぜつ叫きようしながら体をガクガクと震ふるわせ、突とつ然ぜん糸が切れたように崩れ落ちる。

「──気絶したか。上手うまくいったかどうかは、目覚めてみないと分からないな。ミラが何かしたと思われるのはまずいから、さっきの衛兵にはティファたちが突然倒たおれたことにしておこう」

「そのぐらい、私は気にしませんけど」

「いや、彼女たちの体調が悪いことにすれば、医い療りよう施し設せつへ移送して、しっかりと経過を見てもらうことができる。一石二鳥だし、構わないだろ？」

「そ、そういうことなら別に……」

　気を失った双子と俺を交こう互ごに眺ながめ、ミラは躊躇ためらいがちに頷いた。

「もし洗脳に綻ほころびを生むことができていれば、今よりは協力的になるだろう。〝群弓アローズ〟や虚神ゴーレムについて聞くのは、また今度だ」

　──失敗していれば、精神が壊こわれた可能性もあるが。

　胸の中で一言付け足す。

　そうして、自分が思ったよりも落ち着いていることに気が付いた。

　倒れ伏ふすティファたちを前にしても、俺の心は少しも揺らいでいない。必要なことだと冷静に考えている。

　それは恐らく……彼女たちがまだ敵であり、他人だからだろう。

「マスター、顔が怖こわいです」

　スピネルが不安そうな表情で俺を見上げ、服の袖そでを引いた。

　すると途と端たんに、凍こおっていた感情が胸の中で揺ゆれ動く。

「悪い。少し緊きん張ちようしていたみたいだ」

　スピネルを安心させるため、俺は彼女に微笑ほほえみを向けた。

　──人間っていうのは、どうしようもなく不平等だな。

　そんなことを考えつつ、俺は牢屋の出入り口の方へ歩き出した。
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「先ほどの兵士さん──ずっと私にビクビクしていました。少し脅おどかし過ぎたかもしれません。軍内に変な噂うわさが流れないといいのですが……」

　収しゆう監かん施設からの帰り道、ミラは重い溜ため息いきを吐つく。

　スピネルは小さな手で俺の手を握にぎり、西へ向かって歩く俺たちの正面には真っ赤な夕ゆう陽ひが輝いていた。

「大だい丈じよう夫ぶだ。たぶんミラは、既すでに十分畏おそれられているだろうしな」

　俺が苦く笑しようを浮かべて軽口を返すと、不満げにミラは俺を睨んだ。

「他人ひと事ごとのように言わないでください。というか、エルクさんは洗脳がどうとか言っていましたけど、何故なぜそんなことが分かったのか不思議に思います」

「それは──聞かないでくれると助かる」

「そうですか……やはり教えてはくれないんですね」

　諦あきらめたように首を振ふるミラ。

「悪い。けど──これだけは信じてくれ。俺はミラを……大切な友人を、裏切ったりはしない」

「なっ……」

　すると夕陽に照らされて赤くなっていたミラの顔が、さらに紅潮する。

「いきなり恥はずかしいことを言わないでください！　そんなことは……分かってます」

　ぷいと顔を背そむけ、ミラは小さな声で俺に告げた。

「そうか……よかった」

　ミラの言葉を聞いて素す直なおに安あん堵どし、嬉うれしくなる。どうやら俺は、彼女からの信しん頼らいを失うことを思った以上に恐れていたようだ。

「こ、この話はもう終わりにしましょう。えっと……ああ、そうです！　エルクさん、例の件はどうなっているんですか？」

「例の件？」

　急に話を変えられた俺は、戸惑いながら聞き返した。

「例の件と言えば分かるでしょう？　その……アイシス姫ひめとの婚こん約やくについてです」

　顔を寄せ、耳元で囁ささやくミラ。

　万が一にも誰だれかに聞かれぬよう注意を払はらったのだろうが、不意打ち気味の接近に俺は動どう揺ようする。耳みみ朶たぶをミラの吐と息いきが撫なで、心しん拍ぱく数すうが上がるのを自覚した。

　その変化を感じ取ったのか、俺と手を繫つないでいたスピネルが首を傾かしげる。

「マスター、どうかしましたか？」

「な、何でもない」

　俺は首を振りつつ、気持ちを静め──ミラから少し距きよ離りを取った。

「えっと、その件はだな──マリア導師からの連れん絡らく待ちだ」

　ミラにそう答えると、彼女は顔を顰しかめる。

「ですが、あれからもう一月ですよ？」

「たぶん長老議員エルダーの間で意見が纏まとまらないんだろう。もしくは──女王やアイシス姫との間で揉もめているのかもしれない」

　俺は一月前──フレアリアにある提案をした。

　それは……俺がフレアリアの力を借りてレナードを討とう伐ばつした暁あかつきには、エルファレスの皇帝としてアイシス姫の婿むこになるというもの。

　もしも実現すれば、エルファレスはフレアリアへ併へい合ごうされることになる。

　だが同時にリスクもあるため、結論まで時間が掛かっているのだろう。

「フレアリア側が承しよう諾だくしたら……エルクさんは本当に姫様と結けつ婚こんするんですか？」

　真しん剣けんな表情で問いかけてくるミラ。

「婚約はする。結婚できるかは、分からない」

「含ふくみのある言い方ですね？」

「──俺がエルファレスの皇帝になれる保証は、どこにもないからな。もし俺が皇帝に即そく位いできても、その過程で世界情勢が大きく変わっている可能性は高い。フレアリアは俺を必要としなくなっているかもしれないし……滅ほろんでいることも考えられる」

「なっ……」

　絶句するミラに俺は笑いかけ、言葉を続ける。

「言っておくが、破談を望んでいるわけじゃないぞ？　約束を果たせる未来が、俺の目指す平和な世界に最も近い。だからそこへ辿たどり着くため、俺は全力を尽つくす」

　俺がはっきり宣言すると、スピネルが手を挙げた。

「マスターが頑がん張ばるなら、スピネルはもっと頑張るのです！」

「──頼たよりにしてる」

　俺が感謝を込こめて頭を撫でると、スピネルは嬉しそうに笑う。

　しかしミラは不満げな顔で肩かたを竦すくめた。

「私はそういう大きな話でなく、エルクさんの気持ちを聞いてみたかっただけなんですけどね……」

「俺の気持ち？」

「いえ、その……だから、他ほかに想おもい人はいないのかとか……ああ、もうっ！　やっぱりいいです！」

　顔をまた赤くして叫さけんだミラは、足早に俺の前へ出る。

「エルクさんはもう少し、人の気持ちというものを重視した方がよろしいかと。一番大きなハードルは、姫様がエルクさんを気に入るかどうかだと思いますよ？　まずは姫様に自分の気持ちと考えを伝えるのが、筋というものでしょう」

　早口で告げるミラに、俺は確かにと頷うなずいた。

「そうだな──利害関係や理り屈くつばかり気にしていたが、一番大事なのはそこかもな」

「その通りです。あ……エルクさんは、あの課題はもう提出しましたか？　姫様の成人を祝う作文を書くという──」

　いいことを思い付いたという顔で、ミラは俺に訊たずねてくる。

「いや、まだだが」

　そういえば先週、そんな課題が出ていた。フレアリア魔ま導どう学院生徒一同という形で冊子に纏め、式典で生徒会長が献けん上じようするらしい。それが許され、求められるほど、学院の権けん威いは高いのだ。

「なら、姫様に対するラブレターのつもりで作文を書いてみたらいかがです？　もしかしたら、姫様が目を通すかもしれません」

「おいおい……そんなことをしたら指導室へ呼び出されて、間ま違ちがいなく書き直しだ。っていうか──あのプリント、どうしたっけな」

　溜息を吐きつつ、俺は鞄かばんを開けて課題の用紙を捜さがす。

「その辺りは導師や生徒会にバレないよう、上手くやればいいんです。悪わる知ぢ恵えの働くエルクさんなら簡単でしょう？」

「無茶言うな。と──あれ？　ないな。机の中に入れっぱなしかもしれない」

　鞄の中に見つからず俺が呟つぶやくと、ミラは呆あきれた眼まな差ざしを向けてきた。

「内容云うん々ぬんの前に、課題の提出は週明けですよ？　明日あしたは休日なので、取りに戻もどった方がいいかもしれませんね。まだ校門は閉まっていないはずですし」

　山やま際ぎわに輝かがやく太陽を見てミラは言う。

　日にち没ぼつと同時に門は閉じられ、生徒は学園内へ立ち入れなくなるのだ。

「……そうした方が良さそうだな。じゃあミラは先に帰っていてくれ。スピネル──悪いが付き合ってくれるか？」

　スピネルは俺の魔ま力りよく供給を必要としているので、俺からあまり離はなれることはできない。五十メートル以上離れると性能に影えい響きようを及およぼし、百メートルを超こえると生命活動にも支障をきたしてしまう。

「はい、お供します」

　こくんと首しゆ肯こうを返したスピネルの手を引き、俺は学院の方へ進路を取る。あまり時間はないので急いだ方がいい。

「夕食までには、帰ってきてくださいねー」

　後ろから聞こえてきたミラの声に手を振って応こたえ、俺は早足から駆かけ足あしへと切り替かえた。







　日没間近の学院は静まり返っており、どこか空くう虚きよな雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

　──カツン、カツン。

　雑音がないため、俺とスピネルの靴くつ音おとは普ふ段だんより高く反はん響きようする。

　俺はテンポの違ちがう二人分の靴音を聞きながら校舎内を進み、高等部一年Ａ組の教室前で足を止めた。

　急いだので俺は息が上がっているが、同行したスピネルは汗あせ一つかいていない。

　虚人ドーレムであるスピネルは、人間よりも圧あつ倒とう的てきに優すぐれた身体能力と感覚を持っている。

「マスター、中に誰かいます」

　その彼女が、教室の扉とびらを開けようとした俺に報告した。

「え……？　この時間に？」

　俺は驚おどろくが、スピネルの言葉を疑う余地はない。

　いったい誰がいるのかと、俺は廊ろう下か側の窓から教室内を覗のぞいてみた。すると窓側の前から二番目の長なが机づくえに、見知った少女の姿を見つける。

「──またか」

　俺は嘆たん息そくし、大きな音を立てて教室の扉を開けた。

「あ……エルクくん？」

　その音に気付いて振り向いたのは、学級委員長のフローラ・プリムローズ。

　俺は足音荒あらく彼女に近づき、苛いら立だちを隠かくさずに言う。

「何か仕事があるなら、ちゃんと俺にも言ってくれ。俺が副委員長だってこと、忘れてないよな」

「もちろん忘れてないよー。けど、これぐらいだったら一人で大だい丈じよう夫ぶだと思って」

　フローラはいつもの柔にゆう和わな笑えみを浮うかべ、机に積まれたプリントの山を視線で示す。

　今朝のビラもそうだが、フレアリアでは紙が湯水のように使われている。これも発達した魔導技術の恩おん恵けいなのだろう。

「これぐらいって量には見えないんだが……」

「平気平気。五枚順番に重ねて、二つ折りにするだけだから。もうすぐ終わるよ」

　言葉通り五枚重ねたプリントを二つ折りにして見せるフローラ。

　見たところ、どうも学院の運営に関する資料のようだ。

「これ、学院の会議で使う資料だろ。またエリザベート導師に頼たのまれたんだな」

「頼まれたっていうか……困ってたから、手伝いますって言ったの」

　にこにこと笑いながらフローラは答える。

　エリザベート導師は一年Ａ組の担任導師で、まだ若いため色々な雑用を任されることが多い。その仕事が学級委員にまで回ってくるのは、珍めずらしいことではなかった。

「全く──フローラは人が良過ぎるんだよ。俺も手伝うから、早く片付けよう」

「スピネルもお手伝いします！」

　俺がフローラの隣となりに座ると、スピネルも手を挙げる。

「ありがとう、エルクくん、スピネルちゃん」

　フローラは礼を言い、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

　残り少なかったこともあり、三人で協力すると作業は十分もかからずに終しゆう了りようする。

　当初の目的だった課題の用紙を自分の机から回収してから、俺たちは教室を出てプリントをエリザベート導師の下もとに届けた。

　あまりフローラを頼り過ぎないよう担任導師に釘くぎを刺さすつもりだったが、机の上に同じプリントが山と積まれているのを見て、文句は喉のどの奥に吞のみ込んだ。

　学院の導師というのも大変らしい。俺は担任の導師に同情しつつ、皆みなと一いつ緒しよに学院を出た。

「──もうほとんど日も沈しずみかけてる。寮りようまで送っていくよ」

　俺は一番星が輝き始めた空を見上げ、隣のフローラに言う。

　西の空はまだ赤い残照が残っているが、東側は既すでに紺こん色いろの夜が領土を広げていた。

「エルクくんは、優やさしいね。最初に話した時を思い出すなぁ……」

　フローラは懐なつかしむように呟き、歩き始める。俺とスピネルはその隣に並んだ。

「そういえば、あの時も一人残っていたフローラを手伝ったんだよな」

　俺が相あい槌づちを打つと、フローラはこくりと頷く。

「うん──一緒にお仕事しながら、たくさんお話ししたよね。男の子とあんなにお喋しやべりしたの、初めてだったと思う」

「お喋りっていうか、ほとんどフローラが一方的に話してたけどな」

　俺が当時を思い出して言うと、彼女は驚いた表情を浮かべる。

「ええっ、そうだった？　だったらたぶん、緊きん張ちようしてたんだよ。どんなことを話したのか全然覚えてないし、間を持たせようと必死だったのかも」

「あの時は色々なことを教えてくれたぞ？　学院のことや、フレアリアの言い伝えとか」

「言い伝え？」

　やはり記き憶おくにないのか、フローラは首を傾かしげた。

「夜の闇やみに踏ふみ込むな。魔ま神じんにとって喰くわれるぞ──ってやつ」

「ああ、魔神アークロウの……」

　納なつ得とくした様子で呟き、フローラは影かげと闇の濃こい夕暮れ時の街を見回す。

「あの日もこんな風に薄うす暗ぐらい中を一緒に帰ったから、そういう話題になったんだろうねー」

　他人ひと事ごとのように言うフローラ。

　その魔神の神骸イコンを用いて造られた存在がすぐ傍そばにいると知ったら、彼女はどんな反応をするだろうか。

　興味深そうに俺とフローラの会話を聞いているスピネルをちらりと見て、俺はそんなことを考えた。

　その時、スピネルの表情が変わる。

「マスターっ！」

　切せつ羽ぱ詰つまった声を上げたと思った途と端たん、スピネルの姿が視界から消えた。

　同時に──鋭するどい風切り音。

　反射的にそちらを振ふり向くと、夕ゆう陽ひの光を反射する金属的な輝きが瞳ひとみに映る。

　──パシッ！

　だがその輝きが俺の眼前に迫せまったところで、乾かわいた音が響ひびいた。

「な……」

　俺は驚きの声を漏もらし、状じよう況きようを確かく認にんする。

　鋭い鏃やじりが、額の数センチ手前で止まっていた。

　矢──だ。

　それを摑つかんでいるのは、スピネルの小さな手。

「マスター、スピネルたちは狙ねらわれています。どこか物もの陰かげへ」

　スピネルが短く告げるのを聞き、俺は現状を把は握あくする。

　弓で狙そ撃げきされたのだ。スピネルが止めてくれなければ、俺は頭を射い貫ぬかれていた。

「こっちだ、フローラっ！」

「え……な、何……？」

　俺は戸と惑まどうフローラの手を摑み、近くの路地へと駆け込む。

　スピネルは矢が飛来した方向を警けい戒かいしつつ、路地の入口で足を止めた。

「スピネル、狙撃地点が分かるか？」

「恐おそらく、あの建物の屋根です。けれど、狙撃手の姿は確認できません」

　路地の斜ななめ向かいにある建物を指差し、スピネルは答える。

「他ほかに仲間は？」

「……分かりません。スピネルは高感度の知覚で攻こう撃げきを察知することができますが、気配や殺気のようなものを感じ取る機能はないのです」

　申し訳なさそうに答えるスピネル。

　鋭えい敏びんな感覚で飛来物には気付けても、曖あい昧まいな気配を探さぐるのは難しいようだ。それはイスカの得意分野だが、彼女は今ここにいない。

「じゃあ、ここでしばらく様子を見よう」

　俺はそう指示を出し、周囲を警戒する。

「エルクくん……」

　不安そうな声を出すフローラ。

「大丈夫だ」

　俺は彼女の肩かたに手を置き、強い声で励はげました。

　──狙いがフローラの可能性もあるな。

　プリムローズ邸ていが破は壊かいされたことを思い出しながら、俺は考える。

　じっと動かずに様子を窺うかがっていると、辺りはどんどん暗くなり──空は深い紺色に覆おおわれた。

「これだけ暗くなれば、もう狙撃はできないはずだ」

　俺はそう言って肩の力を抜く。

「──スピネルは、少し周囲を確認してきます」

　路地を素す早ばやく飛び出したスピネルは、すぐに戻もどってきて報告する。

「近くに怪あやしい人物は見当たりません。たぶん、大丈夫なのです」

「スピネルちゃんって……すごかったんだね」

　矢を持ったままのスピネルを眺ながめ、フローラが感心したように言う。

「さあ、行こうフローラ。早く寮に戻った方がいい」

　学院の寮は不ふ審しん者が侵しん入にゆうできないような仕し掛かけがいくつも施ほどこされている。とりあえず寮まで送り届ければ、フローラは安全だ。

「う、うん……そうだね」

「今回の件は俺からミラに報告しておく。そうすれば軍も警備を強化してくれるはずだ」

　俺はそう言って彼女の手を引く。

　柔やわらかな手のひらからは、微かすかな震ふるえが伝わってきた──。
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「──襲しゆう撃げきの件は、マリア導師に連れん絡らくしておきました。これで恐らく、学院と寮、通学路の安全は確保されるでしょう」

　俺たちが共同生活を送る、ミラの屋や敷しき。

　夕食の並んだ食堂へ戻ってきたミラは、そう報告しながら席に着く。通信魔ま術じゆつなどを用いて、マリア導師に状況を伝えたのだろう。

「やはり、私は先に帰るべきではなかったな……」

　イスカはテーブルに置かれたナイフを見つめ、悔くやしそうに呟つぶやいた。

「イスカさん、お気持ちは分かりますが──エルクさんたちを待っていて、もうお腹なかがペコペコです。反省は食事をしながらで」

　ミラの言葉にスピネルが勢いよく頷うなずく。

「はい、スピネルはお腹が空すきました」

　そうして俺たちは一つのテーブルを囲んで食事を始めた。

　寮の食事より数段豪ごう勢せいな料理を味わいつつ、俺は口を開く。

「──気になるのは、狙われた理由と敵の正体だ。狙いがフローラなら犯人は〝群弓アローズ〟だろう。俺を排はい除じよして、フローラを拉ら致ちしようとしたのかもしれない。このケースなら、警備の増強である程度対応できる」

「そうですね。フレアリアの魔ま導どう軍は優ゆう秀しゆうですから」

　自らも軍ぐん籍せきを持つミラは、俺に同意する。

「問題は敵の狙いが俺だった場合だ。エルファレスからの刺し客かくだとしたら大おお事ごとだし、そうでなかった時はさらに厄やつ介かいなことになる」

　俺がそう口にすると、ミラは首を傾げる。

「どういうことですか？」

「俺はエルファレスの第三皇子で、虚人ドーレムの命主マスターだ。しかも今はアイシス姫ひめとの婚こん約やくの話まで出ている。フレアリア内にも俺を危険視する人間は多いだろう」

「なっ……で、ですが、フレアリアでエルクさんの身分を知る方は限られています。私たちの他ほかは、基本的に長老議員エルダーしか──」

　ミラは驚おどろきつつも反論するが、俺は彼女の言葉を途と中ちゆうで遮さえぎる。

「だから、フレアリアの長老議員エルダーが関かかわっているかもしれないってことだ。もし長老議員エルダーの誰だれかが糸を引いているのなら敵は身内。軍の力は頼たよれない」

　俺は重い息を吐はくが、そこでイスカが声を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。今度こそ、私がエルクのことを守る。スピネルもいるのだから、数百の兵が護衛するよりもエルクは安全だ」

　自信を込こめて告げるイスカに、スピネルも同意した。

「はい、マスターは傷つけさせません」

「ありがとう、すごく心強い。守りは二人に任せて、俺は根本的な事態の解決を図はかろう。足元を固めるためにも、まずは長老議員エルダーに敵がいるのかどうかを確かめないとな」

　俺はやるべきことを口に出し、心を決める。

　脳のう裏りを過よぎるのは、頼りにしていた厳いかつい男の顔。

　若くして長老議員エルダーとなった天才──俺の後見人でもあった学院の最高導師、アッシュ・バトロス。

　信じていた彼ですら、フレアリアを裏切り、俺に剣けんを向けた。他の長老議員エルダーの中にまだ敵がいるとしても、不思議には思わない。

　そこで微かすかな羽音が、耳に届く。

　乳白色に輝かがやく鳥が食堂の窓から飛び込んできて、ミラの肩に留まった。あれは恐らく伝達用の魔術だ。以前、同系統の術をミラが使うのを見たことがある。

「マリア導師から、もう返事が来たようですね」

　ミラがくちばしに触ふれると、鳥の体を形作っていた光が解ほどけ──空中に文字を描えがき出した。俺のいる場所からは鏡文字になって読みにくい。

「ミラ、何が書いてあるんだ？」

「──明日あす、王宮内の会議室へ来るようにとのことです。今回の件も含ふくめ、色々と話があるみたいですね」

「王宮……？　軍の施し設せつじゃなくてか？」

　これまで何度か長老議員エルダーたちと話す機会はあったが、どれも軍の施設内だった。王宮へ呼び出されたことはない。

「軍の施設を使うのは非常時だけで、長老議員エルダーの方たちは基本的に王宮で仕事をされています。これまではエルクさんを警戒する意味もあったのでしょう」

　ミラは光の文字を手で搔かき消し、俺に答える。

「そうか……なら、以前よりは信しん頼らいしてもらえてるってことか。まあ、とにかく色々と探るにはいい機会だ」

　他の長老議員エルダーに会えるかは分からないが、マリア導師を通じて牽けん制せいすることもできる。

　俺がやるべきこと、できることを頭の中で考えていると、イスカが躊躇ためらいがちに手を挙げた。

「ミラ、やはり私は王宮に入れないのだろうか？」

「あ……すみません。恐らく無理ではないかと」

　申し訳なさそうに謝るミラ。

「やはりか……だが、留守番はしないぞ。王宮の前までは付いて行くからな。行き帰りの道は、私がしっかりとエルクを護衛する」

　そう宣言したイスカは、文句ないなという顔で俺を見た。

「ああ、頼たのんだ」

　俺が苦く笑しようしながら頷くと、ほっとした顔でイスカは食事に戻る。

　彼女がこうして傍にいることを嬉うれしく思いながら、俺も止めていた手を動かして料理を口へ運んだ。
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　休日の街は普ふ段だんより賑にぎわい、王宮前の中央通りは多くの人で溢あふれていた。

　この通りを少し下った辺りには、虚神ゴーレムが残した破壊の爪つめ痕あとが生々しく残っている。建物の多くはまだ壊こわれたままだが、路面は辛かろうじて馬車の行き来ができる程度には修復されていた。

　プリムローズ邸が破壊された事件もあり、街の人々は大きな不安を抱かかえているだろう。

　だがそれを忘れようとするかのように、通りを行き交かう人々は明るい笑え顔がおを見せている。

「いよいよ来週がアイシス姫の成人式典ですからね。無理にでも楽しもうとしているのでしょう」

　ミラは王宮正門前の広場を見み渡わたして言う。

「もう式典の準備は始まっているんだな」

　広場のあちこちで工事が行われているのを見て、イスカが呟いた。

「はい、式典では正門広場に人々を集め──あの場所から姫様が挨あい拶さつすることになっています」

　ミラはそう言うと、王宮を囲む城じよう壁へきの上部を指差した。ちょうど正門の真上にあたる部分が前に迫せり出し、広いテラスになっている。

　恐おそらく王族が民衆の前に姿を見せる時は、あのテラスが使われているのだろう。

「壁かべも、その向こうに見えるお城も、みんな真っ白なのです」

　スピネルが城壁の向こうに聳そびえる王宮の尖せん塔とうを見上げ、眩まぶしそうに目を細めた。

「──王族の赤い髪かみが引き立つように、王宮は白で統一されているんだよ」

　俺はスピネルに王宮が白い理由を説明する。

　そういえば、これもフローラに教えてもらった話だ。

　フローラはあれから大丈夫だっただろうかと考えるが、ミラに腕うでを引っ張られて我に返る。

「見み惚とれてないで、早く中に入りましょう」

「そうだな。じゃあイスカ、悪いが──」

　頷き、俺はイスカに視線を向けた。

「ああ、私はここで待っている」

　彼女は頷き、俺たちを見送る。

　先導するミラが近づくと、衛兵たちは何も言わず敬礼をして俺たちを通した。

　既すでに通達されているというよりは、どことなく慣れた感じだ。

「ミラはよく、王宮に来ているのか？」

　少し気になって問いかけると、ミラは振ふり向いて首しゆ肯こうする。

「ええ、まあ」

　だが答えは曖あい昧まいだ。何か言い辛づらいことがあるのだろうか。

　正門を抜ぬけると、美しい白はく亜あの王宮が視界に飛び込んでくる。

　綺き麗れいに整えられた前庭を抜け、堀ほりの上に架かかる跳はね橋ばしを渡わたり、俺たちは王宮の入口に辿たどり着いた。

「マリア導師に呼ばれて参りました」

　扉とびらの前に立つ衛兵たちにミラが用件を述べると、彼らは扉を開ける。

「こちらへ。ご案内いたします」

　そこからは衛兵の一人が先導し、俺たちを王宮内へ案内した。

　外観ほどではないが、内装も白が目立つ。広いエントランスホールには、慌あわただしく行き交う人の姿がある。

「意外と人が多いな。皆みな、忙いそがしそうだ」

　俺は周囲を見ながら呟いた。

「ここはフレアリアの中ちゆう枢すう──国を運営している場所です。働いている方は、忙しくて当然でしょう。女王や姫様が生活されている区画は静かですが、他ほかはどこもこんな感じですよ」

　顔見知りらしき相手に会え釈しやくを返しつつ、ミラは言う。

　そんな活気ある王宮内を進み、俺たちはマリア導師の待つ会議室へ通された。

　室内に入った途と端たん、多くの視線が突つき刺ささる。

　広い会議室にはマリア導師だけでなく、長老議員エルダーの全員が集まっていた。直前まで何かの会議をしていたらしく、彼らの手元には複数の資料が散らばっている。

「マスター……」

　張りつめた空気に警けい戒かい心しんを抱いだいたのか、スピネルが俺に寄より添そった。

「来ましたか、エルク・リード・エルファレス」

　部屋の一番奥──最も上座にいる眼鏡めがねを掛けた女性が俺を見る。

　彼女は史上最年少で長老議員エルダーとなった天才、マリア・ミストラル導師。王家分家の生まれで女王とのパイプ役を務めており、今の議会は彼女を中心に回っていた。

「はい──直接お会いするのは一か月ぶりですね。機会がなく、お礼を言えませんでしたが……俺の後見人になっていただいたこと、感謝しています」

　俺の後見人がマリア導師へ引き継つがれたとの連れん絡らくを受けてから今日まで、彼女と会う機会がなかったのだ。

「アッシュを長老議員エルダーに推すい薦せんしたのは私ですから、その尻しり拭ぬぐいをしたまで。礼を言う必要はないですし、私があなたを信用したわけでもありません」

　相変わらず突き放した物言いをするマリア導師。

　彼女がとても疑い深く、人を容易たやすく信用しないことは嫌いやというほど知っている。

「──承知しています。それで、何の御ご用ようでしょう。昨日の襲しゆう撃げきについてでしょうか？」

「そうですね……その件もあなたを呼んだ理由の一つではあります。状じよう況きようについてはミラ・ルビーレッドから既に報告を受けていますが、襲撃された当人であるあなたの見解を聞かせてもらえないでしょうか？」

　ちらりとミラに少しだけ視線を向けてから、マリア導師は俺に訊たずねた。

「見解……」

　俺は居並ぶ長老議員エルダーたちを眺ながめる。

　──少し揺ゆさぶってみるか。

「分かりました。俺は昨日の事件を、フローラ・プリムローズを狙ねらった〝群弓アローズ〟による犯行か、俺の暗殺を目的としたエルファレス側の襲撃だと考えますが──もう一つ、否定しきれない可能性も存在します」

「それは何ですか？」

　マリア導師の問いかけを受け、俺はぐるりと会議室を見渡した。

「俺の立場と考えを知り、それを疎うとましく思うフレアリア内部の重じゆう鎮ちん──そういった方が俺を排はい除じよしようとしても不思議ではありません」

　ざわめきが長老議員エルダーたちの間に広がる。

「君は、我々を疑っているのかね？」

　長老議員エルダーの中で最も年上に見える老人が、俺に鋭するどい声で質問してきた。

「可能性がある、と言っただけです。何か否定する材料を示していただければ、今の発言は撤てつ回かいします」

　俺の言葉を聞き、視線を交かわし合う長老議員エルダーたち。

　はっきりと否定の言葉を口にする者はいない。俺を排除しようとする者がいるかもしれないと、彼ら自身も考えているのだろう。

「──それは、これから探すことにしましょう。あなたの意見、とても参考になりました」

　マリア導師は淡たん々たんとした口調で告げ、冷たい表情で他の長老議員エルダーを見る。

　彼女は恐らく、彼らのことも信用していない。先ほどアッシュ導師を推薦したのが自分だと言っていたが、それが本当だとしたら彼は彼女が信用した唯ゆい一いつの相手だった可能性もある。

　そんな彼ですら裏切ったのだ。身内だろうと信用する理由にはならない。

「調査の結果は、また追って報告します。では──次にあなたをここへ呼んだ一番の理由……アイシス姫ひめとの婚こん姻いんについてのお話をさせていただきますね」

　俺と視線を合わせ、本題に移るマリア導師。

　隣となりにいるミラがごくりと唾つばを吞のんだ。

「結論、出たんですね」

　俺が口を開くと、マリア導師は首を横に振る。

「いいえ──結論が出ないという結論が出た、とでも言えばいいでしょうか」

「それは、どういう……」

　困こん惑わくして問いかけると、彼女は言葉を続けた。

「アッシュが抜けたことで、現在長老議員エルダーは十二名。六名ずつの議員が賛成と反対に分かれ、多数決では結論が出せません。議論は何度も重ねましたが、互たがいに譲ゆずらぬ状況です」

「決定が出ないのであれば、実質的な否決……ということですよね？」

　俺は落らく胆たんを覚えながら確かく認にんする。

　──やはり、未来を対価にするのは虫が良過ぎたか。

「そう話を急がないでください。あなたは反対派が何を問題視しているか分かりますか？」

　だがマリア導師は逆に俺へ質問してきた。

「それは……たぶん俺が約束を守るかどうかという信用の問題と、レナードを倒たおして俺がエルファレスの皇こう帝ていになる未来の不確実性……あとはエルファレスをフレアリアに併へい合ごうするという提案そのものへの否定──といったところでしょうか？」

　考えながら俺が答えると、彼女は頷うなずく。

「大よそ的を射ていますね。けれど、一つ足りません。もう一人の当事者である姫様のお気持ちです。全すべてが上手うまくいったとしても、姫様とあなたが手を取り合えなければ……両国の併合はスムーズにいかず、新たな災わざわいを生むことになります」

「っ……」

　昨日、ミラにも言われたばかりだったのに──俺はまた忘れていた。

「これはとても重要で、あなたが考えている以上にクリアするのが困難なハードルです。何故なぜなら姫様は以前、婚こん約やく者しや候補の方を手ひどく追い返してから、結けつ婚こんの話題をひどく嫌っています。なので今回の件もまだ姫様にお伝えしていません」

　マリア導師の言葉に続けて、他の導師たちも発言する。

「状況は以前と違ちがう。レナードの討とう伐ばつが絵空事でしかない以上、姫様に婚約を強しいる理由もない」

　重い口調で言うのは禿とく頭とうの導師。

「そもそも君は、虚神ゴーレムの命主マスターである双ふた子ごを未いまだに懐かい柔じゆうできていない。ゆえに君の口にしたエルファレスへの対たい抗こう策──虚神ゴーレムの鹵ろ獲かくと命主マスターの引き入れは、機能しないのではないのかね？」

　さらに白しら髭ひげを蓄たくわえた導師も否定的な言葉を述べた。

　──彼らが反対派か。

　その顔を脳に焼き付けながら、俺は口を開く。

「命主マスターの懐柔に関しては、昨日糸口を見つけました。それが上手くいったならば、他の命主マスターにも応用できるでしょう。なので、もう少しだけお待ちいただけませんか？」

「だが君──」

「そんなことを言って──」

　反対派の導師は同時に文句を言おうとするが、それを先ほども発言した最も年長の導師が諫いさめた。

「グラム導師、バーサム導師、今そのことを議論しても仕方がない。結論は姫様に委ゆだねると決まっただろう。既に女王陛下もお認めになられたことだ」

「アイシス姫に？」

　俺が驚おどろいて問いかけると、彼は首を縦に振る。

「事はフレアリアの行く末に関かかわる。次代の女王となられる姫様のご意見を尊重しようと私は決めた。女王陛下も同じご意見だ。姫様が君の申し出を承しよう諾だくすれば、私や他の者も賛成に回ろう」

　その言葉の後、マリア導師が俺に告げた。

「──今、フロスト導師が言った通りです。あなたの提案とあなた自身が姫様に受け入れられたなら、この案件は賛成多数で可決されます」

　まだ望みがあることを俺は知り、拳こぶしを握にぎりしめる。だがグラム導師とバーサム導師が囁ささやく声が耳に届いた。

「ふん……姫様が認められるはずあるまい」

「噂うわさでは、誰だれか想おもい人がいるとか──」

　そんな彼らをフロスト導師が睨にらむ。

「そこ、あまり下げ世せ話わな話をするものではない」

「も、申し訳ありません、フロスト導師……」

　どうやら年長の長老議員エルダー──フロスト導師は、議会の中でも発言力があるようだ。

　話の流れを聞く限りでは彼も反対派のようだが、グラム導師やバーサム導師よりは好意的に思える。

「では、エルク・リード・エルファレス。これから姫様に謁えつ見けんしてもらいます」

「──今から、ですか？」

　いきなりとは思わず、俺は焦あせりながら問い返した。

「はい。ミラ・ルビーレッドに案内してもらいなさい。彼女が一いつ緒しよであれば、少なくとも話はできるでしょう」

「え……？」

　どういうことかと俺はミラに視線を向ける。

　すると彼女は苦く笑しようを浮うかべてこう答えた。

「私はよく姫様の話し相手を務めさせていただいているんです。色々と気難しい方ですから、覚かく悟ごしてくださいね？」
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　私はいつも、窓の外を眺めていた。

　高い尖せん塔とうの最上階──豪ごう奢しやな家具が揃そろえられた部屋から見える景色は、とても綺き麗れいで妬ねたましい。

　数えきれないほど立ち並ぶ建物の一つ一つで、人間が暮らしている。無数に張はり巡めぐらされた道を通って、どこへでも行ける。

　それは私にとって、信じがたいことだった。

　この部屋から出ることを許されず、限られた相手としか会話も認められず、今日まで隠かくれるように生きてきた自分にとって、窓の外に広がる自由はあまりに遠い。

　あと一週間で、この生活を続けて十五年。

　私はもうすぐ、大人になるのだ。

　十五歳になった者は大人と認められ、様々な権利を得て義務を課せられる。

　魔ま導どう士を目指す場合は教育に時間が掛かかるのでもう少し先──魔導学院を卒業する十八歳で一人前と見なされるが、それ以外の者は十五の誕生日が大人と子供の境界線だった。

　男の多くは職に就つき、女の多くはどこかへ嫁とつぐ。

　私もその例に漏もれず、誰かと結婚することになるのだろう。

　だが自分にはその相手を選ぶ自由がない。

　大人になったところで、窓の外に広がる景色は遠いまま。

　眩まぶしい世界への憧あこがれは嫉しつ妬とに変わり、積み重なった嫉妬は憎ぞう悪おに転じる。

　私は生まれついての厄やく災さいで──閉じ込められるべき存在。

　しかしそう決めたのは、この国とそこに生きる人々。

　いつしか私は考えるようになっていた。

　こんな世界──殺してしまいたい、と。
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「昔、姫様が話し相手を求められたことがあり──王家と縁えんがあるルビーレッド家の生まれで、年も近かった私に白羽の矢が立ったんです」

　俺をアイシス姫のいる場所へ案内しながら、ミラが事情を説明する。

「……そうしてミラとアイシス姫は知り合ったのか」

　こんな近くにアイシス姫をよく知る人物がいたことに、俺は驚いていた。

　スピネルは廊ろう下かの調度品を興味深そうに眺ながめつつ、俺の隣を歩いている。

「面おも白しろいものがたくさんあるのです」

「スピネル、勝手に触さわってはいけませんよ」

　飾かざられている鎧よろいへ手を伸のばしたスピネルを窘たしなめるミラ。

　その様子を眺めつつ、俺は口を開く。

「話し相手に選ばれてからは、何度も王宮に？」

「はい。月に数度、王宮に通って姫様とお話をしていました。けれどこのことは秘密にするよう言われていたので、先ほどは答えられなかったんです」

　よく王宮に来ているのかと問い掛けた俺に対し、ミラは言葉を濁にごしていた。恐おそらくそのことを言っているのだろう。

　それに思い返せば、ミラはアイシス姫のことを知っているような素そ振ぶりを見せたこともあった気がする。

「そういうことだったのか……けど、今はもうアイシス姫について聞いてもいいんだよな？」

「ええ、私の方からもお伝えしておきたいことがあります」

　ミラは頷き、俺を真しん剣けんな瞳ひとみで見つめた。

「気難しいって言ってたが……そこまでなのか？」

　ごくりと唾つばを吞のみこみ、俺は恐る恐る問いかける。

「──以前、婚約者候補の男性が氷こおり漬づけにされたお話をしましたよね。あれは、実話です」

「それは……確かに、一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だな」

　てっきり尾おひれの付いた噂の一つだと考えていたのだが、まさか本当のことだったとは。

「私が一緒なのでいきなり攻こう撃げきされることはないでしょうが、くれぐれも気をつけてください」

「大だい丈じよう夫ぶです。マスターはスピネルがお守りします。どんな魔ま術じゆつ攻撃も、スピネルには通用しません」

　ミラの忠告を受けて緊きん張ちようする俺の腕うでを、スピネルが横から引っ張った。

「──確かに、スピネルがいれば安全だろう。けど今回は、何があっても手を出さないでいてくれるか？」

「え……どうしてですか？」

　目をぱちくりさせて聞き返してくるスピネル。

「アイシス姫ひめの信用を得るには、きっと正面から向き合う必要がある。仮に攻撃されたとしても、それが彼女の意思なら、俺が自分で対処しなきゃいけない」

　気持ちはありがたいと伝えるため、スピネルの頭を撫なでながら俺は言う。

「…………分かりました」

　渋しぶ々しぶという感じでスピネルは頷うなずく。

「ありがとう」

　俺は礼を言って前に向き直った。

　いつの間にか、辺りからは人ひと気けがなくなっている。廊下は静かで、自分たちの足音以外聞こえない。恐らく、王族の居住エリアに入ったのだろう。

　どこまで続くのかという廊下を進み、ようやく突つき当あたりに出たと思ったら、そこからは延々と螺ら旋せん階段を上る。

　途と中ちゆう、いくつも鍵かぎの掛かった扉とびらがあり、その前には衛兵が立っていた。

　──王族の安全を守っているというより、これはまるで……。

　俺は外から鍵を掛けられている扉を見る度たび、違い和わ感かんを覚える。

　まるで──閉じ込めているようだ、と。

　アイシス姫の部屋は、螺旋階段を上った尖塔の最上階にあった。

　その入口にもやはり鍵の掛かった扉があり、ミラは自らの懐ふところから取り出した鍵で錠じようを外す。最後の扉に関しては、この部屋に立ち入ることを許された者しか鍵を持っていないのだろう。

　もはや疑いようもない。アイシス姫は、軟なん禁きんされている。

「……聞きたいことがある、という顔ですね。ですがそれは、姫様に直接お訊たずねになってください」

　ミラは俺の表情を見て、小さな声で告げた。

　そして扉をノックし、部屋の中へ呼びかける。

「姫様──ミラです」

「ミラ？」

　扉の内側から少し弾はずんだ声が返ってきた。

「はい、今日はお客人を連れて参りました。中に入ってもよろしいでしょうか？」

「客人……？　いったい、どのような用件ですの？」

　だが、同行者がいると聞いた途と端たん、声が硬かたくなる。急に辺りの温度が下がったかのようだった。

　いや──気のせいではない。扉の隙すき間まから白い冷気が漏れ出てきている。

　スピネルの方へ流れた冷気が弾はじかれて消えるのを見て、俺はこれが魔ま術じゆつによるものだと察した。

　──氷漬け、か。

　実話だと教えたミラの真剣な表情が脳のう裏りを過よぎぎる。万が一のことを考え、俺はある〝備え〟をしておくことにした。

「それは私の方からは何とも……どうか直接お話ししていただきたいのです。その……決して悪い方ではありませんので」

「悪い方ではない──ですか。まあ……私に会うことを許された時点で、用件は察しが付きますが、ミラに免めんじて入室を許可しましょう。話だけは聞いてあげますわ」

　さらに周囲の空気がぐっと冷え込む。

　入室は許可されたが、歓かん迎げいされていないことは明白だ。結けつ婚こんに関する話だと察しているのかもしれない。

　恐らく事情を詳くわしく話している時間は与あたえられないだろう。

　氷漬けにされる前に、一番大事なことを伝えなければならない。

　ゆっくりと開かれていく扉を見ながら、頭の中で言葉を取しゆ捨しや選せん択たくする。

　冷気が一気に流れ出してきて、視界を白く覆おおった。染しみ込んでくる冷たさに、俺は身を震ふるわせる。

　扉が完全に開かれ、冷気の靄もやが薄うすくなり、露あらわになるアイシス姫の私室。

　豪奢な家具の並ぶ室内には、燃えるような赤い髪かみを持つ少女が立っていた。

　身に着けているのは白いドレスで、大きく開いた胸むな元もとには青い宝石の嵌はまったペンダントが輝かがやいている。

　──彼女が、アイシス・フレアリア。

　ミラの赤髪よりも明るく、黄色みがかっている髪は、まさしく炎ほのおの色。

　これが女王の血筋に受け継つがれてきた──至高の赤。王宮の白は、この髪を引き立てるためだけにある。

　見事だ。そう、見事ではあるのだが──俺の目は彼女の髪ではなく瞳に惹ひきつけられていた。

　彼女の瞳は赤ではなく、青みの強い紫むらさき。そんなアメジストの瞳から感じるのは、強い敵意と憎ぞう悪お。

　室内を凍いてつかせている冷気よりもさらに冷たい視線に射い貫ぬかれ、俺は気付く。

　──彼女は、俺と同じだ。

　根こん拠きよはない。ただ、本能が察した。

　この敵意は、俺一人に向けられたものではないと。

　外の世界そのものに対する殺意だと。

　それを理解すれば、彼女へ伝えるべき言葉は自然と定まる。

　俺は姿勢を正して一礼し、はっきりと強い口調で告げた。

「俺はエルファレス皇国第三皇子、エルク・リード・エルファレス。アイシス姫──俺と共に、今の世界と戦ってくれないか」

　隣となりのミラが息を吞み、アイシス姫は微かすかに眉まゆを動かす。

　スピネルは俺が頼たのんだ通り、何もせずじっと傍そばに控ひかえていた。

　アイシス姫と見つめ合ったまま、沈ちん黙もくの時が流れる。

　いきなり氷漬けにされることはなかったが、彼女の表情は凍こおったように動かず、何を考えているかは分からない。

　ミラがはらはらした様子で俺とアイシス姫を交こう互ごに眺めているのが、視界の隅すみに映っていた。

　その間にも冷気はじわじわと足元から這はい上がり、足の指が悴かじかむ。

　だがアイシス姫がふと視線を逸そらし、くるんとこちらに背を向けた途端──部屋に満ちていた冷気は霧む散さんした。

　──これは、どういう魔術なんだ？　見たところ魔ま法ほう陣じんは見当たらないが……。

　そんな疑問を抱いだく俺の耳に、アイシス姫の声が届く。

「詳しくお話しなさい」

　それは俺の申し出に対する返答。少なくとも彼女は興味を持ってくれたらしい。

「分かった。実は──」

　俺は長老議員エルダーたちに持ちかけた提案を、彼女へ語り始めた。

　捕とらわれた妹を助け出し、逆ぎやく賊ぞくのレナードを討うつため、俺がフレアリアに協力を要よう請せいしたこと。レナードを倒たおして俺がエルファレスの皇こう帝ていとなった暁あかつきには、アイシス姫の婿むことなること。そうなればエルファレスはフレアリアに併へい合ごうされることを説明する。

　こちらに背を向けたまま話を聞いた彼女は、振ふり返らずに肩かたを竦すくめた。

「──詭き弁べんですわね。交こう換かん条件……取引であるかのような言い方をしていますが、その実態はフレアリアにエルファレスへ攻せめ入る大義名分を与え、けしかけているだけ」

「そうだな。それは、否定しない」

　一度話を聞いただけで事の本質を見み抜ぬいた彼女に、俺は内心驚おどろく。

「逆賊を討った時点で、既すでにエルファレスはフレアリアの制圧下にあるはずですわ。そうなった時、エルファレスをどのように併合するかの選せん択たく権は、あなたではなくフレアリアと私が有していることでしょう。だから今、私に約束をさせておきたいんですのね」

　淡たん々たんと、冷たい声で現状の推測を述べるアイシス姫。

　だが、今回の指し摘てきは少し的を外していた。

「いや、ちょっと違ちがうな。確かに長老議員エルダーたちは、エルファレスを平和的に併合する担保を求めて、君が俺を認めるか試ためしているんだろう。けれど俺は、フレアリア側に何もかも委ねるつもりはない。長老議員エルダーたちと対等な取引ができる力を、俺は手に入れていく」

　俺の言葉を聞いたアイシス姫は、微かに肩を震わせる。

「あなたは──フレアリアとも戦うつもりなんですの？」

「最初に言っただろう？　共に、今の世界と戦ってくれないか……ってさ」

　世界という言葉には、フレアリアも含ふくまれているのだと俺は言外に示した。

　理由は分からないが、この尖せん塔とうに閉じ込められている彼女の敵意は、きっとフレアリアにも向いている。だからこの言葉は彼女の心に響ひびくはずだと信じて、俺は返事を待った。

　彼女はしばらく黙だまった後、静かに告げる。

「──ミラ、そこの使用人を連れて下がっていただけませんか？　少し、この方と二人きりで話がしたいんです」

　それを聞いたミラとスピネルは、俺に心配そうな眼まな差ざしを向けた。

　だが俺は大だい丈じよう夫ぶだと、彼女たちに頷いて見せる。

「分かりました……部屋の外に出ています」

　ミラは頷き、スピネルを促うながして部屋の入口へ向かった。

「できれば階下まで下りていただきたいですわ。話を聞かれると恥はずかしいですから」

「はい」

　了りよう承しようし、退室するミラとスピネル。

　部屋に静せい寂じやくが落ちる中、ミラたちの足音が遠ざかっていく。バタン──と階下の扉が閉まる音が微かに聞こえた。

　そこでようやくアイシス姫は、くるりとこちらへ向き直って口を開く。

「これで、邪じや魔まは入りませんわね」

　紫むらさき色いろの瞳ひとみが俺を真正面から射貫き、艶つややかな唇くちびるが笑えみを形作った。

「あなたのお話、とても興味深かったですわ。けれど、あなたは本当に世界と戦えるような人物なんでしょうか。例えば──私にここで殺されてしまう程度の方なら、世界と渡わたり合えるはずはないですよね？」

　彼女がそう言った途端、室温が急激に下がる。

　辺りに霜しもが降り、白い冷気がアイシス姫ひめを包むように渦うずを巻いた。

「本気──か？」

　俺が問いかけると、彼女は平然と頷うなずく。

「もちろんですわ。私を必要としているのなら……力ずくで己おのが物にしてみなさい。私の心は、そうでもしなければ動きません」

　アイシス姫の眼前に氷の矢が形作られていく。

「予あらかじめ仕し掛かけておいた魔法陣を起動した──という感じでもなさそうだな。何か、魔ま導どう具ぐを使っているのか？」

　俺は彼女のペースに持ち込まれぬよう、平静を崩くずさずに問いかけた。

「ええ、これは初代女王が身に着けていた神代魔導具アーテイフアクトの一つ──〝魔ま女じよの心域〟の力。所有者の魔ま力りよくを、感情に従って現象へと変へん換かんします。属性は相あい性しようのいい一系統に限られますが、とても便利ですわ。お母様から頂いた護身具ですの」

　胸元で輝く宝石のペンダントを手に取り、俺へと示すアイシス姫。

　よく見れば宝石の内側に、キラキラと輝く精密な魔法陣が浮うかび上がっている。

　神代魔導具アーテイフアクト──現代の技術では再現できない国宝級の代しろ物ものだ。

「そんな簡単にタネを明かしてもいいのか？」

「教えておかないと、勝利条件が分からないでしょう？　これを奪うばい取られたら、私は無力。その後はお好きなように」

　彼女はそう言いながら、作り上げた氷の矢で俺を狙ねらう。

「っ──」

　反射的に俺はその射線上から逃のがれようとするが──足が重い。

　見れば霜で靴くつが床ゆかに張り付いていた。移動するために重心をずらしていた俺は、予期せぬ事態に体勢を崩くずす。

「予め手を打っておいたことを、卑ひ怯きようと言わないでくださいね」

　アイシス姫は勝ち誇ほこった顔で告げ、氷の矢を射出した。

「──そっちもな」

　けれど俺は笑みを浮かべ、左手を翳かざす。予め手を打っていたのは、彼女だけではない。

　部屋へ入る直前、いざという場合に備えて描えがいておいた小さな魔法陣。複雑な記述はできなかったので、効果は単純。

「旋熱ラフアル！」

　俺が魔術を音声起動させると、手のひらの魔法陣から熱を帯びた突とつ風ぷうが放たれる。

　制せい御ぎよに関する記述を省いたため、熱風は滅め茶ちや苦く茶ちやに室内を荒あれ狂くるい、飛来した氷の矢は明後日あさつての方向に吹ふき飛んだ。

「きゃあ!?」

　アイシス姫も突風にバランスを崩し、床に尻しり餅もちをつく。

　その隙すきに俺は床に張り付いた靴を、力任せに引き剝はがした。周囲の温度が上がったため、霜の拘こう束そくは緩ゆるい。

　そして体勢を低くし、アイシス姫へと駆かける。

「っ!?」

　俺の動きに気付いた彼女はこちらへ手を翳すが、熱風の中で冷気は即そく座ざに効果を発揮しない。

　俺は彼女の腕うでを摑つかみ、そのまま床に押し倒すと──胸元で輝くペンダントを引き千切った。

　チェーンで繫つながれていた小さな宝石が弾はじけ飛び、辺りにバラバラと散らばる。

　勝負あり。

　だが俺は、押し倒したアイシス姫を前に硬こう直ちよくしていた。

「な……」

　アメジストの瞳で俺を見上げる彼女の髪は──瞳と同じく紫色。

　傍には赤い髪のウィッグが落ちている。

　突風と、倒れた時の衝しよう撃げきで外れたのだろうが……その意味がすぐには理解できない。

　王族は最も高貴な赤色の髪かみを持つという。

　だが彼女の髪は紫むらさき。ということは、彼女は王族ではないのか？　それとも──。

　俺が困こん惑わくしている間に熱風は弱まり、舞まい上がっていた本や小物が床へと落ちる。

　落ちて来た本が頭に当たり、俺は顔を顰しかめた。

　それを見たアイシス姫は、微かに笑って口を開く。

「私は生まれてからほとんどの時間を、この狭せまい部屋の中で過ごしてきましたわ。ずっと人目を避さけ……隠かくれるように。その理由が──これ」

　彼女が頭を微かに振ると、紫色の髪が揺ゆれた。

　その言葉を聞いて、理解する。彼女は紛まぎれもない王族だ。王族であるがゆえに、閉じ込められ、髪の色を偽いつわらなければならなかったのだ──と。

「君の……その髪を隠すために？」

「はい。お母様がご自分の髪でウィッグを作ってくれましたが、万が一にも露ろ見けんしてはいけないと──私は閉じ込められ、会うことのできる人間も制限されたんですの」

　アイシス姫は苦く笑しようを浮かべ、傍に落ちている赤髪のウィッグをちらりと見る。

「そんなにも、王族にとって髪の色は大事なのか？」

「少なくとも──王宮にいる方々は、そう思っているようですわ。私が赤髪でないことが知られれば、王族の権けん威いに傷が付く……と」

　暗い声で答える彼女を見て、俺は理解する。

　彼女の瞳を見た瞬しゆん間かんに感じた──世界そのものに対する敵意の正体を。

　一か月前、イスカが敵として現れた日……俺にとって大切なものが全すべて、理り不ふ尽じんに奪われたことを知った時……俺も世界全てを憎にくんだ。運命に、殺意を抱いた。

　アイシス姫はそんな感情を、十五年も溜ため込み続けてきたのだろう。

　俺と同じ、などではない。彼女は俺よりもずっと、今の世界を嫌きらっている。

「さあ、余計なお話はここまでにしましょう。あなたは勝ったのですから、早く私のことを奪ってみせてください」

　体から力を抜ぬいたアイシス姫は、馬乗りになっている俺を強い眼差しで見つめた。

「…………」

　だが俺は、沈ちん黙もくを返す。この場面で──いや、彼女にとって何が〝正解〟なのか、真しん剣けんに考える。

「何をぐずぐずしているんですの？　好きにしていいと、言ったはずです。躊躇ためらいがあるのなら、背中を押してあげますわ」
















　アイシス姫はそう言うと、緩んでいた俺の手を解ほどき──逆にこちらの腕を摑んだ。

　そしておもむろに俺の手を自分の胸に押し付ける。

「なっ……」

　柔やわらかな膨ふくらみに手のひらが沈しずみ、指先から心地ここちよい弾だん力りよくが伝わってきた。

　今さらながらに、大きく開いた胸むな元もとに視線が引き寄せられる。先ほどの熱風によって気温の上がった室内は蒸むし暑く、彼女の白い肌はだには汗あせの粒つぶが浮き出ていた。

　甘く、蠱こ惑わく的な香かおりが鼻び腔こうを撫なで、鼓こ動どうが速まるのを自覚する。

「んっ……」

　無意識に力が入り、指が彼女の膨らみに食い込むと、熱い吐と息いきと喘あえぎが鼓こ膜まくに届いた。

　衝しよう動どうが理性を押し流そうとする。だが俺は寸前のところで自分を律し、彼女に問い掛かけた。

「君は──婚こん約やく者候補の貴族を氷こおり漬づけにしたと、ミラから聞いた。長老議員エルダーの一人は、君に想おもい人がいると噂うわさをしていたが……本当なのか？」

　アイシス姫の体温と鼓動を手のひらに感じながら、俺は彼女を見つめる。すると彼女は紅潮した顔で口を開いた。

「ずっと……お会いしたいと思っていた殿との方がたなら、います」

「なら──」

　俺はアイシス姫の行いを諫いさめようとするが、それを彼女は遮さえぎって言葉を続けた。

「その方は、人ひと質じちとして差し出された他国の皇子。国に政治の道具とされ、重い役割を押し付けられた彼ならば、私の気持ちを理解してくださるかもしれないと期待したんです」

「え……？」

　それはまるで、俺の──。

「もちろん、ここに閉じ込められている私にとって──彼と言葉を交かわすなど叶かなわぬ夢でした。しかし……ある日ミラが、その方のことを口にしたのですわ。ミラは彼の立場を知らないようでしたが、とても饒じよう舌ぜつに、色々なことを教えてくれました」

　アイシス姫は俺と目を合わせながら、柔らかく微笑ほほえむ。その笑顔に、どきりと心臓が跳はねた。

「彼は周囲と上手うまく折り合えず……とても苦労しながらも努力を続け、少しずつ序列を上げたそうです。意地悪な貴族の子し弟ていたちを上手くやり込めたり、模も擬ぎ戦での窮きゆう地ちを機転で乗り切ったりしたお話は、胸が躍おどりましたわ」

　その時のことを思い出したのか、彼女は声を弾はずませて言う。

「君が、会いたかったというのは……」

　俺が驚おどろきながら呟つぶやくと、彼女はこくりと頷いた。

「ええ──あなたのことですわ、エルク様」

「俺のことを、最初から知っていたのか……」

　呆ぼう然ぜんと俺は呟く。

「はい。ですが……理解してはいませんでした。私と同じように、国という大きな世界の犠ぎ牲せいにされたあなたが、何故なぜ学院で努力できるのか……周囲と戦うことができたのか」

　羨うらやむように、妬ねたむように、彼女は俺を睨にらんだ。

「あなたの話を聞くたびに憧あこがれて……同時に、腹が立ちましたわ。何もせず、ただ閉じ込められているだけの私が、まるで弱い人間に思えましたから。なので、共に戦おうと言われた時──確かめようと思いましたの。私が本当に、あなたより弱いのかを」

「……だから、いきなり勝負を仕掛けてきたんだな」

「申し訳ありません。けれど、おかげで分かりました。やはりあなたは、私よりもずっと強い方。ですから、あなたのものとなることにもう躊躇ためらいはありません。私は──あなたのように強くなりたいんですの」

　乞こうように彼女は俺に訴うつたえる。彼女の柔らかさに触ふれている手のひらからは、早はや鐘がねを打つ心臓の鼓動を感じた。

「けど──」

「私は……そんなにも魅み力りよくがありませんか？」

　瞳ひとみを潤うるませ、泣きそうな顔で彼女が問い掛けてくる。

「いや、君はとても美しい。その瞳も、髪も──すごく魅力的だ」

「っ……!?」

　その途と端たん、彼女は信じられないという顔で俺を見上げた。驚いて力が抜けた彼女の手を解き、俺は柔らかな胸から自分の手を離はなす。

　そして彼女の頭へ腕を伸のばし、さらさらとした紫むらさき色いろの髪を指で梳すいた。

「正直に言えば、今すぐ君のことを奪いたいさ。けど──それはきっと俺にとっても、君にとっても、一番の〝正解〟じゃない。何度も言うが、俺は君と共に戦いたいんだ」

「共に……」

　驚いた表情のまま、彼女は俺の言葉を繰くり返す。

「君の力は、君自身が考えているよりもずっと大きい。次期女王という立場も、その髪も、大きな力と可能性を秘ひめている。だが俺では──他人では、たぶんその力を使いこなせないだろう。君自身が戦って初めて、その力は発揮されるはずだ」

「私に、そんな力があると？」

「ああ。だから俺は君に従属を求めない。並び立ち、世界に立ち向かってくれることを望む。アイシス──応こたえてくれるか？」

　彼女の前まえ髪がみを指で払はらい、真正面から紫色の瞳を覗のぞき込み、俺は問いかける。あえて姫ひめという敬けい称しようを省き、彼女自身へ言葉が届くことを祈いのった。

　部屋に広がる静せい寂じやく。

　しばらく彼女は呆然と俺の顔を見上げていたが、やがて口元に笑えみを浮うかべる。

「今ここで、私をものにしなかったこと……いつか後こう悔かいするかもしれませんわよ？　並び立つということは、あなたにとって最悪の敵となる可能性も含ふくんでいるんですから」

「分かってる。まあ、そうならないことを祈ろう」

　俺が苦笑交じりに頷うなずくと、彼女は不敵な表情を浮かべて俺の首に腕を回した。

「では、婚約の契ちぎりを交わしましょう──エルク様」

「え？」

　不意に頭を引き寄せられ、アイシスの顔が近づく。

　唇くちびるに柔らかな感かん触しよく。至し近きん距きよ離りで交わる視線。

　俺の思考が状じよう況きように追いつく前に、彼女は俺の体を押しやり──触れ合っていた唇を離した。

「これで私はエルク様の婚約者です。あなたに負けぬよう、私なりの戦い方を探してみますわ」

　微かすかに頰ほおを染めて、彼女は吹ふっ切れた顔で笑う。

　その表情に見み惚とれ、俺は少し返事が遅おくれてしまった。

「────ああ、アイシスならきっと見つけられる」

「一週間後の成人式典、婚約者として見に来てくださいね」

「分かった」

　頷き返し、見つめ合う。

　こうして──アイシスが俺との婚約を承しよう諾だくしたことにより、長老議員エルダーたちはエルファレスに対する姿勢を定めた。

　フレアリアは……ついにエルファレスと戦う道を進み始めたのだ。
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「反対派の長老議員エルダーたちの顔──見み物ものでしたね」

　王宮からの帰り道、ミラがおかしそうに言う。

「すっごく、びっくりした顔をしていたのです」

　俺の手を握にぎって歩くスピネルが、ミラに同意した。

「たぶん、アイシスが俺を認めるとは全く思っていなかったのさ。上手くいったのは、ミラのおかげだ」

「えっ？　私は何もしていませんよ？」

　戸と惑まどった顔で俺を見るミラ。

「アイシスに、よく俺の話を聞かせていたんだろう？　彼女が最初から俺のことを詳くわしく知っていなければ、これだけスムーズに事は進まなかった」

「あ──いえ、それはその……え、エルクさんの起こした事件が面おも白しろかったからで、決してあなたのことばかり見ていたわけではありませんからね！」

　顔を赤くし、ミラは叫さけぶ。

「わ、分かってるって」

　俺が気け圧おされて頷くと、横で話を聞いていたイスカが深々と嘆たん息そくした。

「エルクが婚約か……喜ばしいことだが、やはり幼おさな馴な染じみとしては少し寂さびしいな」

　するとミラも表情を翳かげらせて俯うつむく。

「エルファレスと戦うために、必要なことであるのは分かります。けれど、こんな風に将来を定めてしまって、本当によかったんでしょうか……」

　俺は複雑な表情を浮かべる二人を見て、首を横に振ふった。

「いや──将来は、まだ何も定まっていないさ。アイシスと結けつ婚こんするのは、俺がエルファレスの皇こう帝ていになった場合だけだ」

「だが……エルクは皇帝になるつもりなのだろう？」

　訝いぶかしげに問いかけてくるイスカ。

「仮にリィンを助け、レナードを討うったとしても、俺が皇帝になれるとは限らない。恐おそらくレナードは自分の地位を脅おびやかす皇族を排はい除じよしただろうが、まだ俺のように生き延びている者がいるかもしれないからな。それに──」

「それに？」

　聞き返してきたミラの顔を見て、俺は言葉を続ける。

「アイシスも今の世界を変えようとしている。けれど、その理想が俺と相あい容いれないものだった時……俺たちは剣けんを向け合うことになるはずだ」

「なっ……姫様と戦うなんてこと、私は許しませんよ！」

　血相を変えてミラは叫ぶ。

「あくまで可能性の話さ。けど──そんなに怒おこるってことは、ミラはアイシスのことをとても大切に想おもっているんだな」

「と、当然です。身分が違ちがい過ぎるので友人とは言えませんが……私にとって姫様は、本音で語り合える、とても大切な方ですから」

　はっきりと断言するミラに、俺は苦く笑しようを返した。

「それは確かにただの友人とは呼べないな。親友だ」

「ええっ!?　そんな、私は──」

　ミラが戸惑いの声を上げる中、俺は笑う。

「たぶんアイシスもそう思っていると思うぞ」

　最初にミラが訪問を告げた時、アイシスの声はとても弾んでいた。それだけでミラがアイシスにとって大切な友人であることが分かる。

　ただ──笑いながらも、内心では微かな不安を覚えた。

「もしも俺がアイシスと敵対することになったら……ミラとも敵同士になるんだろうな」

　できれば、そんな未来は訪おとずれて欲しくない。だがフレアリア軍人でありアイシスの親友であるミラの立場を考えれば、仕方のないことでもある。

「む……何を勝手に決めつけているんですか」

　しかし何故かミラは不満そうに俺を睨んだ。

「え？　アイシスの側がわにはつかないのか？」

「そ、それはもちろん私は姫様の味方ですが……だからと言ってエルクさんの敵になるとは限りません。どうしてもと頼たのむのであれば、その……え、エルクさんの味方にもなってあげなくもないです」

「いや、俺とアイシスが敵対している状況で両方の味方はできないだろ」

　ミラの気持ちは嬉うれしかったが、さすがにそれは無理がある。

「できますよ。お二人の味方として間を取り持ち、仲直りさせてみせましょう」

「仲直り……」

　予想外の言葉に俺は呆然とした。そして思う。ミラがいる限り、俺とアイシスは大だい丈じよう夫ぶかもしれないと。

「やっぱり、ミラは凄すごいな」

「な、何ですかいきなり……」

　戸惑うミラを見て俺は苦笑し、話題を変えることにする。

「ミラ、この後ティファとシルフィの様子を見に行きたいんだが──案内してもらえるか？」

「あ、はい。分かりました。彼女たちが移送された軍の医い療りよう施し設せつへお連れしますね」

　困こん惑わくしていたミラは我に返った様子で頷く。

「確か昨日、洗脳を解こうと試みたのだったな」

　昨日その場にはいなかったイスカが、確かく認にんするように呟つぶやいた。

「ああ。もし上手うまくいっていれば、話し合いができるかもしれない」

　俺はミラの先導に従って歩きながら、イスカに頷く。

　その時、足元からくしゃりと乾かわいた音が聞こえた。下を見れば、靴くつが何かのビラを踏ふみつけている。

　群弓アローズ──という文字が目に入り、俺はそのビラを拾い上げた。

「マスター、それは何ですか？」

　スピネルがぴょんぴょんと飛び跳はねて、俺が持つビラを覗きこむ。

「〝群弓アローズ〟が撒まいたビラみたいだ。この前クレスに見せて貰もらったのとは違うな。フレアリアは女王制を廃はい止しして、民主主義の議会政治へ移行すべきとか……彼らの主張が書かれている」

　内容を俺が説明すると、イスカは興味深そうに口を開いた。

「民主主義──西のユートシア共和国が採用している政治形態だな」

「あの国は悪政を敷しいていた王を国民が倒たおして、自分たちで議会を作ったらしいが……〝群弓アローズ〟も同じことをしようとしているのかもしれない」

　学院の授業で習ったことを思い出しつつ、相あい槌づちを打つ。

「……馬ば鹿か馬ば鹿かしい。ユートシアとフレアリアは全く実情が違います。女王陛下や長老議員エルダーの方々はとても賢けん明めいで、この国を発展させ続けているじゃありませんか」

　俺たちの会話が耳に入ったのか、ミラがこちらを向いて強い口調で告げた。そして俺からビラを取り上げ、一いち瞥べつした後に破り捨てる。

「彼らはフレアリアの秩ちつ序じよを乱し、民衆を不安に陥おとしいれるテロリストです。その行動に正義などありません」

　腹立たしさを抑おさえきれない様子で、ミラは語気を荒あらくして言った。恐らく、被ひ害がいにあったフローラのことを思い出しているのだろう。

「そうだな。ミラの言葉は正しい。だが一部の横暴な貴族に反感を持つ者が多いのも事実だ。加えて虚神ゴーレムが王都を襲おそったことで、不安感も広がっている。〝群弓アローズ〟の活動が過激化したのは、当然の流れだろう」

　俺は周囲の人々を見回しながら言う。

　ビラを手にしている人々の中には、熱心に読み込んでいる者や、貴族に対する悪口で盛り上がっている一団の姿も見えた。

「エルクさんは、彼らの肩かたを持つのですか？」

「いや──必然的なものだと言っているだけで、肯こう定ていはしないさ。それに──彼らが虚神ゴーレムを用いたという噂うわさが真実なら、背後にはエルファレスがいるかもしれない」

　不満そうなミラに答えると、彼女は目を細める。

「〝群弓アローズ〟は利用されているだけかもしれないと？」

「その可能性も考えておくべきだ。ティファたちから何か話が聞ければいいんだが……」

　彼女らの洗脳を解き、協力を得られるかどうかは、今後の展開に大きく影えい響きようするだろう。

　俺は昨日の行動が正解であったことを祈いのりつつ、医療施設へと足を進めた。







「今日も来たのね、バカ皇子」

　イスカを施設の入口に残し、訪れた双ふた子ごの病室。

　顔を合わせての第一声は、昨日と似たような言葉だった。

　敵意に満ちた、鋭するどい視線が俺に突つき刺ささる。隣となりのミラとスピネルには、目もくれない。

　ティファとシルフィは両手を拘こう束そくされ、足をベッドの支柱に鎖くさりで繫つながれていた。それは彼女たちが未いまだに危険人物であることの証あかし。

　部屋は地下の牢ろう屋やに比べれば快適そうだが、窓には鉄てつ格ごう子しが嵌はまり、扉とびらも鉄製だ。

　場所を移しただけで、二人の状じよう況きようと態度はほとんど変わっていない。

　──昨日の荒あら療りよう治じは、効果がなかったのか？

　そう思った矢先、ティファが三つ編みにした髪かみを揺ゆらして叫ぶ。

「あんたのせいで頭の中がぐちゃぐちゃよ。責任取りなさい！」

「っ……昨日のことは、ちゃんと憶おぼえているのか？」

　昨日見せた〝心の傷〟の映像は、どうやら効果を発揮しているらしい。

「当たり前でしょ！　あんなの……忘れられるわけないじゃない！」

「──落ち着いて、ティファ。バカ皇子に八つ当たりしても仕方ないわ」

　どうやらシルフィの方はティファより冷静なようで、抑えた声で自分の片割れを宥なだめた。

「でも……こいつが余計なことをしなければ、私たちは迷わずにいられたのに！」

「そうね、今さらこんなことを思い出させたバカ皇子はムカつくわ。けど──もっとムカつくのは、いいように利用されてた私たち自身と、心の中を踏み荒あらした連中でしょ？」

「それは……そうだけど──」

　シルフィに諭さとされ、気勢を弱めるティファ。

　俺はそんな双子の様子を見て、頭を下げた。

「──君たちの精神に大きな負担を掛かけたことは謝る。きっとすぐには心の整理も付かないだろう。だがそれを分かった上で、今一つだけ聞きたいことがある」

　顔を上げ、俺は双子の命主マスターを見つめる。

　ティファはそっぽを向くが、シルフィは視線を逸そらさなかった。

「何？　言ってみなさいよ、バカ皇子」

「エルファレスに持ち込まれた虚神ゴーレムは、二体だけか？　フレアリア内の反体制組織が虚神ゴーレムを手にしたという噂が流れている。その真しん偽ぎが知りたい」

　俺が質問を口にすると、シルフィは苦笑を浮うかべて肩を竦すくめる。

「そんな情報、仮に知っていたとしてもペラペラ喋しやべると思う？　私はもうエルファレスのためには働かないけど、あんたに協力するつもりもないわ。洗脳を解いてくれたことにも感謝はしない。ティファの言う通り、あのままでいた方が楽だったのは確かだし」

「そうか──だったら取引をしよう」

「取引？」

　怪け訝げんそうな顔で首を傾かしげるシルフィ。

「ああ。もうレナードに忠誠を誓ちかっていないのなら、検討の余地があるはずだ。俺は君たちが持っている情報と、虚神ゴーレムの命主マスターとしての力が欲ほしい」

　はっきりと俺は要求を告げる。するとシルフィは口の端はしを歪ゆがめた。

「……情報だけならまだしも、虚神ゴーレムまで欲しがるなんて強ごう欲よくね。バカ皇子に、それと見合うものを提示できるの？」

「今、対価として示せるのは──軍施設からの釈しやく放ほうだ。もちろん釈放されても行動は制限されるし、俺たちの管理下で生活してもらうことになるだろう」

　あの頑がん固こで人を信じないマリア導師から引き出せそうな条件を、俺は彼女たちに伝える。

「話にならないわね」

「もちろん、それだけじゃない。将来的な話になるが──君たちを幸せにすると約束する」

「は？」

　シルフィはポカンと口を開けた。ティファも目を丸くして俺を見ている。

「な、何よあんた！　いきなりプロポーズなんかして、頭おかしいんじゃない？」

　上うわ擦ずった声でティファに怒ど鳴なられ、俺は慌あわてて首を横に振ふった。

「ああ、いや、そういう意味じゃない。可能な限り、君たちの願いに応こたえるってことだ。もし君たちが望むのなら、故郷の村を再建するのにも力を貸す。それに──虚神ゴーレムの命主マスターとして死ぬまで管理されることのないよう、何か対策を考えたいとも思ってる」

　早口で説明すると、ティファは早とちりしたことが恥はずかしくなったのか、余計に顔を赤くした。

「ま、紛まぎらわしい言い方をするんじゃないわよ！　このバカ皇子！」

　完全に機き嫌げんを損そこねたらしく、ティファはそのままベッドのシーツにくるまってしまう。

　シルフィの方は呆あきれたように頭を押さえ、ジト目でこちらを睨にらんだ。

「プロポーズじゃなかったとしても、まともな取引条件とは言えないわね。けど……あんまりにも馬鹿馬鹿しいことを言うもんだから、何だか気が緩ゆるんじゃった。だから、少しだけ口を滑すべらせてあげる」

　やれやれと溜ため息いきを吐つき、シルフィは独り言のように言葉を続ける。

「──アッシュ・バトロスがトーマス・グラナードの伝つ手てを使って持ち込んだのは、私たちの虚神ゴーレムだけ。けど、彼にはまだ他ほかにも協力者がいたらしいわ。トーマスのように利用されていただけなのか……それとも自分の意思で裏切ったかは分からないけどね」

「つまり、その協力者が他の虚神ゴーレムを持ち込む手引きをした可能性はあるのか。だとしたら──それは〝群弓アローズ〟か？」

　もしそうなら話が繫がると思い、俺は勢い込んで質問した。

「いいえ、長老議員エルダーの誰だれかって話よ」

「なっ……長老議員エルダー？」

　思わぬ返答に、俺は息を吞のむ。

　ミラも微かすかに驚おどろきの声を漏もらしていた。

　しかし、それでは辻つじ褄つまが合わない。

　エルファレスと通じ、虚神ゴーレムを持ち込んだかもしれないのは長老議員エルダーの誰か。だが虚神ゴーレムを使ってテロを起こしたと噂されるのは反体制組織の〝群弓アローズ〟。

「それは本当なんですか？　いい加減なことを言うと許しませんよ」

　ミラが強い口調で彼女を問い詰つめる。

「別に信じられないなら、信じなくてもいいわよ。これはただの独り言だし。見返りなんていらないわ」

　皮肉を込めてシルフィは言うと、ベッドに体を横たえた。

「いや──俺は信じる。教えてくれて、ありがとう」

「だから、ただの独り言だってば！　これからお昼ひる寝ねするから、もう出て行ってよバカ皇子」

　ティファと同じようにシーツを被かぶり、くぐもった声で退室を促うながすシルフィ。

「分かった。じゃあ、またな」

　俺は苦く笑しようし、挨あい拶さつをして出入り口へ向かう。

「──取引については、もう少し考えさせて」

　部屋を出る寸前、背中にぶっきら棒な声が届く。

「いい返事を期待してる」

　俺はそう返事をし、双子の病室を後にした──。
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　四日後──アイシスの成人式典まであと三日。

　式典で献けん上じようする作文を皆みなが書いたこともあってか、学院内はアイシスの話題で盛り上がる生徒たちの姿が多く見られた。

　しかしそれと同じか、より頻ひん繁ぱんに皆の口に上っているのは〝群弓アローズ〟の噂。

「──エルク、昨日また貴族の屋や敷しきが襲われたみたいだよ」

　スピネル、ミラ、イスカと共に登校し、着席した俺の後ろからクレスが話しかけてくる。

「これで三日連続だな……例の石の槍やりは使われたのか？」

　俺が溜息を吐いて問いかけると、クレスは首を横に振った。

「ううん、暴徒が一いつ斉せいに屋敷へなだれ込んだって感じらしいね。石の槍を落とされたのは最初の事件だけで……あとは全部、人間の襲しゆう撃げきさ。その分、色々と惨むごいことになってるみたいだ」

　すると傍そばで話を聞いていたイスカが、会話に加わる。

「やはり、今回襲われた貴族も民衆の恨うらみを買っていたのか？」

　これまで襲撃を受けた貴族は、下級労働者の間では悪名の高い者ばかりだった。

「ああ……うん、それはそうなんだけど──」

　だがクレスは頷うなずきつつも、言い辛づらそうに言葉を濁にごらせる。

「どうしたんだ？」

「いや、実を言うとね──昨日襲撃を受けたのは、プリムローズ家の当主がいる別宅なんだよ」

「なっ……」

　再びフローラの実家が狙ねらわれたと知り、俺は息を吞んだ。

「それは本当ですか!?　被ひ害がいは？」

　ミラが血相を変えて会話に割り込み、クレスを問い詰める。

「──前回は無人の本宅だったから怪け我が人にんが出なかったけど、今回はそうもいかなかったらしいね。屋敷の人間にも、襲撃者にも、かなりの死傷者が出たって話を聞いた。当主が亡なくなったって噂うわさも流れてる」

　クレスは隣の席に視線を向けつつ言う。まだフローラの姿はない、

「そんな……」

　絶句するミラ。俺も驚きに呆ぼう然ぜんとするが、横に座るスピネルが遠えん慮りよがちに俺の服を引っ張った。

「マスター」

　スピネルは何か言いたげに教室の入口を視線で示す。どうしたのかとそちらを見た時、ふらりと頼たよりない足取りでフローラが教室に入ってきた。

「っ──」

　慌てて俺は立ち上がり、彼女の下もとへ駆かけ寄よる。彼女の顔は蒼そう白はくで、見るからに様子がおかしい。

「フローラ、大だい丈じよう夫ぶか？」

「あ……」

　今にも倒たおれそうなフローラの体を支えると、彼女は驚いた顔で俺を見つめ──何故か気まずそうに視線を逸らした。

「……あたしは、平気。大丈夫」

　力なく笑い、俺から離はなれると、フローラは自分の席へ歩いて行く。

　そんな彼女をクラスメイトたちは遠巻きに眺ながめていた。プリムローズ家がまた襲おそわれた噂は、ある程度広まっているらしい。

「フローラさん、おはようございます」

「おはよう、フローラ」

　ミラやイスカたちが挨拶すると、フローラは「おはよー」と小さな声で応えて着席する。

　俺も席へ戻もどり、真後ろの席に座るフローラへ話しかけた。

「──プリムローズ家がまた襲われたって話は聞いた。そんな状じよう況きようで、無理はしない方がいい」

「無理なんてしてないよー」

　苦笑を浮かべ、否定するフローラ。だが彼女の目元には隈くまがあり、明らかに憔しよう悴すいして見える。

　ミラも同じ意見だったらしく、フローラへ躊躇ためらいがちに話しかけた。

「フローラさん……その、ご当主は……」

「ああ、それも知ってるんだね。うん、お母様は亡くなられたみたい」

　声のトーンを変えず、フローラは答える。

「で、でしたら、こんなところにいる場合では──」

「今は軍が調査とか事後処理をしているから、あたしが行っても邪じや魔まになるだけだよ。家のことも家族が何とかするだろうし」

　淡たん々たんと他人ひと事ごとのようにフローラは答えた。

「──母親が亡くなったというのに、それでいいのか？」

　イスカが眉まゆを寄せて問いかけると、フローラは首しゆ肯こうを返す。

「薄はく情じようかもしれないけど……あのお母様と血の繫つながりはないから」

「実の母親ではないのか？」

　その返答にイスカは驚きの声を漏らした。

「貴族の家ではよくあることでしょ？　だから、別に悲しくはないの。ホントだよ？」

　にこりと笑ってフローラは言う。

　だが……その言葉が本当なら、どうして彼女はこんなにも憔悴しているのか。

「悲しくないとしても、平気なようには見えない。フローラが教室に入ってきた時の顔、真っ青だったぞ？　もしかして、昨日の襲撃事件以外で何かあったのか？」

　俺は納なつ得とくできず、フローラに訊たずねる。

「それは……」

　先ほどと同じように、彼女は視線を外した。

　するとクレスが何か思い当たった様子で口を開く。

「この前、寮りようの食堂であったようなこと……続いているのかな」

「どういうことだ？」

　俺はクレスに詰め寄り、問いかけた。

「フローラが他の生徒とすれ違ちがう時、わざとらしく体当たりされたんだよ。僕が直接見たのはその一度だけだけど、ひょっとして他でも嫌いやがらせ受けているんじゃないかって」

「本当なのか、フローラ？」

　驚いてフローラに確かく認にんすると、彼女は何も言わず顔を伏ふせる。だがそれは肯こう定ていに限りなく等しい。

　そんな彼女を見たミラは、怒いかりを抑おさえた声で呟つぶやいた。

「──恐おそらく〝群弓アローズ〟の主張に同調した生徒の仕し業わざでしょうね。学院には貴族だけでなく平民出身の方たちもいますから」

　俺はぐっと拳こぶしを固め、フローラを正面から見み据すえる。

「フローラ、一人で抱かかえ込まないで俺たちに相談してくれ。何でも自分だけで解決しようとするな」

　強い口調で訴うつたえると彼女は顔を上げ、俺と視線を合わせた。

「エルクくん……」

　瞳ひとみを揺ゆらし、しばらく逡しゆん巡じゆんした後、フローラは大きく息を吐はいた。

　何かを諦あきらめたような顔で、どこか悲しそうに彼女は頷く。

「うん、クレスくんが言った通り……最近は意地悪されることが多いかな。それに……こういうのも部屋の扉とびらに挟はさまってた」

　鞄かばんから折りたたまれた紙し片へんを取り出すフローラ。

　それを受け取り、中を確認すると歪ゆがんだ文字が一言だけ──。

「殺してやる……か」

「たぶん単なる嫌がらせだとは思うけど、やっぱり怖こわくって……」

　文字を読み上げた俺に、フローラは苦笑を向けた。

「いや、もしこれを書いた奴やつが〝群弓アローズ〟と通じれば、実行に移す可能性はある。どちらにせよ、寮りよう内ないにこんな輩やからがいるなら──いくら警備を固めても意味がない」

　俺は苦々しく吐はき捨すて、ミラに視線を移す。

「ミラ、頼たのみがある」

「──みなまで言う必要はありません。私の気持ちも同じです。手続きはこちらでやりましょう」

　真ま面じ目めな表情でミラは頷いた。

「ありがとう、ミラ。そういうわけで……フローラ、今日から俺たちと一いつ緒しよにミラの屋敷で暮らそう」

「え……？」

　呆然とフローラは俺を見つめる。すぐには状況を吞のみ込めないでいるらしい。

「ミラの屋敷も警備が厳重だし、何よりイスカとスピネルがいる。学院の寮よりもずっと安全だ」

　俺がそう言うと、イスカとスピネルは胸を張って請うけ合う。

「任せておけ。フローラの安全も私が守ろう」

「スピネル、頑がん張ばるのです」

　そんな彼女たちを見て、フローラは口元を押さえた。

「いいの……本当に？」

　俺は皆を代表して頷き、目に涙なみだを浮うかべたフローラの肩かたを叩たたく。

「もちろんだ」

「…………嬉うれしい。皆──迷めい惑わくかけて、ごめんね」

　泣き笑いの表情で謝るフローラに、俺は首を横に振ふった。

「迷惑なんかじゃない。だから謝らないでくれ」

　だが、それでも彼女は涙を零こぼして同じ言葉を繰くり返す。

「うん……ごめんね、エルクくん」
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「ここがミラちゃんのお屋や敷しきかー」

　放課後、寮に立ち寄って最低限の私物を持ち出したフローラは、大きな鞄を手にミラの屋敷を見上げる。

　大理石造りの屋敷は、大貴族であるルビーレッド家の歴史と権けん威いを象しよう徴ちようするかのように立派だ。しかもこれで別宅だというのだから恐れ入る。

　まだ見たことはないが、ルビーレッド家の本宅はさぞ大きいのだろう。

「いい匂においがします。マスター……スピネルは、お腹なかが空すきました」

　鼻をすんすんと鳴らし、スピネルは屋敷の厨ちゆう房ぼうから流れてくる匂いを嗅かぐ。

「確かに、腹が減る匂いだ」

　俺が同意すると、くぅ～っと誰だれかの腹が可愛かわいく鳴った。

「……私ではないぞ」

　頰ほおを赤くし、イスカが視線を逸そらす。

「皆みなさん空腹のようですが、まずはフローラさんを部屋に案内します。夕食はそれからです」

　ミラは苦く笑しようを浮かべ、先頭に立って屋敷へと入っていった。

　俺たちは彼女の後に付いて行く。

　エントランスホールから二階へ上ったミラは、長い廊ろう下かを進んだ突つき当たりの部屋にフローラを案内した。

「フローラさんは、この部屋を使ってください。同じフロアにはイスカさんやエルクさんの部屋があるので、いざという時も安心でしょう」

「ありがとう、ミラちゃん。エルクくんたちの部屋はどこ？」

　ミラに礼を言った後、フローラは俺たちに訊ねてくる。

「俺とスピネルの部屋はあそこで、イスカはその向かいだ」

　俺が指差すと、何故かフローラは顔を赤くした。

「エルクくんとスピネルちゃん……同じ部屋なんだね」

「え？　あ──それは、色々と事情があってだな……」

　虚人ドーレムのことを説明するわけにはいかず、俺は言葉を濁にごらせる。

　だがフローラは何を勘かん違ちがいしたのか、生暖かい眼まな差ざしを俺とスピネルに向けた。

「えっと……あたし、使用人さんとのそういう関係に偏へん見けんはないから。スピネルちゃんのこと、大事にしてあげてね？」

「いや、誤解しないでくれ。俺とスピネルは──」

「大だい丈じよう夫ぶです。マスターは、スピネルのことをとても大事にしてくれています」

　俺の言い訳はスピネルの言葉に遮さえぎられ、フローラは嬉しそうに微笑ほほえむ。

「よかったね、スピネルちゃん」

「はい」

　こくんと頷うなずくスピネル。もはや誤解を解くのは限りなく困難になったと判断し、俺は諦めの息を吐いた。







「ミラちゃんは、すごく良いお料理人さんを雇やとっているんだねー。プリムローズ家で食べたお料理より、ずっと美味おいしかったよ」

　幸せそうに料理の余よ韻いんに浸ひたりながら、フローラはミラに話しかける。

　部屋に荷物を置いた後、俺たちは食堂に集まって夕食を食べたのだが、ここの料理は貴族であるフローラも驚おどろくほど美味しかったらしい。

「いえ、料理を作っているのは専門のシェフではなく、私を幼い頃ころから世話してくれているメイドです。よければ後で、紹しよう介かいします」

「うん、ぜひお願いしたいなー。お料理のコツとか、聞いてみたいし」

　嬉しそうに頷くフローラ。

　ミラも表情を綻ほころばせつつ、俺の方に視線を向けた。

「エルクさん──私はフローラさんにメイドを紹介するついでに、屋敷の中を案内しようと思います。なので今日は先に大浴場を使ってください」

「ああ、分かった」

　俺が頷くと、それを聞いたフローラは首を傾かしげる。

「お風ふ呂ろは順番で使ってるの？」

「順番というか、男女で時間を分けています。まあ、今この屋敷にいる男性はエルクさんだけですけど」

　ミラはフローラの疑問に答え、スピネルを睨にらんだ。

「スピネルは私たちと一緒に入るんですから、付いて行ってはいけませんよ？」

「わ、分かったのです」

　視線を逸らしながら答えるスピネル。彼女は俺の入浴中によく突とつ入にゆうしてくるのだ。

「じゃあ、いつもエルクくんだけが一人でお風呂に入ってるんだね。部屋が一緒なんだから、スピネルちゃんも一緒に入れてあげればいいのに」

　フローラの言葉にスピネルは無言で頷くが、ミラは首を横に振る。

「それとこれとは話が別です。スピネルを許可したら、きっとイスカさんまで入ろうとするに決まっていますから」

「な──私はその、可能な限り近くでエルクを守ろうと思っているだけで……」

　突とつ然ぜん話の矛ほこ先さきを向けられたイスカは、慌あわてながら抗こう弁べんした。しかし、明確に否定はしない。

　このままでは最終的に俺へとばっちりが及およぶ気がして、俺は素す早ばやく席を立つ。

「じゃ、じゃあ、俺は早さつ速そく風呂に入ってくるよ」

「あ、ゆっくりしてきてねー」

　フローラの緩ゆるい声に送り出された俺は、着き替がえを取りに一いつ旦たん自室へ向かった。

　──少しは元気になったみたいだな。

　今朝に比べれば笑え顔がおの増えたフローラに、俺は少し安心する。

　ミラたちも意識して明るく振る舞まっているのだろう。

　そんなことを考えながら俺は自室に戻もどり、寝ね間ま着きとタオルを持って大浴場へ足を向けた。

　この屋敷はルビーレッド家の別べつ荘そうとして造られたらしく、保養設備が充じゆう実じつしている。

　大浴場があるのは渡わたり廊下で繫つながる別館で、屋敷の裏手には広いプールまであった。

　俺は一階のエントランスから中庭へ出て、渡り廊下から別館へ移動し、大浴場の脱だつ衣い所へ入る。

　手早く服を脱ぬいで擦すりガラスの扉を開けると、視界は白い靄もやに包まれた。

　大理石造りの大浴場は学院の教室二個分ほどの大きさだ。俺は軽く汗あせを流した後、お湯に体を沈しずめる。

「ふぅ……」

　熱が心地ここちよく肌はだに染しみ入り、俺は深々と息を吐いた。

　こうして一人でいると、とても落ち着く。

　湯ゆ浴あみは一日で最もリラックスできる時間だ。

　部屋でもスピネルと一緒なので、一人きりになれるのは入浴中しかない。

　まあ、スピネルがミラの目を盗ぬすんでやってくる時はあるが……。

　今日はミラに釘くぎを刺さされたばかりなので大丈夫だろうと、俺はお湯に浸つかりながら考え事を始める。

　──プリムローズ家がまた襲おそわれたことを考えると、この前俺が矢で狙ねらわれた時も本命はフローラだったのか？

　俺は水蒸気で霞かすむ天てん井じようを見上げながら自問した。

　あれから俺に対する襲しゆう撃げきはない。しかし俺が狙われていないと断定するのは早いだろう。

　──俺を邪じや魔まに思っているのは、エルファレスと一部の長老議員エルダー。恐おそらくはアイシスとの婚こん約やくに反対していた派は閥ばつだ。

　しかもシルフィの話によれば、長老議員エルダーの中には裏切り者がいるらしい。ならば両者が協力して俺を狙ったとも考えられる。

　裏切り者の件はミラを通してマリア導師に伝えて貰もらったが……今のところ返事はない。そう簡単に尻尾しつぽを摑つかむことのできない相手というわけだ。

「あと……問題は〝群弓アローズ〟だな」

　俺は思考を纏まとめるために、あえて声に出して呟つぶやく。

「フローラが狙われているなら、この屋敷が襲撃される可能性もある。それに──」

　脳のう裏りに過よぎるのは、紫むらさき色いろの髪かみを持つ幽ゆう閉へいされた姫ひめ──アイシスの顔。

　彼女の成人式典は三日後だ。女王制を否定するビラを撒まいていた〝群弓アローズ〟ならば、当日に何か仕し掛かけてくるかもしれない。

「奴やつらは、虚神ゴーレムを持っているのか……いないのか……」

　天てん井じように向かって呟くと、声は反はん響きようして戻ってくる。答えが都合よく降ってきたりはしない。

「石の槍やりが空から降ってきたのは一度だけ。最初の攻こう撃げきは、虚神ゴーレムがあると思わせるためのパフォーマンスだったのか……それとも切り札として温存しているのか……」

　どちらも可能性はある。加えて疑問を覚えるのが、石の槍が攻撃したのは無人の屋敷だったということ。

　昨日の襲撃でプリムローズ家の当主が殺されたらしいが、それならば最初からそちらに石の槍を落とせばよかったはずだ。

　──分からない。

　色々なことが、チグハグで嚙かみ合わない。

　どこかに全すべてを綺き麗れいに整えるピースがないかと、湯船の中で俺は思考した。

　だが答えは出ず、頭は次し第だいにぼーっとしてきてしまう。

　逆上のぼせかけているのを自覚し、俺は我に返る。

　──まずい、少し長風呂をし過ぎた。

　いつもは自分が最後に入浴するのであまり時間は考えなくていいが、今日は俺が先だ。

　あまりゆっくりしていると、ミラたちに怒おこられてしまう。

　そう思って湯船から上がろうとした時、脱衣場の方から物音が聞こえた。

「あ──悪い。もうすぐ上がるから、少し待っていてくれ」

　誰だれかが様子を見に来たのかと思って声を掛かけるが、返事はない。

　だがしばらくすると擦りガラスの向こうに人の影かげが現れる。薄うつすらと見える肌はだ色いろからして、恐らく裸はだか。しかも身長や体格から見てスピネルでもない。

「お、おい、聞こえなかったのか！」

　俺は慌てて叫さけぶが、扉とびらは構わずに開かれる。

「聞こえてるよー。エルクくんがまだ入ってるみたいだったから、ご一いつ緒しよしようかなって」

　そう言って大浴場へ入ってきたのは、一糸纏わぬフローラだった。

　大事な部分は腕うでと手で隠かくしているが、彼女の豊かな双そう丘きゆうはそれだけで覆おおえるほど小さくない。白く柔やわらかそうな胸の谷間とくびれた腰こしのライン──視線を遮るものが手のひらしかない下腹部……あまりに刺し激げき的な姿に俺の心臓は早はや鐘がねを打つ。

　桃もも色いろの長ちよう髪はつをヘアピンで纏めたフローラは、頰ほおを染めて俺に笑いかけた。

「エルクくん、隣となりいい？」

「え？　あ、ああ」

　俺が何も考えず反射的に頷くと、フローラは湯船に足を入れ、温度を見ながらゆっくりとお湯に浸かった。

　ぷかりと大きな胸が水面みなもに浮うかぶのを見て、俺は視線を逸そらす。

「って──ふ、フローラ、どうしてここに？　屋や敷しきを案内してもらってたんじゃないのか？」

　動どう揺ようを抑おさえきれないまま俺は疑問を口にする。

「うん、もう一通り案内してもらったよ。それで大浴場の場所も分かったから、ちょっと様子を見に来たの」

　どうやら考え事をしていたせいで、思った以上に時間が経たっていたらしい。

「それでどうして一緒に入ろうって発想になるんだ？　恥はずかしくないのか？」

　だが俺はフローラの行動が理解できず、眉まゆを寄せて問い掛けた。

「……もちろん、恥ずかしいよー。でも、エルクくんにお礼をするいい機会かなって」

「お礼？」

「うん、エルクくんにはいつもお世話になってるから。今日だって、あの脅きよう迫はく状を見せたらすぐに助けてくれたし」

「い、いや、フローラを実際に助けたのはミラだろ？」

　感謝する相手が違ちがうと俺は伝えようとするが、フローラは柔らかく微笑ほほえむ。

「そうだけど、最初に助けようとしてくれるのはいつもエルクくんだから」

「それは……友人として、副委員長として当然のことだ」

　気き恥はずかしくて目を合わせられず、俺はそっぽを向きながら答えた。

「うん、エルクくんにとっては当然なんだろうね。あたし──知ってたし、分かってた」

　けれどフローラの相あい槌づちに微かすかな翳かげりを感じ、俺は彼女に向き直る。

　しかしその時にはもうフローラはいつもの柔にゆう和わな表情を浮かべており、視線を外していた時の顔を見ることはできなかった。

「エルクくん、後ろを向いてくれる？　これからお礼にマッサージしてあげるから」

　フローラは俺に体を寄せ、上気した顔で囁ささやく。お湯に浮く白い双丘が俺の胸むな板いたに少し触ふれ、その柔らかさに頭の中が真っ白になってしまう。

「わ、分かった」

　俺は彼女の魅み惑わく的な肢し体たいから無理やり視線を逸らし、少し彼女から離はなれてから後ろを向いた。
















　けれど彼女は水音を立ててその距きよ離りを詰つめ、俺の肩かたに手を乗せる。

「じゃあ、肩を揉もむねー」

　俺の両りよう肩かたを細い指でほぐし始めるフローラ。

　力強さは足りないが、その手つきは丁てい寧ねいで優やさしい。しかし肩かた揉もみの気持ちよさに少しずつ緊きん張ちようが解け始めた時、背中に熱を帯びた大きな膨ふくらみが触ふれる。

「なっ……」

　二つの柔らかな弾だん力りよくを背に感じ、俺は驚おどろきの声を漏もらした。

　フローラは肩から手を離し、俺の背に体重を預けてくる。豊かな双丘が強く押し付けられ、彼女の肌から香かおる甘い匂においが鼻び腔こうを撫なでた。

「エルクくん……」

　荒あらい息と共に俺の名が呼ばれる。パサリと衣きぬ擦ずれに似た音が聞こえた。

　彼女は服を着ていないのに、今の音は何だったのかと疑問を覚えるが──その思考もフローラの柔らかさと熱に溶とかされる。

「────」

　フローラが何か短い言葉を囁いた。だがあまりに小さすぎて聞き取れない。

「なあ……」

　何を言ったのかと、俺は彼女に問い掛けようとする。だがその時、脱衣所から慌ただしい声が聞こえて来た。

「ちょっ──待ちなさいスピネル！　まだエルクさんが入浴中のようです！　イスカさん、彼女を止めて下さい！」

「だがミラ、ここにはフローラの服もあるぞ？」

「えっ……まさか──」

「スピネルは状じよう況きようを分ぶん析せきし、既すでに女子の入浴時間が始まっていると解かい釈しやくしました。なのでマスター、お邪魔するのです」

　そんな言葉が聞こえたと同時に、勢いよく脱衣所の扉が開かれる。

「きゃっ!?」

　フローラは可愛かわいい悲鳴を上げ、俺から身を離した。振ふり向くとフローラは、焦あせった顔でスピネルの方を見ていた。いつの間にかヘアピンで纏めていた髪が降ろされている。

　先ほど聞こえた衣擦れに似た音は、髪を解ほどいた音だったらしい。

「マスター、スピネルもご一緒させてください」

　手足と首の円えん環かん以外は何も身に着けていない裸のスピネルが、こちらへ駆かけ寄ってきて俺に飛びつく。

　ざぶんと水しぶき。

「うわっ!?」

　彼女を受け止めた俺は、その勢いで湯船に沈んだ。

「ぷはっ……」

　スピネルを抱だっこするような体勢で何とか水面に顔を出し、空気を吸い込む。

「やはり裸でくっつくのが、スピネルは一番好きなのです」

　それは恐らく魔ま力りよく供給効率の話なのだろうが、傍そばにいたフローラは明らかに発言を誤解して頰を赤く染めた。

「さて──エルクさん。これはどういうことなのか説明してもらいましょうか？」

　硬かたい靴くつ音おとを鳴らし、服を着たままのミラが鬼おにの形相で大浴場へ入って来る。

「エルク、フローラがいるのなら私も入って構わないか？」

　だがその後ろから顔を出したイスカは、そんなことを訊たずねてきた。

「い、イスカさんは黙だまっていてください！」

　慌あわててイスカを窘たしなめるミラだが、フローラはにこやかに手を振る。

「イスカちゃん、おいでー。ミラちゃんも一緒に入ろうよー」

「なっ……わ、私が入るわけないじゃないですか！」
















　顔を赤くして叫ぶミラ。

　事態は、次第に収拾のつかない状況になりつつあった。

「と、とりあえず、まず俺が上がるよ。説教は後で聞くから」

　俺は腕に抱いていたスピネルを降ろして、急いで湯船から立ち上がる。

　だが、それは水面下に隠されていた俺の下半身が露あらわになるということ。

「あ」

　俺は慌てて股こ間かんを隠すが、既にミラとイスカの顔は真っ赤に染まっていた。

「きゃあああああああああああああっ!!」

　大浴場に二人の絶ぜつ叫きようが響ひびき渡わたる。

　そしてミラが反射的に投げた風ふ呂ろ桶おけは、正確に俺の頭を直ちよく撃げきしたのだった。
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「マスター、まだ痛いですか？」

　その夜──就しゆう寝しん前に俺が頭をさすっていると、隣のベッドで横になっていたスピネルが体を起こす。

　彼女は薄うす手でのネグリジェに着き替がえており、体の線が透すけて見えた。

「少しな。けど、たんこぶ程度で済んで運が良かったよ。まあ……明日あすの朝、こってり説教されるかもしれないが」

　俺は苦く笑しようを浮かべて答える。

　下手へたをすれば魔ま術じゆつで吹ふっ飛ばされていたかもしれない。幸い魔術を使う余よ裕ゆうもないほど混乱していたミラは、俺を大浴場から追い出すと、それ以上は何もしてこなかった。

「痛いのなら、スピネルが代わりにナデナデしてあげます」

　スピネルはベッドを降りて俺に近づくと、こちらへ手を伸のばす。

「お、おい」

「動かないでください」

　小さなこぶができた場所を優しく撫でるスピネル。

「マスター、どうですか？」

「ん──そうだな……ちょっと楽になった気がする。ありがとう、スピネル」

　彼女の気持ちは嬉うれしいので、俺は苦笑を浮かべて礼を言った。

「では、マスターが寝ねるまで撫でてあげます」

　そう言うと、スピネルは俺のベッドに上がってくる。

「って……一緒に寝るのが本当の目的だな？」

　俺が呆あきれて溜ため息いきを吐つくと、スピネルは不安そうな顔で首を傾かしげた。

「ダメ、ですか？」

　潤うるんだ瞳ひとみでじっと見つめられると、俺は弱い。妹を──昔のリィンを思い出して、突つき放せなくなる。

「──いや、いいよ。ただし服を脱ぬぐのは禁止だ」

　裸はだかでベッドに潜もぐり込んできたスピネルと朝を迎むかえ、俺を起こしに来たミラに叱しかられたことが何度もあった。風ふ呂ろ場ばでのことで機き嫌げんを損そこねているミラを、これ以上刺し激げきしたくはない。

「分かったのです。マスターは優しくて、大好きです」

　喜ぶスピネルと共に俺は横になり、目を閉じる。

　スピネルは言葉通り俺の頭を撫でていたが、すぐに寝ね息いきを立て始めて手は止まってしまう。

　薄うす目めを開け、俺はスピネルのあどけない寝ね顔がおを眺ながめた。密着した彼女の体は温かく柔やわらかで、口から漏れる吐と息いきが首筋をくすぐる。

　──やっぱりこうなったか。

　こんな状況で、俺が先に寝られるはずもない。俺は再び目を閉じ、気持ちを落ち着かせ、眠ねむ気けが来るのをじっと待つ。

　そうして、どのぐらいの時間が経たっただろうか。

　ようやく意識が眠ねむりの中へ沈しずみそうになった時、控ひかえめなノックが部屋に響いた。

　コンコン。

　夢の入口に立っていた意識が現実に引き戻もどされ、俺は目を開く。

　──こんな時間に……誰だれだ？

　声を出すと眠っているスピネルを起こしてしまうので、俺は静かにベッドを降りて部屋の入口へ向かう。

　音を立てぬよう、そっと扉とびらを開けると──はらりと小さな紙切れが床ゆかに落ちた。

　拾い上げてみると、紙し片へんには丸っこい字で伝言が書かれている。

「話がしたいから部屋に来てくれ、か……」

　末まつ尾びに記された名はフローラ。

　廊ろう下かを見るが、もう彼女の姿は見えない、

「…………」

　俺は心を決め、廊下に出て扉を静かに閉めた。そして真まっ直すぐにフローラの部屋へと向かう。

　扉の前で足を止めノックをすると、部屋の中から声が返ってくる。

「鍵かぎは開いてるから、入ってきて」

　言われた通りに扉を開け、俺はフローラの部屋へと足を踏ふみ入れた。

　淡あわい星明かりが窓から射さし込む室内には、大浴場で感じたフローラの香りが微かすかに漂ただよっている。

　奥のベッドに人ひと影かげ。

　外の雲が晴れたのか、少し室内が明るくなる。すると、フローラの姿がはっきりと瞳に映し出された。

「な……」

　俺は驚きに息を吞のむ。

　ベッドの上には、下着姿のフローラが座っていた。発育のいい肢し体たいを隠かくすにはあまりにも細く、薄うすい下着だ。大きな胸は今にも零こぼれ落ちそうで……下腹部に食い込む下着もはらりと解けてしまいそうな危あやうさがある。

　寝る前だというのに、髪かみは風ふ呂ろに入っていた時と同様、ヘアピンで纏まとめられていた。そのせいで白く華きや奢しやな首筋が露あらわになっている。

「……エルクくん、こんな遅おそくにごめんね」

　微かに頰ほおを染めつつ、申し訳なさそうに小声で謝るフローラ。

「い、いや──上手うまく寝つけないでいたから、気にしないでいい。それより、その恰かつ好こうは……」

「あの、あたし……寝るときはいつも下着だけなの。おかしいかな？」

「別におかしいわけじゃないが──」

　俺は何と言うべきか迷いながら視線を彷徨さまよわせた。正直、目のやり場に困る。

　こうなったら早く用件を済ませて外に出ようと、俺は本題を切り出すことにした。

「まあ……その、それよりも──話っていうのは何なんだ？」

　緊きん張ちようしている自分自身を誤ご魔ま化かすように、俺はフローラへ問いかけた。

「えっとね……何か話したいことがあるんじゃなくて……その、寝るまでエルクくんとお話できればそれでいいというか……」

　頰を染め、歯切れ悪く答えるフローラ。

「もしかして、上手く寝つけなかったのか？」

「うん。一人になると、やっぱり何だか怖こわくなって……」

「それは──無理もないと思う。実家が襲おそわれて、今回は当主も亡なくなったんだしな」

　屋や敷しきに着いてからは明るく振る舞まっていたが、状況を考えれば不安を消し去れるはずもない。

「じゃ、じゃあ……あたしの我わが儘まま、聞いてくれる？」

　躊躇ためらいがちにフローラは俺に問いかける。

「ああ、俺にできることなら力になるよ」

　そう答えると彼女は表情を綻ほころばせ、俺を手招いた。

「それなら、一いつ緒しよにベッドでお話ししよ？」

「い、一緒にベッドで!?」

　思わず声が裏返り、視線は下着から覗のぞく豊かな胸の谷間へと引き寄せられる。

「うん、あたしが寝るまででいいから」

　だがそんな俺の邪よこしまな心を抑おさえ込むほどに、彼女の声には必死な響きが混じっていた。

　俺は高鳴る心臓の鼓こ動どうを自覚しつつも、了りよう承しようする。

「分かった。けどな──俺が男だってことを忘れないでくれ。大浴場のこともそうだが、俺の自制心にも限界がある」

　俺はフローラに釘くぎを刺さしつつ、ベッドに近づく。

「もちろん忘れてないよー。エルクくんのこと、男の人だって分かってる」

　フローラは表情を綻ばせて、下着姿のままベッドの上に寝そべった。

　そしてポンポンと自分の隣となりを手で叩たたく。そこへ横になれということだろう。俺はフローラの白い肌はだを直視しないよう意識しつつ、体に触ふれてしまわないよう気をつけて、彼女の隣に寝ね転ころんだ。

「ふふ、エルクくんだぁ……」

　だが先ほど注意したにも拘かかわらず、フローラはいきなり俺の腕うでに抱き付き、その大きな胸を押してつけてきた。まだ未成熟なスピネルの肢体とは違ちがい、彼女の熱く柔らかな体は女性としてほぼ完成している。

　ゆえに否いや応おうなく鼓動は速まり、顔が熱くなってしまう。

「お、おい──」

「お話ししている間に我が慢まんできなくなったら……好きにしていいよ」

　とんでもないことを囁ささやき、フローラは俺の肩かたに額を当てる。

「……フローラ、何だからしくないぞ？　いったいどうしたんだ？」

　だが自じ暴ぼう自じ棄きにも思えるその言葉を聞いて、俺は逆に少し冷静になれた。

　彼女の切せつ羽ぱ詰つまった表情を俺は正面から見つめ、返答を待つ。

「そうかな？　あたし、そんなに変？」

「ああ、不安なのは分かるが……そこまで必死になるな。俺は約束通り、フローラが寝るまで話を聞いてやるからさ」

「……エルクくんは、やっぱり優やさしいねー」

　フローラは腕の力を緩ゆるめて笑う。

　そしてしばらく部屋に沈ちん黙もくが落ちた。

　自らを落ち着かせるようにフローラは大きく深呼吸をし、やがて小声で呟つぶやく。

「ねえ……エルクくん」

「何だ？」

　俺が静かに問い返すと、一いつ拍ぱく置いてフローラは口を開いた。

「プリムローズ家が襲われたこと……どう思う？　やっぱり、自じ業ごう自得かな？」

「──フローラの家について、俺はよく知らない。ただ、ルールを無視して暴力に訴うつたえたのは〝群弓アローズ〟だ。今回の件に関して裁かれるべきなのは、〝群弓アローズ〟の方だろう」

　考えながら俺は答える。

「ふふ、エルクくんらしい考え方だね。けど……プリムローズ家も悪いことはたくさんしてきたの。お爺じい様の代からずっと……没ぼつ落らくした家の権けん威いと財を取り戻すために」

「プリムローズ家は、そんなに……その、酷ひどい状態だったのか？」

　デリケートな部分なので、俺は言葉を選びながら質問した。

「うん。魔ま導どう士しとして優ゆう秀しゆうな者が全然現れなくなって……国の要職から遠ざかって、貴族とは呼べないほど、落ちぶれてたらしいよ」

「優秀な魔導士が現れるかどうかは、そこまで重要なのか？」

　俺の故郷、エルファレスでは考えられないことであるため、俺は驚おどろく。

「フレアリアは貴族社会に見えるかもしれないけど、本当は魔ま術じゆつの才能が全すべてを決める実力社会なの。貴族が権力を持っているのは、血統的に優秀な魔導士が生まれやすいからで……それと、蓄たくわえた財力で高いレベルの教育を行えるから」

　フローラはいつになく真ま面じ目めな口調でフレアリアの実情を語った。

「けど──プリムローズ家は、その財をつぎ込んでも優秀な魔導士を輩はい出しゆつできなかったんだな」

　俺が呟くと、フローラは首しゆ肯こうを返す。

「そう、教育ではどうにもならないほど、魔ま力りよく容量の低い子供しか生まれなかったの。それでお爺様は商あきないの方に活路を求めた。魔導士としての素質はなくても、代々積み重ねてきた知識はあったから……それで魔導具産業に参入したの」

「その事業が成功して、今に至るってわけか」

「うん……下級労働者をこきつかってね」

　皮肉交じりに言うフローラ。

「ん……？　けど、フローラは魔導士として高い素質を持ってるよな。技術ではクレスに一歩劣おとっているが、魔力容量はミラに匹ひつ敵てきするかもしれないし」

　実習で何度か見たが、フローラの使う魔術は他の生徒よりも威い力りよくが高い。それは生まれ持った魔力容量の高さゆえのものだろう。

「そ、そんな、ミラちゃんには全然敵かなわないよー。でも……プリムローズ家にとっては、念願の才能だったのは確かかな。もし、あたしが高い魔力容量を持ってなかったら、プリムローズの姓せいを名乗ることも許されなかっただろうし……」

　フローラはしみじみと呟く。

「どういうことだ？　もしかして──フローラは養子なのか？」

　今の母親と血が繫っていないという話を思い出し、俺は訊たずねた。

「ううん、あたしは前当主ルイ・プリムローズのれっきとした娘むすめだよ。ただし……母親は屋敷の使用人だった」

「あ……」

　その言葉で俺は大体の事情を察する。

「子供を身ごもったお母さんは、正妻のフランソワの怒いかりを買って屋敷を追い出されたの。けど、生まれた子供に高い魔力容量があるのを知ったお父様は、お母さんを呼び戻した」

「ずいぶんと……勝手だな。というか、正妻は納なつ得とくしたのか？」

「納得はしなかっただろうけど……優秀な魔導士を輩出するのはプリムローズ家の悲願だったから。受け入れるしかなかったんだと思う」

　苦く笑しようを浮うかべてフローラは言う。

「そのお母さんは今……？」

「屋敷に戻もどってすぐ、流行はやり病やまいで……。お父様もあたしが学院に上がる年に亡くなった。それで正妻のフランソワが、長男の成人まで当主を代行することになったの」

「そうか──〝群弓アローズ〟の襲しゆう撃げきで犠ぎ牲せいになったのは、そのフランソワなんだな……」

　俺が昨夜あったという事件の話を思い出して呟くと、フローラは自じ嘲ちようの混じった表情で頷うなずいた。

「うん、けど口も利きかない関係だったから……あたしには他人と変わらない。本当に全然悲しくなくて、泣けないの。薄はく情じよう……かな？」

「いや──フローラは普ふ通つうだよ。涙なみだを流すのは、本当に大切な人のためだけでいい。そうじゃないと、心が持たない」

　反逆者として処しよ刑けいされた母のことを思い出しながら、俺は答える。

「そっか……じゃあ、大切な人が死んだ時には、ちゃんと泣けると思う？」

「ああ」

　俺がはっきりと頷くと、フローラは安あん堵どしたように表情を緩ませた。

「ありがとう──あたし、それがすごく怖かったの」

　礼を言い、瞼まぶたを閉じるフローラ。

「今なら眠ねむれそう……エルクくん、このまま……いい？」

　俺に体を寄せて、彼女は問いかけてくる。薄うすい下着越ごしに伝わる温かで柔やわらかな感かん触しよく。

　けれど、ふんわりとした彼女の表情を見ていると鼓動は落ち着き、眠ねむ気けがやってくる。

「約束通り、一緒にいるよ。おやすみ、フローラ」

「……おやすみなさい」

　俺たちは挨あい拶さつを交かわして、瞼を閉じた。

　呼吸を深く、静かに繰くり返し、眠りの淵ふちを漂ただよう。

　このまま朝が来てくれることを祈りながら──。

　それから、どれぐらい経たっただろうか……フローラが微かすかに身じろぎをしたことに気が付いた。

　触ふれていた体温が遠くなる。シーツが擦こすれる音で、彼女が身を起こしたことを知った。

　じっと、見つめられている気配。

「────」

　何か、小さな声が聞こえた。

　俺は耳を澄すまし、それを聞き取ろうと試みる。

「────────ごめんね」

　鼓こ膜まくを震ふるわせる、微かな謝罪の声。

　ぱさり──と乾かわいた音が響ひびいた瞬しゆん間かん、俺は目を開いた。

「っ!?」

　ヘアピンを手にしたフローラが、息を吞のんで体を硬こう直ちよくさせる。

　俺は素す早ばやくヘアピンを持つ腕を摑つかんで捩ねじり、互たがいの位置を入れ替かえてフローラを組み伏ふせた。

「ヘアピンの針に毒でも塗ぬってあるのか？」

　纏まとめていた髪かみを解ほどいたフローラに、俺は鋭するどく問いかける。

「エルクくん……どうして──」

　フローラは呆ぼう然ぜんと呟き、俺の顔を見上げた。

「大浴場で俺が背を向けていた時にも、そのヘアピンを外していたよな。髪を解く理由がない場面で……不自然に。そして寝ねる前にも拘かかわらず、また同じヘアピンを付けて現れた。それで……もしかしたらと思ったんだ」

　信じたくはないことだったが、否定もできなかった。

　だから彼女が話をしたいと訪おとずれた時、真実を確かめようと心を決めたのだ。

「お風ふ呂ろの時から、疑われていたんだ……」

「いや──変だと感じていたのは、今朝からさ。いつも無理をして、一人で頑がん張ばろうとするフローラにしては、ちょっと素直すぎた。あの脅きよう迫はく状……自分で用意したものだろ？」

　俺は彼女を拘こう束そくしながら確かく認にんする。

「…………うん。あれを見せれば、エルクくんは助けてくれるって分かってたから」

「目的は、俺の暗殺か」

「そう……エルクくんの傍そばには、いつもミラちゃんやイスカちゃん、スピネルちゃんがいるから──仲の良いあたしが近づいて、二人きりの時に殺すよう言われたの」

　観念したのか、フローラは淡たん々たんと俺の質問に答えた。

「命じたのは誰だれだ？」

　長老議員エルダーの意を受けた貴族……プリムローズ家の指示かもしれないと考えながら問いかける。

「──〝群弓アローズ〟のリーダーだよ」

　だが返ってきたのは、予想外の答えだった。

「なっ……〝群弓アローズ〟？」

「あたしは、〝群弓アローズ〟のメンバーなの」

　さらりと告げられた事実に、俺は戸と惑まどう。

「ちょっと待て、フローラは〝群弓アローズ〟が敵視するプリムローズ家の娘だろ？　それがどうして──」

「あたしのお母さんは他国からやってきた移民で、同じ民族の……下級労働者をしている夫がいたんだよ。妻を奪うばわれ、馬車馬のように働かされた彼は、貴族を恨うらんだ。そして〝群弓アローズ〟を作ったの」

「じゃあ、〝群弓アローズ〟のリーダーは……」

　俺は視線でフローラに問いかけるが、彼女は首を横に振ふる。

「ううん……今のリーダーは、彼の息子むすこで、あたしにとっては種たね違ちがいの兄。あたしは兄さんの理想に共感して、〝群弓アローズ〟の仲間になったんだ」

「理想？」

「魔導士や貴族と、下級労働者の格差を埋うめること。能力で経済的な差が生まれるのは仕方ないけど、せめて権利は対等にしたいって兄さんは言った。私のお母さんが無理やり奪われたみたいな理り不ふ尽じんを許さないために、下級労働者の声を政治に反映できる議会を作りたいって」

　フローラは真しん剣けんな表情で、自らが反体制組織に与くみした理由を語った。

「気持ちは理解できるが……実際にしているのは、貴族の屋や敷しきを襲おそうことだけだろ。それでその理想が実現できるとは思えないな」

「貴族の屋敷を襲い──プリムローズ家の当主を殺したのは、下級労働者たちの支持を得るため。本当の目的は別にある」

「それは何だ？」

　俺が訊ねると、フローラは苦笑を浮かべる。

「秘密。けど……兄さんはもう動き出した。理想のために手を汚よごしてしまったから……もう止まらない。だから、あたしもやらなくちゃいけなかったのに……」

　悔くやしそうな表情で俺を見上げるフローラ。

「何故なぜ、俺を殺す必要がある？」

　その部分が理解できず、俺は彼女に問い掛かけた。

「だって──エルクくんは、アイシス姫ひめと婚こん約やくしたエルファレスの皇子なんでしょ？」

「な……どうして、そのことを──」

　俺がエルファレスの皇子ということだけならまだしも、アイシス姫と婚約したことはまだごく一部の者たちしか知らない。

「リーダーが……兄さんが、言ってたの。エルクくんはいるだけで戦争の火種になるし、アイシス姫と結けつ婚こんしたら、女王の権力はますます大きくなる。だから絶対に排はい除じよしなきゃいけないって」

「その情報の出所は？」

「さあ……兄さんは教えてくれなかったから、知らないよ」

　ゆっくりと首を横に振った後、フローラは俺の瞳ひとみをじっと見つめた。

「それで──いつまでこうしているつもりなの？」

　自分をベッドに組み伏せている俺に、彼女は問いかける。

「え？」

「あたしを殺すか、誰か助けを呼んだりしないの？」

　諦てい観かんを含ふくんだ表情で彼女は質問を重ねた。俺は奥歯を嚙かみ締しめ、視線を逸そらす。

「──できるわけ、ないだろ」

「どうして？」

「俺は、友人を殺すつもりはない。助けを呼んで、軍に突つき出しても、フローラはたぶん処刑される。だから……できれば何もなかったことにしたいんだ」

　頭の中で物事に優先度を設定し、考えを纏めながら提案する。

「何も、なかったことに？」

「ああ……フローラは俺を襲ってなんかいない。〝群弓アローズ〟とも関かかわっていないし、今後も関わらない。そう約束してくれないか？」

　大切な友人を失わないため、俺は心からの言葉で訴うつたえる。

「エルクくん……」

　フローラの目め尻じりに涙が滲にじんだ。

「……やっぱり、あなたは優やさしいね。けど、それじゃあ止まれないよ。あたしも、もう後あと戻もどりはできないの」

　彼女が悲しそうに呟つぶやいた直後、俺の眼前に手のひら大の光球が出現する。

「な──」

「星よ、流れて」

　フローラが鋭く告げると、光の球が視界の中で一気に大きくなった。

　額に衝しよう撃げき。体が仰のけ反ぞり、意識が眩くらむ。

　その隙すきにフローラは拘束を振りほどき、俺の体を突き飛ばした。

「ぐっ……!?」

　ベッドから転げ落ちた俺は、額を押さえながら急いで体勢を立て直す。

　冷たい夜風が頰ほおを撫なでた。

　フローラは部屋の窓を開け放ち、その窓まど枠わくに足を掛けている。

「油断したね、エルクくん」

「今……いったい何を……」

　魔ま術じゆつによる攻こう撃げきかと思われるが、フローラは魔ま法ほう陣じんを描えがく動作はしておらず、何か魔ま導どう具ぐを身に着けているわけでもない。

「これ、虚術ホロウっていうんだっけ……魔法陣を描かなくていいのは、便利だよね」

　手のひらに光の球を浮うかべながら、フローラが呟いた。

「虚術ホロウ……!?　フローラはまさか虚神ゴーレムと契けい約やくしたのか？」

　信じられずに問いかけると、彼女は寂さみしげに笑った。

「エルクくんに殺されるなら仕方ないって思ってたけど──その気がないのなら、あたしは最後まで進むよ。兄さんを、一人で戦わせるわけにはいかないから……」

　彼女がそう告げると同時に、光の球が眩まばゆく輝かがやいた。

「っ!?」

　目が眩くらみながらも、俺は奇き襲しゆうを警けい戒かいして後方へ跳とぶ。

　バサリと布が翻ひるがえる音──。

　光が収まった時、部屋からはフローラの姿が消えていた。ベッドのシーツもない。

　俺は窓に駆かけ寄より、下を覗のぞきこむ。

　恐おそらくシーツを服代わりに纏って、外へ脱だつ出しゆつしたのだろう、

　ここは二階だが、下は裏庭の芝生しばふ。飛び降りることが不可能な高さではない。

　だが──視線を巡めぐらせてもフローラは見つけられなかった。

　コンコン。

　呆然とする俺の耳にノックの音が届く。

「……フローラ、何かあったのか？」

　どうやら先ほどの物音に気付いて、イスカが様子を見に来たらしい。

「イスカ、入ってくれ」

「──やはりエルクもいたのだな」

　どうやら俺がフローラの部屋へ向かったことには気付いていたらしい。イスカなら廊ろう下かの足音も聞き取れたはずだ。なのであえて邪じや魔まをしなかったのだろう。

　部屋に入ってきたイスカは、争った形けい跡せきのある室内と開いた窓を見て、眼まな差ざしを鋭くする。

「追うか？」

　余計なことは聞かず、ただそれだけを訊たずねてくるイスカ。

「いや、いい。イスカなら追いつけるかもしれないが、フローラは正体不明の虚術ホロウを使う。一人で戦うのは危険だ」

「虚術ホロウ……」

「──俺はまた、大切な友人と戦わなきゃいけないみたいだな」

　驚おどろくイスカに俺は苦く笑しようを向け、深々と嘆たん息そくした。

　けれど彼女は、憐あわれむことなく笑え顔がおを見せる。

「だが……諦あきらめるつもりはないんだろう？　私の時のように」

「ああ」

　イスカの目を見つめ、きっぱりと俺は断言した。

　状じよう況きようは想定していた中でも最悪に近い。しかしそれでも、全すべてを取り戻もどせる〝正解〟はあるはずだ。

　そう信じ──俺は理想に至るための道筋を、頭の中で探し始めた。
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「フローラ、すまないな」

　あたしよりずっと背の高い兄が、深々と頭を下げる。普ふ段だんは見上げるしかない彼の顔を見下ろす形になり、あたしは居い心地ごこちの悪さを覚えた。

　場所は〝群弓アローズ〟が王都内に持つ隠かくれ家がの一つ。窓が塞ふさがれた室内には、ランプの明かりが灯ともっている。

「──気にしないで、ロイド兄さん。あたしの決めたことだから。それに謝らなきゃいけないのは、任務を失敗したあたしの方だよ」

　彼の白い髪かみを見ながら答えた。それはフレアリアの東南に位置するアシュバルの民たみの特とく徴ちよう。桃もも色いろの髪を持つあたしが彼の血けつ縁えんだとは、誰だれも一見して気付かないだろう。

「いや……あれは俺が無理を言い過ぎたんだ。上手うまく逃にげられただけでも上出来さ。フローラにはもっと重要な役割があるんだからな。エルファレスの皇子については、俺たちの後へ続く者たちに任せよう」

「……うん」

　任務を果たせなかった申し訳なさと、彼を殺さずに済んだ安あん堵どが入り混じり、返事は歯切れの悪いものになってしまう。

　寝ねる前に家庭の事情を長々と話してしまったのは、彼に気付いて欲しかったからかもしれない。

　だがそんなあたしの反応を兄は少し勘かん違ちがいしたようだった。

「やはり、怖こわいか？」

「え？　そんなことないよ」

　慌あわててあたしは否定するが、兄は昔の──幼い妹を見る顔で笑う。

「虚きよ勢せいは張らなくていい。次の作戦を決行すれば……俺たちは恐らく、命を落とすんだからな」

「……分かってる。本当に覚かく悟ごはもうできてるから、心配しないで」

　兄を安心させるため、あたしは気負いなく笑い返して見せる。

　それでようやく兄も信じてくれたようだった。

「そうか──では、共に戦おう。同志、フローラ」

　差し出された手を、あたしは兄の部下として握にぎる。

「はい、リーダー」
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「いい天気──ですね」

　雲一つない青空を見上げ、ミラが呟く。

「そうだな。祝いの場に相応ふさわしい快晴だ」

　俺は多くの人で賑にぎわう中央通りを見回して、相あい槌づちを打った。

　今日はアイシスの成人式典当日。まだ早朝だというのに、辺りの人通りは普段の比ではない。

「だが……エルクは今日、〝群弓アローズ〟が行動を起こすと考えているんだろう？」

　周囲に鋭するどい視線を向けながら、イスカは俺に問いかける。

「ああ、奴やつらは女王制の廃はい止しを主張している。それを実現させるための一番手っ取り早い方法は、女王と後こう継けい者しやであるアイシスの排はい除じよ。式典はそれを為なす、またとない機会だ」

〝群弓アローズ〟の真の目的をフローラは語らなかったが、アイシスが狙ねらいである可能性はかなり高い。

「……マスター、今日こそフローラを見つけられますか？」

　スピネルは不安そうな表情で俺に訊ねた。

「たぶんな。〝群弓アローズ〟が虚神ゴーレムを持っていて、フローラがその命主マスターだとしたら──何らかの行動は起こすだろう」

　表情を引き締しめ、俺は彼女に答える。

　フローラがミラの屋や敷しきを出てから、今日で三日目。彼女は学院にも姿を見せず、成人式典当日になってしまった。

　ミラ、イスカ、スピネルにはフローラが〝群弓アローズ〟の一員だったこと、俺を殺そうとしたこと、虚神ゴーレムの命主マスターかもしれないことを全て語った。

「けれど……マリア導師にフローラさんのことを伝えてよかったんでしょうか」

　心配そうにミラが呟く。

「大だい丈じよう夫ぶだ。フローラが虚神ゴーレムの命主マスターなら、正直に明かした方がいい」

　俺は彼女を安心させるために、はっきりと断言した。

　フローラのことを諦めたわけではない。その逆だ。俺は絶対にフローラを死なせないと決めている。

「俺が長老議員エルダーたちに提案したエルファレスとの戦い方を、ミラは憶おぼえてるか？」

「……はい。虚神ゴーレムを鹵ろ獲かくし、命主マスターを懐かい柔じゆうすることで戦力差を埋うめていく──というものでしたね」

　頷うなずき、答えるミラ。

「彼らはその提案を受け入れ、エルファレスと戦うことを決めた。だからフローラは敵であっても、将来の重要な戦力だ。あの双ふた子ごと同様、安易に処しよ刑けいされることはない」

「ですが……危機的状況になれば、虚神ゴーレムの無力化を優先して命主マスターが狙われることも──」

　まだ不安は拭ぬぐえぬのか、ミラの表情は晴れない。

　──ミラは本当に友人想おもいだな。

　俺に対してもそうだが、ミラは仲間への情が厚い。

　だからもし俺が、軍やマリア導師にフローラのことを黙だまっているよう頼たのんだら、彼女は頷いてくれただろう。

　しかしフローラの出自に関しては、軍も摑つかんでいる可能性は高い。下手へたな誤ご魔ま化かしをして噓うそが露ろ見けんすれば、ミラの立場が危あやうくなる。

「分かってる。だからこそ、俺たちの手で事態を解決するんだ」

　強い口調で言い切ると、ようやくミラは表情を少しだけ緩ゆるめた。

「そうですね……私たちでフローラさんを助けましょう」

「ああ」

　俺は頷き、白はく亜あの王宮を眺ながめる。

　実を言えば、まだ懸け念ねん材料は多い。今の命主マスターを殺し、フレアリア側で新たな命主マスターを用意するという意見も出るだろう。

　けれど虚神ゴーレムとの契けい約やくは運次し第だい。魔ま力りよく波長が合わなければ、命主マスターは死ぬ。

　契約が成功するまで、高い魔力を持つ大勢の魔ま導どう士したちを犠ぎ牲せいにしなければならないはずだ。しかし魔導士が高い社会的地位を持つフレアリアでは、そんな行いは認められまい。

　エルファレスのように他国から攫さらった魔力容量の大きい者を実験体にすることも、現在侵しん略りやく行こう為いを行っていないフレアリアには難しい。

　ゆえに、現時点ではフローラやあの双子を守れる公算は高かった。

「皆みな──作戦を確かく認にんしよう」

　俺はスピネル、ミラ、イスカを順番に見回し、抑おさえた声で言う。

「王宮に入れない私は、広場に集まった民衆の中で様子を見守るのだったな」

　イスカは昨夜打ち合わせた自分の行動を口にした。戦せん闘とうに備え、彼女はカリバーン家に代々伝わる神代魔導具アーテイフアクト──空を裂さく聖剣ラグナレクを腰こしに差している。

　広場の入口で危険物のチェックはされるだろうが、ミラの口くち添ぞえがあれば武器も持ち込めるはずだ。

「私は正門前に設置された舞ぶ台たい上で、式典を運営される長老議員エルダーの方々を護衛します」

　いつもの制服ではなく、赤い軍服を身に着けたミラが、己おのれの役割を告げる。

「アイシスに呼ばれている俺は、正門上のテラスで彼女を守ろう」

「スピネルは、マスターのお傍そばで虚神ゴーレムの攻こう撃げきを警けい戒かいするのです」

　俺の言葉に続いて発言するスピネル。

　今日も使用人の服を着ている彼女の頭を撫なで、俺は頷く。

「特に空を警戒してくれ。また石の槍やりが降ってくるかもしれないからな」

「はい」

　気持ちよさそうに目を細めつつ、スピネルは俺の指示を了りよう承しようした。

「よし、じゃあ行くぞ」

　俺は号令を掛かけ、遠くの式典会場に視線を向ける。

　周囲にまだ、不ふ穏おんな空気はない。

　しかし俺は、今日がフレアリアの未来を大きく左右する一日になることを予感していた。
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「エルク様、来て下さって嬉うれしいですわ」

　正門付近の城じよう壁へき内部は門の開閉を行う設備があるだけでなく、今日のような式典のために王族や関係者が待機するための部屋が用意されている。

　アイシスはその一つである王族用の部屋で俺を待っていた。部屋にはテラスへ続く扉とびらがあり、広場の喧けん噪そうがここまで微かすかに聞こえてくる。

「アイシス、この前より明るい顔になったな」

　俺は淡あわく微笑ほほえむ彼女に、言葉を返す。

　赤い髪のウィッグで本来の自分を隠しながらも、彼女の表情には以前のような冷たさがない。

「そうですか？　だとしたら──それはエルク様のおかげですわね。色々と吹ふっ切れましたから」

　アイシスは俺に不敵な眼まな差ざしを向けた後、横で控ひかえるスピネルへ視線を移動させた。

「その使用人……またお連れになったんですね。できればエルク様と二人でお話ししたいので、下がらせて欲しいのですけど」

　俺がやって来た時にアイシスは人ひと払ばらいをしたので、室内には俺たち以外の人間はいない。衛兵は部屋の外でこの場所を厳重に守っていた。

「悪いが、今日の彼女は俺と君の護衛だ。下がらせるわけにはいかない」

「……護衛？　彼女が？」

　眉まゆを寄せ、信じられないという顔をするアイシス。

　どうやら彼女は、スピネルのことを全く聞かされていないようだ。

「ああ。見た目からは想像も付かないだろうが、彼女──ブルースピネル・アークロウは、対虚神ゴーレム用に造られた秘密兵器──虚人ドーレムと呼ばれる存在だ」

「虚人ドーレム……」

　目を見開き、アイシスはスピネルを見つめる。

「今日の式典は反体制組織の〝群弓アローズ〟に狙われている可能性が高い。そして恐おそらく奴らは虚神ゴーレムを持っている。だからスピネルの力が必要なんだよ」

「…………にわかには信じがたいお話ですが、エルク様の言葉を疑うのは失礼ですわね。分かりました、彼女の随ずい伴はんは認めましょう。ただ──」

　アイシスは訝いぶかしげな表情で俺とスピネルを交こう互ごに眺めた。

「ただ、何だ？」

　俺が促うながすと、アイシスは躊躇ためらいがちに問いかけてくる。

「エルク様と彼女は、どういう関係ですの？　ずいぶんと仲がおよろしいようですが」

　スピネルは俺の服の袖そでをぎゅっと握っていた。確かに使用者と兵器、もしくは主人と使用人の関係には見えないだろう。

「スピネルは俺にとって……運命を共にする相棒だな。決して切り離はなせない、俺の一部だと言ってもいい。だから何か話があるとしても、スピネルに気き兼がねする必要はないよ」

　俺がスピネルの肩かたに手を乗せて言うと、スピネルは嬉しそうに頷く。

「はい。スピネルとマスターは一心同体なのです」

「む……」

　だが何故かアイシスはむっとした表情を浮うかべ、スピネルに詰つめ寄よった。

　彼女の感情に〝魔ま女じよの心域〟が反応したのか、少しだけ辺りが肌はだ寒ざむくなる。式典用に一ひと際きわ豪ごう奢しやなドレスを身に着けながらも、彼女の胸には護身用の神代魔導具アーテイフアクトが輝かがやいていた。

「あなた──言っておきますけど、エルク様は私の婚こん約やく者しやなんですのよ？　そこの部分、きちんと弁わきまえてくださいね？」

「弁える……立場を自覚し、それに即そくした行動を取れということですか？」

「そういうことです」

　アイシスが肯こう定ていすると、スピネルは首を捻ひねってしばらく考え込む。

「では────────これからあなたのことは、お姉様と呼び、敬うのです」

　長い沈ちん黙もくを挟はさんで、そんな結論を出すスピネル。

「なっ……お、お姉様？」

　当然ながらアイシスは戸と惑まどうが、その頰ほおは赤く染まっていた。

「はい。マスターの婚約者ということは、将来家族になるということ。なので年長の女性家族を表すのに適当な、お姉様という呼こ称しようを選せん択たくしました」

　スピネルなりに頑がん張ばって考えたらしく、妙みように自信たっぷりな様子で彼女は理由を語る。

「あなたにお姉様と呼ばれるいわれは──」

「ダメですか？　お姉様？」

「うっ……」

　潤うるんだ瞳ひとみで見つめられ、アイシスは言葉に詰まる。俺もこの目に弱いのだ。

「…………もういいです。お好きになさい。けれど、この程度で私が籠ろう絡らくされたとは思わないでくださいね。決して妹が欲ほしいと、常つね日ひ頃ごろ思っていたわけではありませんから」

　──思っていたのか。

　口には出さず、俺は苦く笑しようする。

「エルク様、何ですの？」

　だがアイシスに見み咎とがめられ、睨にらまれてしまった。

「いや、悪い。何と言うか──スピネルに甘いところも含ふくめて、俺とアイシスは本当に似た者同士だと思ってな」

　俺が肩を竦すくめると、アイシスは大きく嘆たん息そくする。

「──かもしれませんわね。同族嫌けん悪おにならないといいのですけど」

　皮肉交じりに彼女は言うと、出入り口の方に視線を向けた。

　外の衛兵を気にしているのか、アイシスは小声で言葉を続ける。

「少し、真ま面じ目めな話をしてよろしいですか？」

「ああ、何だ？」

　俺が問い返すと、彼女は体を近づけてきた。大きな胸が腕うでに当たる。その柔やわらかさに一いつ瞬しゆん気を取られるが、耳元で彼女が囁ささやいた言葉に息を吞のんだ。

「実は私──式典の場で、フレアリアを壊こわしてしまおうと考えてましたの」

「……!?」

　冗じよう談だんかと彼女の目を見返すが、アメジストの瞳は本気の色を宿している。

「民衆の前でこのウィッグを取り、何もかも滅め茶ちや苦く茶ちやにして──そのまま身を投げる。私を閉じ込めた世界に復ふく讐しゆうし、この後も続く退たい屈くつから逃のがれるには、最高の方法だと思いません？」

「アイシス、それは──」

　間ま違ちがっていると伝えようとするが、その前に彼女はおかしそうに笑った。

「ふふ、そんな顔をなさらないでください。このように考えていたのは、エルク様が来たあの日までですわ」

　確かにアイシスは過去形で語っていたと気付き、俺は体の力を抜ぬく。

「……驚おどろかせないでくれ。けど、もし俺と会わなかったら実行していたのか？」

「ええ、恐らく。勇気が出れば。私はそれぐらいこの世界が嫌きらいでしたもの。しかし壊すだけではエルク様に勝てませんし、現在は他ほかの案を模も索さく中です」

「俺に……勝てない？」

　どういうことかと俺はアイシスに問い返した。

「だってエルク様は──今の世界を壊して、殺した、その先を見ているように思えますから。あなたと並び立つ者としては、理想の未来へ続く壊し方を考えなければいけないでしょう？」

　少し挑ちよう発はつするような口調でアイシスは俺に問う。

「全く……大した婚約者だよ、アイシスは。並び立つどころか、すぐに追い抜かれそうだ」

　俺は苦笑を浮かべて呟つぶやいた。

「エルク様──果たしたい目的があるのでしたら、私と常に戦う気構えでいてくださいね。私は決して、あなたの駒こまにはなりませんよ」

　強気に笑ったアイシスは、俺の胸に手を当てる。

「……今日、何かするつもりでいるのか？」

　俺と同じ──世界に逆らうことを決めている瞳を見つめると、彼女は笑えみの質を変えた。

「今のところは何も思いついていませんし、大人しくしているつもりですわ。ただ──途と中ちゆうで気が変わるかもしれませんけれど」

　真意の見えない表情で答えるアイシス。

「それは怖こわいな」

　この前、彼女を奪うばっておけばどれだけ楽だったろうかと少し考えるが──今の彼女は以前よりもずっと魅み力りよく的で、大きな可能性を感じさせた。

「──エルク様、広場の様子を少し見に行きません？」

　悪戯いたずらっぽく微笑み、アイシスはテラスの方を指差す。

「え？　式典はまだ始まっていないのに、いいのか？」

「そっと覗のぞく程度でしたら大だい丈じよう夫ぶですわよ」

　そう言うと、アイシスは俺の手を引いた。

「マスター、お姉様、スピネルも一いつ緒しよに行っていいですか？」

　それまで大人しくしていたスピネルが、俺とアイシスに問いかける。

「ええ、構いませんわ。一緒に来なさい」

　俺より速くアイシスが許可を出し、俺たちは扉を開けて城壁の上──広場へと迫せり出したテラスに出た。微かに聞こえていた喧噪が、一気に大きくなる。

「ひ、姫ひめ様さま、何をなさっているんですか!?　お姿を見られたら大おお騒さわぎになりますよ」

　扉の外にいた衛兵が慌あわてて制止するが、アイシスは彼を一睨みして告げた。

「姿は見られないようにしますわ。少し様子を窺うかがうだけです」

「わ、分かりました……くれぐれもお気をつけて……」

　アイシスの恐ろしさをよく知っているのか、それだけで彼はすごすごと引き下がる。

「エルク様、スピネル、体を低くして進みましょう」

　俺たちを先導し、アイシスは中ちゆう腰ごしで城壁の端はしへと近づいていった。姫にあるまじき歩き方だなと思いつつ、俺とスピネルも彼女に続く。

　そして城壁の端へ辿たどり着くと、俺たちはそっと慎しん重ちように下を覗いた。

「わあ……人がぎゅうぎゅうで、一いつ杯ぱいなのです」

　スピネルが歓かん声せいを上げる。

　彼女の言う通り、広場は大勢の人で埋うめ尽つくされていた。俺が王宮に入った時も既すでに混雑していたが、現在は歩く隙すき間まさえないように思える。

　広場を囲むようにして設置された検問所では入場規制が行われているらしく、群衆の動きは停てい滞たいしていた。

　正門のすぐ傍そばにある舞ぶ台たいには長老議員エルダーたちが集まり、その周辺を赤い軍服を着た魔ま導どう士したちが警備している。

「あ──ミラですわね」

　アイシスがその一人を指差して言う。

　一際鮮あざやかな赤あか髪がみを持つミラはとても目立ち、遠くからでも見分けることができた。

　──イスカは……さすがに見つけられないな。

　群衆を見回し、俺はイスカの姿を捜さがすことが不可能だと判断する。

「それにしても……どうして私などのために、これだけ多くの人が集まるのでしょう」

　心底不思議そうに、広場を眺ながめて呟くアイシス。

「一度も公おおやけの場に姿を見せなかったアイシスのことが、みんな気になるんだよ。尾おひれが付いた、色々な噂うわさが広まっているからな」

　俺が答えると、彼女は顔を顰しかめた。

「つまり、好こう奇き心しんというわけですわね。私の気も知らず……勝手なものです」

「アイシスは、彼らが嫌いか？」

「……ええ、漠ばく然ぜんと嫌っていましたわ。私の存在が認められないのは、彼らのせいに思えましたから」

　頷うなずきつつも、アイシスの言葉には迷いがある。

「過去形ってことは、今は考えが変わったのか？」

「いえ──無む邪じや気きに騒さわぐ彼らを見ていると、今でも怒いかりは湧わいてきます。けれどこの世界を壊すのではなく、変えて行くのなら……彼らのことをよく知らなければなりません。思考を停止して、ただ嫌っていてはダメな気がするんですの」

　真面目な顔で広場の民衆をアイシスは見つめた。

「アイシスは……ちゃんと戦ってるな」

「戦う？」

　俺が感心して呟くと、彼女は首を傾かしげる。

「立ち向かう相手のことを知るのは、戦いの基本だ。だからアイシスは、もう世界と戦ってる」

「そうですか──これが戦うということなんですわね」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんだアイシスは、距きよ離りを詰つめて俺の顔を覗き込んだ。

「では……エルク様のこともよく知らなければ」

「お、おい」

　顔が近づき、俺は焦あせる。だがその時、後ろから呆あきれた声が響ひびく。

「あなたたち──式典はまだ始まっていませんよ。見つかる前に早く戻もどってきなさい」

　振ふり向けばテラスの入口に、豪ごう奢しやなドレスを纏まとう美しい女性が立っていた。髪はアイシスのウィッグと全く同じ炎ほのおの色。まさか、彼女は──。

「あ……お母様」

　アイシスの声で、俺は彼女の正体を知る。

　俺はアイシス、スピネルと共に体勢を低くしてテラスの入口まで戻ると、膝ひざを付いて深々と礼をした。

「女王陛下──お初にお目に掛かかります。俺はエルファレスの第三皇子、エルク・リード・エルファレスです」

　自分から名乗り、返事を待つ。

「顔を上げてください、エルク皇子」

「はい」

　彼女の言葉に従い、俺は顔を上げた。

「私はアナスタシア・フレアリア。この国の女王です。本来なら、あなたがこの国へ来たときにご挨あい拶さつするべきでした。それが今になってしまい、申し訳ありません」

「いえ──俺は留学生の立場で、身分を隠かくしてこの国を訪おとずれましたから……お気になさらないでください」

　ただの留学生が女王と謁えつ見けんなどしたら、多くの者が疑問を持つだろう。ゆえに彼女の判断は正しい。

「そう言ってくださると、気が楽になります」

　女王は安あん堵どした様子で微笑むと、アイシスの方に視線を向けた。

「こうして会うのも久しぶりですから、彼を交えて時間までお話ししましょう」

「は、はい」

　緊きん張ちようした顔で頷くアイシス。スピネルは大人しく俺の後ろに控ひかえている。

「けれど──安心しました」

　部屋の中へ戻りながら、女王はアイシスと俺に笑いかけた。

「何がですの、お母様？」

「あなたとエルク皇子の仲が、とても良さそうで」

　アイシスの問いに、女王はからかうような口調で答える。

「そ、そう見えましたか？」

　上うわ擦ずった声で問い返すアイシスは、やはり緊張しているようだった。一見、柔にゆう和わに見える女王だが、ただ優やさしいだけの人ではないのだろう。

「ええ。こっそりと広場を覗く後ろ姿は、まるで一緒に悪戯いたずらをしている子供のようでした」

「あ……」

　頰ほおを染めてアイシスは俯うつむく。俺も居い心地ごこち悪く視線を彷徨さまよわせた。

　みっともないところを見せてしまったと、今さらながらに後こう悔かいする。

「エルク皇子、いったいどのようにしてアイシスの心を開いたのですか？　色々と参考にしたいので、ぜひお聞かせ願いたいものです」

「いや、それは──」

　まさかアイシスの本音を語るわけにもいかず、俺は言葉を詰まらせた。

　──参考にしたいってことは、女王陛下とアイシスは上手うまくいっていないのか？

　恐おそらくアイシスの髪が原因なのだろう。しかしそれもこの場で口にできることではない。

　なので何とか誤ご魔ま化かそうとするが、女王は意外に粘ねばり強く──式典の始まりを告げる鐘かねが鳴るまで、俺は女王の質問攻ぜめにあったのだった。







「我が国民たちよ、今日は娘むすめ──アイシスの成人を祝うために集まってくれたこと、心より感謝する」

　テラスの端、拡声魔ま術じゆつが設置された台座に立ち──アナスタシア女王は広場に集まった民衆へ語りかける。先ほどとは違ちがう、威い厳げんある口調だ。

　鐘が鳴って成人式典が始まった時から、辺りは厳おごそかな静けさに包まれていた。

　人々は皆みな、黙だまって女王の言葉に耳を傾かたむけている。

　俺とアイシス、スピネルはテラスに面した部屋で待機し、女王の後ろ姿を眺めていた。

「アイシスの出番は、いつなんだ？」

　小声で隣となりに立つアイシスに問いかけると、彼女は緊張した顔で返事する。

「お母様の挨拶が終わったら、すぐですわ。その後、長老議員エルダーや国の有力者たちが正門前の舞台から挨拶し、祝いの品を献けん上じようすると聞いています」

「──アイシスが舞台に降りることはないんだな。まあ、その方が安全か」

　広場で何かが起きても、城じよう壁へきの上にいるアイシスや女王に危害を加えるのは難しいだろう。となると危険なのは、ミラたち軍属魔導士が警護している舞台上の長老議員エルダーたちだ。

「安全のためというより、髪色が露ろ見けんするリスクを少しでも減らしたいのでしょう」

　冷めた口調でアイシスは呟つぶやいた。

　そして女王の挨拶が終わり、アイシスの出番となる。

「さあ、アイシス」

　部屋へ戻ってきた女王に促うながされ、アイシスはテラスに向かった。俺とスピネルもテラスの入口までは同行し、そこからアイシス一人が前に出る。

　アイシスの姿が広場にいる人々の視界に入った途と端たん──大きな歓声が空気を震ふるわせた。

　俺たちの立つ城壁さえもが微かすかにビリビリと振しん動どうしている。

　圧あつ倒とうされるほどの音と熱気。

　初めて人前に姿を見せたアイシスの姿は、彼らが期待した通りのものだったに違いない。

　炎の如ごとき赤髪と美しい容姿。それはフレアリアの姫に相応ふさわしい在り様だ。けれど──。

「アイシス……」

　俺には、彼女が何を思っているのか分からない。偽いつわりの姿を晒し、それを讃たたえる民衆に見つめられ、彼女はどんな感情を抱いだいたのか。

　先ほど口にしたような暴挙──髪色の暴ばく露ろや飛び降りはしないと思うが……。

　不安を抱きながら、万が一に備えて身構える。

　恐らくは挨拶をする場面なのだろうが、アイシスは何も喋しやべらない。

　歓声の中に、少しずつ戸と惑まどいの声が混じり始めた。

　するとそれを察したのか、広場の方から司会進行の声が聞こえている。

「では、成人の日を迎むかえられた姫ひめ様さまにお祝いの言葉を述べさせていただきます──」

　拡声魔術で増ぞう幅ふくされていると思われる声は、喧けん噪そうの中でもよく響いた。俺のいる位置からは死角になって見えないが、喋っているのは長老議員エルダーのフロスト導師だろう。しゃがれた彼の声は、記き憶おくに残っている。

　口を開かないアイシスのことを誤魔化すためか、彼はそのまま強ごう引いんに予定を進め、順番に祝辞が述べられていった。

「この日が来たのを、心より嬉しく──」

　だがどれも内容は空っぽで、ありきたりな言葉ばかり。

　仕方のないことではあるが、アイシスにとってはあまり愉ゆ快かいな状じよう況きようではあるまい。

　仮にこのまま最後まで口を閉とざしていても、式典は問題なく終しゆう了りようするだろう。

　アイシスはただ、ウィッグを着けて立っているだけでいい。世界は、それだけを彼女に求めていた。

　アイシスが小さな拳こぶしを握にぎりしめていることに、俺は気付く。

　今、彼女は戦うべき敵と正面から向き合っているのだ。

　きっと、このままでは終わらない。

　彼女の後ろ姿を見て、俺はそう確信する。

　しかし──予定調和で進んでいく式典を乱したのは、アイシスではなかった。

　ドンッ！

　長々とした祝辞を遮さえぎる──広場の外から打ち上げられた花火の轟ごう音おん。

　太陽の下もとでは炎の花が咲さくことはなく、白い煙けむりだけが空に漂ただよう。

　大きな音に驚おどろいて王宮から飛び立った鳥の群れが、見上げる青空を横切った。

　誰だれかが祝しゆく砲ほうを上げたのだろうかと考えた時、広場から怒ど声せいと悲鳴が響き渡わたる。

　さらに広場の中から立ち昇のぼる白い煙。

　──何だ？

　城壁の上にいた兵士たちがテラスに集まり、アイシスが数歩後退した。

「アイシス！」

　俺はスピネルを連れてアイシスの下もとに駆かけ寄よる。ふらりとよろけたアイシスの体を支えると、彼女は俺の服をぎゅっと握りしめた。

「いったい……何が起こっているんですの？」

　目を見開き、広場を見下ろすアイシス。

「これは──」

　俺もテラスから広場の様子を眺ながめて、言葉を失なくす。

　暴徒が正門前の舞ぶ台たいへと押し寄せ、軍属魔ま導どう士しや兵士と衝しよう突とつしていた。煙えん幕まくが焚たかれたのか、広場には白い煙が立ち込め、争っている様子も次し第だいに見えなくなる。

「群弓アローズ……か？」

　何か行動を起こすだろうと考えていたが、まさか広場にこれだけ入り込んでいたとは。暴徒の中には武器を持っている者も見えた。

　広場の入口には検問所があったというのに、危険人物を排はい除じよできなかったのだろうか。

「マスター」

　スピネルが俺の袖そでを引っ張って、指示を仰あおぐ。

「今は待機だ。広場のことはミラとイスカに任せよう。スピネルはこの場所への遠えん距きよ離り攻こう撃げきを警けい戒かいしてくれ」

「分かりました」

　スピネルは頷うなずき、地上から空へ視線を向けた。

　煙が立ち込める広場からは怒ど号ごうが飛び交かっている。視界が利きかないせいで混戦状態に陥おちいっているようだ。これだけ敵味方が入り乱れていると、魔術による制圧も難しい。

　何とか暴徒を食い止めてくれと軍に望みを掛けるが──煙が薄うすくなってきた時、鋭するどい声が辺りに響ひびいた。

「動くなっ!!」

　舞台の中央──拡声魔術の魔ま法ほう陣じんが設置された場所に、男が長老議員エルダーを人ひと質じちにして立っている。

　暴徒の多くは兵士や魔導士たちに拘こう束そくされていたが、その様子を見て動きを止めた。

「人質にされているのは……フロスト導師か？」

　俺は目を細め、人質の顔を確かめる。

「離はなせっ!?　おい、私に構わず──」

「黙れ」

　声を上げるフロスト導師の喉のど元もとに短たん剣けんを突つきつけ、男は低い声で命じた。彼は腰こしに長ちよう剣けんを差し、背には弓矢を背負っている。どうやって武器を持ち込んだかは分からないが、かなり物々しい装よそおいだ。

　好き勝手に暴れているように見えた人々は、争うのを止やめて兵士や魔導士と睨にらみ合った。

　──統制が取れている。あの男を壇だん上じようへ登らせるのが目的か。

　先ほどの花火は行動開始の合図だったのだろうと、俺は考える。

「大人しくしていろ。死にたくなければな」

　男はフロスト導師にそう告げた後、俺たちがいる城壁のテラスへ視線を向けた。

「私の名は、ロイド・ジラール。〝群弓アローズ〟のリーダーだ。次代の女王たるアイシス姫よ。彼の命を惜おしむのであれば、私の言葉を聞け」

「っ……」

　アイシスが息を吞のみ、俺から体を離す。前に出ようとするアイシスを周りの兵士は止めようとするが、彼女が一睨みすると足元が凍こおって身動きを封ふうじられてしまった。

　彼女の持つ神代魔導具アーテイフアクト〝魔ま女じよの心域〟を使ったのだろう。

「アイシス？」

　俺が名前を呼ぶと、彼女は口元に笑えみを浮うかべた。

「初めて私と話をしたいという方が現れたのですから──邪じや魔まをされたくはありません」

　アイシスはそう言ってテラスの端はし──拡声魔術の魔法陣が敷しかれた上に立ち、ロイド・ジラールと視線を合わせる。

「……分かった。スピネル、アイシスを狙ねらう者がいないか注意してくれ」

　俺は目立たぬよう、身を屈かがめてテラスの端へ近づき、スピネルを手招きする。

「はい、マスター」

　寄ってきたスピネルと共に、俺は体勢を低く保ちながら下の様子を窺うかがった。

　──彼が〝群弓アローズ〟のリーダー……フローラの兄。

　フロスト導師を人質にした彼の髪かみは白く、彫ほりの深い顔立ちはフローラと全然似ていない。どこかにフローラもいないかと捜さがすが、見つけることはできなかった。

「話を聞きましょう、ロイド・ジラール」

　アイシスがロイドに向けて告げる。その声は拡声魔術によって、広場に響き渡った。初めて言葉を発した姫ひめ君ぎみを見て、人々は大きくどよめく。

　ロイドは満足そうに口の端を歪ゆがめた。

「アイシス姫──私と〝群弓アローズ〟はこれより、あなたと女王へ戦いを挑いどむ。だがこれは反乱ではない。世せ襲しゆうの女王が最高権力を握り、魔導士たちが政治を運営する今のシステムでは、フレアリアは滅ほろんでしまう。ゆえにこの行いは。国を救うための聖戦だ」

「っ……」

　真正面から宣戦布告され、息を吞むアイシス。

　広場の人々にも大きなどよめきが走る。

「──かつてこの国は、一人の魔女とその弟で子したちによって作られた。魔女が女王となり、弟子たちが貴族となって、国を発展させてきたのは事実だ。魔術の素質は遺伝するため、女王や貴族たちの赤い髪が能力と権けん威いの象しよう徴ちようとなったのは、仕方のないことでもある」

　よく通る声でロイドは言葉を続けた。

「けれどその権威が独り歩きをして、貴族たちは奢おごり──魔ま術じゆつを至上とする価値観が、国内に大きな格差を生んだ。仮にどれだけ優すぐれた能力を持っていたとしても、魔術の才が欠けていれば要職には就つけない。これは国として大きな欠けつ陥かんである！」

　フロスト導師を拘束しつつも、民衆に己おのれの正当性を主張するロイド。

「今フレアリアは、魔術の通用しない兵器──虚神ゴーレムに脅おびやかされている。だというのに、魔術しか能のない魔導士に国の運営を任せていいのか？　魔女の子孫という理由だけで、女王に最高権力を託たくして安心できるのか？」

　虚神ゴーレムの名を持ち出され、人々には動どう揺ようが広がる。以前の虚神ゴーレム襲しゆう撃げき事件を、皆みな思い出しているのだろう。

「私はこの国の在り方を変えるため、まずはフレアリアから王族を排除する。今、この場で！」

　彼がそう告げると同時に、俺の隣となりにいたスピネルが上空に視線を向けた。

「マスター、巨きよ大だいな飛来物がこちらへ接近しています」

「っ──正確な着ちやく弾だん地点は分かるか？」

　やはり来たかと考えつつ、俺はスピネルに問い返す。

　傍そばにいたアイシスもその言葉を聞き、表情を強こわ張ばらせた。

「少し待ってください。着弾予想地点は……このテラスです。直ちよく撃げきすれば、城じよう壁へきは崩ほう壊かいするでしょう。到とう達たつまでおよそ三十秒」

　スピネルは目を細め、俺に報告した。

　──アイシスや女王を狙いつつ、城壁を破は壊かいする作戦か。

　恐おそらく城壁を破壊した後、暴徒たちは王宮へ雪崩なだれこんでくるだろう。この攻こう撃げきでアイシスたちが生き残れば、とどめを刺さしに来るはずだ。

「王宮や城壁前には、恐らく防ぼう御ぎよ用の魔術結界が張られている。だが、これが虚神ゴーレムによる攻撃だとしたら──止められるのはきっと、スピネルだけだ」

「はい。対虚神ゴーレム戦せん闘とうモードでなら、可能です」

「できるだけ周辺に被ひ害がいが出ない方法で迎げい撃げきしてくれ」

「分かりました。では、受け止めるのです」

　虚人ドーレムでなければ冗じよう談だんにしかならないような──とんでもない台詞せりふを口にして、スピネルは空を睨む。

「頼たのんだ。俺は──発射地点を割り出そう」

　そう言って俺は宙に円陣サークルを描えがいた。その中に精せい霊れい語で記述するのは、飛来物の速度と軌き道どうから発射地点を割り出す演算術式。

　これが虚神ゴーレムの攻撃ならば、その命主マスターがフローラである可能性が高い。彼女を見つけ出すには、この機会を逃のがすわけにはいかなかった。

　時間に余よ裕ゆうはない。間に合えと祈いのりながら、全速力で記述を行う。

　俺の目にも黒い点が微かすかに見えた。

「──皆、空を見ろ。もうすぐ女王の時代を終わらせる神の矢が落ちてくる」

　ロイドが高らかと告げる声が耳に届く。

　それで人々も空の黒点に気付き、大きなざわめきと悲鳴が巻き起こった。

　アイシスが無言で俺を見つめる。

　信じてもいいのか──そう訊たずねる視線に頷き返し、俺は記述を終えた魔術を発動させた。

「遠算オペレイシヨン！」

　視界の中でぐんぐんと大きくなる飛来物の情報を読み取り、魔法陣の中で高速で計算式が展開する。直接魔術で干かん渉しようするわけではなく、光学情報から演算分ぶん析せきしているだけなので、魔術が無効化されることはない。そして光の文字が、俺に解を示した。

　それと同時に、スピネルも迎撃態勢に入る。

「神骸細胞イコンセル活性化率八十％……対虚神ゴーレム戦闘モードに移行します」

　スピネルの首と手足に嵌はまった円えん環かんが青白い光を放った。髪がふわりと揺ゆらめき、スピネルが踏ふみしめていた城壁の石いし床ゆかに亀き裂れつが入る。

　上空から何かが砕くだけたような甲かん高だかい音が響き、辺りが一いつ瞬しゆん輝かがやいた。

「飛来物、直上の魔ま術じゆつ防ぼう壁へきを突とつ破ぱ。速度、軌道の変化なし。スピネルはこれより、飛来物を受け止めるのです」

　ドンッ──と城壁全体が振しん動どうする。それはスピネルが空へ跳ちよう躍やくした反動と衝しよう撃げき。

　恐らく広場の人々からは、城壁から砲ほう弾だんが放たれたかのように見えただろう。

　こちらへ向かってくる飛来物は、以前プリムローズ家の本宅を破壊したのと同じものに思える。

　長さは十メートル前後、淡あわい光を纏まとう細長い棒状の突とつ起き物。俺は以前、あれを石の槍やりと呼んだが──先ほどのロイドは神の矢と表現していた。

　つまりあれは、槍ではなく巨大な矢というわけだ。

　高速で飛来する巨大な矢と、跳躍したスピネルが激げき突とつする。

　轟ごう音おんと共に空気が揺れた。衝しよう撃げき波はが突とつ風ぷうを生み、俺は足を踏ん張ってバランスを保つ。

　互たがいの運動エネルギーが相そう殺さいされ、矢とスピネルは空中で静止した。

　そこからゆっくりと、スピネルは矢と共にこちらへ落ちてくる。激突の衝撃でスピネルの身に着けていたメイド服は千切れ飛んでいたが、その下に着ていた本来の衣い装しよう──精霊語の刻まれた魔ま導どう具ぐはスピネルの力と共鳴して蒼あお白じろく輝かがやいていた。

　スピネルは矢を抱かかえたまま、俺とアイシスから少し離れた城壁の上へ着地する。城壁が振動し大きく揺れ、巨大な矢の重量で床が陥かん没ぼつした。

　矢を包んでいた淡い光は消えている。スピネルと衝しよう突とつした時に搔かき消えたようだ。

「マスター、これ──城壁の裏手に落としてしまってもいいでしょうか？」

「ああ、下に人がいなければ大だい丈じよう夫ぶだ」

　俺が頷うなずくとスピネルは軽々と矢を運び、城壁の裏手に投げ捨てる。重い音と振動が伝わってきて、粉ふん塵じんが空へと舞まい上がった。

　テラスにいたアイシスと兵士たちは、一部始終を目にして呆ぼう然ぜんとしている。広場からは恐らく、何が起こったのか分からなかったはずだ。

　舞ぶ台たい上のロイドを見ると、信じられないという表情を浮かべている。

　──今のが止められることを全く想定していなかったのか？

　だとすると、彼は虚人ドーレムのことを知らなかったのかもしれない。だが、俺の立場とアイシス姫ひめの婚こん約やくを知っていて何故なぜ……。

　またしても何かが上手うまく嚙かみ合わない……ちぐはぐな印象を覚える。

「っ……合図を上げろ！　もう一発だ！」

　ロイドは切せつ羽ぱ詰つまった声で指示を出した。

　魔導士たちと睨にらみ合っていた暴徒の一人が何か筒つつ状じようのものを空に掲かかげる。

　恐らくは花火か何かで合図を出すつもりなのだろう。

　けれど彼が役目を果たすことはできなかった。彼と、その周辺にいた暴徒たちが一いつ斉せいにバタバタと倒たおれ伏ふす。

　その後ろから現れるのは──剣けんを携たずさえたイスカ。

　さらに舞台を取り囲んでいた暴徒の中から悲鳴が上がった。

　赤色の蔓つるが次々と暴徒へ巻き付き、動きを拘こう束そくしていく。蔓の発生源にいるのは、魔ま法ほう陣じんを展開したミラだ。

　皆の注意が上空へ逸それた隙すきに魔法陣を描えがき、発動させたのだろう。

　蔓はロイドの左ひだり腕うでにも巻き付き、フロスト導師への拘束が緩ゆるむ。その隙にフロスト導師は彼の腕うでを振ふり解ほどいた。

「くっ!?」

　人ひと質じちを失ったロイドは驚きよう愕がくの声を漏もらした後、蔓の巻き付いた自分の腕に剣を振り降ろす。

「な──」

　赤い血が舞台に飛び散り、ロイドの左腕が切り離はなされた。

　腕を犠ぎ牲せいにして捕ほ縛ばくから逃れたロイドは剣を手放し、よろめきながら懐ふところから短い杖つえを取り出す。先せん端たんに宝石が嵌っているのが、光の反射で分かった。

　──あれは、魔導具か？

　何をするつもりかと、俺は息を吞のむ。

「……すまない、フローラ」

　それは本来、誰だれの耳にも届かぬ呟つぶやきだっただろう。しかし舞台上の拡声魔術によって、ロイドの声は俺の鼓こ膜まくを震ふるわせた。

　赤い光が彼の持つ杖から打ち上がる。光は上空で一ひと際きわ眩まばゆく輝き、宙に留まった。

　恐らくは照しよう明めい弾だん。何かの合図。

　彼は何故フローラに謝ったのか……嫌いやな予感が胸の奥から湧わき上がる。

　その直後──一いつ旦たんはロイドから離れていたフロスト導師が、落ちていた剣を拾って彼に飛び掛かかった。

「がっ!?」

　広場に響ひびく、苦しげなロイドの声。

　フロスト導師が手にした剣は、彼の胸部を深々と刺し貫つらぬいている。

　口から血を吐はき、床に倒れ伏すロイド。明らかに致ち命めい傷しようだ。

　それを見た暴徒たちは明らかに勢いを失なくし、次々と捕縛されていく。

　ミラたち軍属魔導士によって、暴動は鎮ちん圧あつされつつあった。

「後味の悪い、結末ですわね……」

　アイシスは血の海に横たわるロイドを見下ろし、複雑な表情で呟く。

「いや──たぶん、まだ終わったわけじゃない」

　けれど俺は、まだ空で輝いている赤い照明を見上げて首を振った。

　そこにスピネルが駆かけ寄よってきて、口を開く。

「マスター、先ほどの攻撃が矢だと仮定するならば。虚神ゴーレムの正体は特定できるのです」

「本当か？」

　俺が勢い込んで問いかけると、スピネルはこくんと首を縦に振った。

「アークロウの記き憶おくデータベースを検けん索さくしたところ、矢を使う巨神は一体だけ。神名はケイローンです」

「ケイローン……それはどんな巨神なんだ？」

「膨ぼう大だいな生命力を持った不死の巨神です。けれどアークロウに受けた傷のせいで不死性を失い、自じ滅めつしました」

　その説明を聞き、俺は眉まゆを寄せる。

「……自滅？」

「ケイローンが有していたのは、無限に等しい生命力を矢へと変へん換かんして放つ能力です。けれど不死性を失った状態で矢を放った結果、ケイローンは生命力を使い果たして衰すい弱じやくし、アークロウに止とどめを刺されました」

　淡たん々たんと生前のケイローンについて語るスピネル。

「ちょっと待て。もし虚神ゴーレムの正体がケイローンで、フローラがその命主マスターなら……発現する虚術ホロウは──」

「たぶん、ケイローンと同様の能力だと思うのです。命主マスターが矢を作り、虚神ゴーレムがそれを放っているのかもしれません」

　俺の前でフローラが見せた虚術ホロウは、光の球を生み出すものだった。あれが矢であったのなら、辻つじ褄つまは合う。けれど──。

「あの矢が命主マスターの生命力を糧かてに作られたものなら、矢を射る度たびにフローラは衰弱するってことにならないか？」

「はい。一度にどれほどの生命力を消費するかは分からないですが、繰くり返せば死に至るはずです」

「っ……」

　その返事に、俺は奥歯を嚙み締しめた。

　プリムローズ家が破は壊かいされた日……フローラの顔色は優すぐれなかった。あれは生命力を消費したからだったのだろうか。

　そう仮定するなら、逆に一いち撃げきだけあれば疲ひ労ろうのみで済むということ。

　まだ、きっと間に合う。

　俺は自分にそう言い聞かせるが、スピネルは空を見上げて容よう赦しやのない現実を告げた。

「マスター、高エネルギー反応が接近中です。今回の矢には、実体がありません」

「さっき打ち上げられた照明は、やっぱり攻こう撃げきの合図だったか……実体がないっていうのは、どういうことだ？」

　苦々しい感情を抱いだきつつ、俺はスピネルに問う。

「生命力から変換した純じゆん粋すいなエネルギー体だと思われます。先ほどは石の矢に虚術ホロウを纏わせることでエネルギーを節約していたのでしょう。けれど今回は媒ばい体たいがなく、先ほどのように受け止めるのは不可能です。直ちよく撃げきすればスピネルの体は消し飛ぶかもしれません」

「対虚神ゴーレム戦せん闘とうモード中のスピネルが、消し飛ぶ？」

　驚おどろいて聞き返すと、スピネルは真ま面じ目めな顔で頷いた。

「はい。接近する矢のエネルギー量は、城じよう壁へきどころか、王宮を崩ほう壊かいさせることができるほどのものだと感じます」

「っ……」

　そんな威い力りよくの矢を放ったならフローラはどうなってしまったのか。今になって、ロイドがフローラに謝った理由が分かった気がした。

　けど──まだ、希望は捨てない。この危機を乗り越こえ、直接自分の目で確かめるまで、諦あきらめてなるものか。

「スピネル、機能制限を解除すればどうにかなるか？」

　俺は切り札が通じるかどうかを彼女に訊たずねる。

　虚人ドーレムには命主マスターの安全のため、機能制限が掛けられている。それを解除すればスピネルの能力は大おお幅はばにアップするが、代わりに俺の魔ま力りよくは大きく奪うばわれてしまう。

　前回は魔力を使い果たしてピンチに陥おちいった。なのでこの切り札は諸もろ刃はの剣つるぎと言える。

「恐おそらくは。アークロウの力を具現できれば、スピネルに殺せないものはありません。たとえそれが……純粋なエネルギー体であったとしても」

「──分かった。なら、ほんの少しの間だけ制限を解除する。この後、フローラを助けに行くから、力を使い果たすわけにはいかない。矢の到とう達たつまで何秒だ？」

「あと十二秒なのです」

「よし。じゃあカウント開始だ。三秒前に解除コードを告げる」

　俺は空を睨み、慎しん重ちようにタイミングを計った。

　空の果てに光が瞬またたく。それは青空にもう一つの太陽が現れたかのような光景だった。

「６、５、４、３──」

　カウントを行うスピネルが３を声に出した瞬しゆん間かん、俺は鋭するどく叫さけぶ。

「蒼刃解放リベラシオン！」

　がくんと膝ひざから力が抜ぬけた。魔力が──根こそぎ持って行かれるような感覚。

　意識を失わぬよう歯を嚙み締め、凄すさまじい虚きよ脱だつ感に耐たえる。

　霞かすみ、揺ゆらぐ視界の中、俺はスピネルの手に蒼あおい光が収束していくのを見た。

「主兵装──蒼き死刃アークロア、具現します」

　それは身みの丈たけよりも大きな巨剣。あらゆるものを斬きり裂さき、死に至らしめる絶対的な断裁具。

　スピネルは魔ま神じんアークロウの力を具現化した剣を手に、空の光を睨む。

　彼方かなたより来きたる破壊の輝きが、天を眩く照らした。あまりにも光が強く、どこから矢が落ちて来るのか俺には分からない。

　けれどスピネルの眼まな差ざしは揺るがない。瞬まばたき一つせず、天の一点を見み据すえ、両手で持つ巨剣を振り上げた。

　蒼い刃の軌き跡せきが、天を割る。

　白く染まっていた空を再び青く塗ぬり替かえる、スピネルの斬ざん撃げき。

　爆ばく発はつも衝しよう撃げきもなく、風を裂く音すら聞こえなかった。

　けれど、眩い死の光は噓うそのように搔かき消え、頭上には青空が戻もどる。

　脅きよう威いは排はい除じよされた。

　スピネルが──殺したのだ。

「封印拘束レストリクシオン！」

　俺は即そく座ざに封ふう印いんコードを告げ、再びスピネルの機能を制限する。

　魔力の流出が止まり、体が少し楽になった。けれど、たった五秒程度の解放だったというのに、魔力は残り少ない。

　スピネルの手から蒼き死刃アークロアが消えて行くのを見ながら、俺は彼女に声を掛ける。

「──スピネル、よくやった」

　褒ほめて頭を撫なでると、スピネルは嬉うれしそうに目を細めた。以前のようにパタリと気を失う様子はない。

「まだ戦う余力はあるか？」

　俺が確かく認にんすると、彼女は頷うなずく。

「はい、あと五分程度なら対虚神ゴーレム戦闘モードで戦えると思うのです。けれど蒼き死刃アークロアは具現時に大きな魔力を必要とするので、今の残存魔力量ではもう使えません」

「あと五分か──思ったよりも消しよう耗もうが激しいな。けど、戦えるならそれで十分だ」

　俺は呟き、この後の行動を考えようとする。

　けれど──辺りに響いた苦しげな声が、俺の思考を中断させた。

「馬ば鹿か、な……」

　それは血の海に横たわるロイドの声。

　破壊の光が搔き消された空を見上げ、彼はうわごとのように声を漏もらす。

「失敗、した？　俺は、何も為なせず……このまま死ぬ、のか？　仲間と、家族と、自らの命を懸かけたというのに……」

　彼の倒たおれた場所が拡声魔ま術じゆつの上だったため、その声は広場全体へと響き渡わたった。

　拘こう束そくされた暴徒たちの中から悲痛な叫びが上がる。

「は、はは……ははははは──なんて様ざまだ……げほっ、げほっ!?」

　掠かすれた笑い声を漏らした彼は、口から血を吐いて咳せき込んだ。

　まだかろうじて息はあるが、もはや助かる傷ではない。

「く、そ……」

　よろよろと空に手を伸のばすロイド。

　その様子は、かつての俺と重なって見える。力のなさを悔くい、世界へ怒いかりと殺意をぶつけるしかなかった時の俺と、彼はよく似ていた。

　ゆえに哀あわれだと感じる。フローラの兄であることを思えば、何かしてやりたい気持ちすら抱く。

　けれど今の俺にできることは何もない。このテラスから、彼の命が尽つきるのを眺ながめているしかなかった。だが──。

「いいえ、あなたがしたことは決して無む駄だではありませんわ」

　アイシスが、拡声魔術を通して瀕ひん死しのロイドへ話しかける。

　ざわりと広場に驚きが広がり、人々の視線がテラスへと向いた。

「あなたが行動を起こしたことで、私は民たみの望みを知り──あなたに命を狙ねらわれて、民の不満と怒りを理解しました。あなたが訴うつたえたことは、私に届いています」

「だが……届いたところで、何も変わらん」

　掠れた声で、ロイドは絶望の言葉を紡つむぐ。

「──変わります。私が、変えてみせましょう」

　民衆のざわめきが、戸と惑まどいを含ふくんだものへと変化した。

「な、に……？」

　ロイドも困こん惑わくした声を上げる。氷で動きを拘束されている兵士たちも、アイシスへ疑問の視線を向けた。

「まずはあなたが憎にくんだ権けん威いの一つを、今ここで壊こわしますわ」

　アイシスはそう言って自分の頭に手を伸ばす。

　まさか──。

　俺は彼女のやろうとしていることに気付き、息を吞のんだ。

「私の──偽いつわりなき姿を、お見せいたします！」

　ばさり、と勢いよくウィッグを外すアイシス。

　赤あか髪がみの下から現れるのは、瞳ひとみと同じ紫むらさき色いろの髪。

　辺りから音が消える。あまりのことに、皆みなが言葉を失ったのだ。

　静まり返った広場を見み渡わたし、アイシスは落ち着いた声で話し始める。

「見ての通り──私が今日まで公おおやけの場に立つことを許されなかったのは、この髪が原因です。母のような赤髪でなかった私は、王族の権威を損そこねると判断されたのでしょう」

　民衆はまだ沈ちん黙もくしたまま、愕がく然ぜんとした表情でアイシスを見つめていた。

「私の自由を奪った周囲の者たちを……恨うらみました。赤髪で生まれなかった自分自身を憎みました。一生、閉じ込められて暮らすのだろうと絶望もしていましたわ。けれど──私は今、全すべてが必然だったのではないかと考えています」

　アイシスは少し息いき継つぎをした後、言葉を続ける。

「お父様は若くして亡なくなったため──私以外に姫ひめはいません。唯ゆい一いつの姫である私が赤髪でなかったことは、誰だれにとっても不幸なことだと思っていました。しかし今日、ロイド・ジラールの言葉を聞いて……この髪は兆きざしではないかと感じたのです」

　ようやく少しずつ人々の驚きが解けてきたのか、小さなざわめきが起こり始めた。
















「彼の言う通り──独り歩きして実態を失なくした権威と、凝こり固まったシステムは、この国に歪ゆがみをもたらしています。きっと、変わるべき時が来たのでしょう。私の髪はその変革を先頭に立って為すため、天より与あたえられたもの……そう信じてみたくなりました」

　目を細め、広場の民衆を見渡して、アイシスは微笑ほほえむ。

「赤い髪を持たない私を、次代の女王として認めるかどうかは──あなた方にお任せしますわ。私に変革を委ゆだねるか、私を拒きよ絶ぜつし女王制を終わらせるか……どちらにしてもフレアリアは変わります。ですから、ロイド・ジラールの行いは無駄ではありません」

　舞ぶ台たい上に横たわるロイドへ視線を戻すアイシス。

　だが、返事はない。

　人々の視線もそちらを向く。すると傍そばにいたフロスト導師が慎重にロイドへ近づき、彼の顔を覗のぞき込んで──首を横に振ふった。

　群衆の中から悲痛な声が響ひびき、嗚お咽えつが耳に届く。

　血だまりの中でロイド・ジラールは既すでに事切れていた。

「私の言葉は、届いていたのでしょうか」

　アイシスはそんな彼を見て、悲しげに呟つぶやく。世界を憎んで戦いを挑いどんだ彼の姿は、アイシス自身にも重なる部分があるのだろう。

　するとスピネルが、ロイドの方を見ながら告げた。

「届いていたかどうかは分かりませんが──あの人、笑っているのです」

　人間よりもずっと五感の優すぐれたスピネルは、離はなれた場所にいるロイドの表情を判別することができたようだ。

「……そう」

　それを聞いたアイシスは少し安心した顔で溜ため息いきを吐ついた。

　広場のざわめきは広がり、大きくなっていく。

〝群弓アローズ〟のリーダーの死を嘆なげく人々と、アイシスの行動と言葉に困惑する人々──すぐに心を整理することができる者などおらず、式典の場は混乱状態に陥おちいり始めた。

　これ以上自分が姿を晒さらしていても混乱に拍はく車しやを掛かけるだけと判断したのか、アイシスは人々へ一礼してテラスの端はしから離れる。

　俺とスピネルは後を追い、彼女の隣となりに並んだ。

「エルク様、これでよかったと思われますか？」

　テラスの入口──王族の待合室へと戻りながら、アイシスは俺に問い掛けてくる。

「アイシスの行動が正解かどうかは分からない。だが──眩まぶしかった。俺の一歩先を行かれた気分だ」

　俺は心からの賛辞をアイシスへ送った。

「ふふ──でしたら、頑がん張ばって追いついてくださいね」

　満足そうにアイシスは笑う。

　そして俺たちが王族の待機室へ戻ると、そこには女王が待ち受けていた。彼女の後ろには大勢の兵士たちが立っている。

　──アイシスの行動が遮さえぎられなかったのは、女王が兵士を抑おさえていたからなのか？

　俺が驚おどろいて立ち止まると、アイシスは一歩前に出て女王と向かい合った。

「アイシス──自分のしたことを、分かっていますか？」

「はい」

　女王の問いに、アイシスは躊躇ためらいなく頷く。

「フレアリアを変えるというのは……私と戦うことでもあるのですよ？」

「──理解しています。お母様」

　再度頷き、女王の目を見つめるアイシス。

「そうですか……ならば構いません。これから、楽しくなりそうですね」

　女王が浮うかべた笑えみを見て、背筋にぞくりと悪お寒かんが走る。それは底知れなさを感じさせる〝魔ま女じよ〟の笑顔だった。

　女王はアイシスの脇わきを通り過ぎ、俺の横で足を止める。

「エルク皇子。虚人ドーレムを用いての働き、見事でした。私はこれから、事態の収拾を図はかります。あなたはもう行きなさい。まだやるべきことがあるのでしょう？」

　全てを見通したかのような眼まな差ざしを向け、女王は俺に退室を促うながした。

「──はい、では失礼します」

　俺は頷き、スピネルと共に部屋の出口へと向かう。

　彼女に任せれば、とりあえずこの場は治まるだろう。

「いくぞ、スピネル。フローラを助けに」

「了りよう解かいです、マスター」

　俺の手を取り、首しゆ肯こうするスピネル。

「いってらっしゃいませ、エルク様」

　アイシスは事情を詮せん索さくすることなく、俺たちを送り出す。

「ああ、いってくる」

　俺は手を振って彼女に応こたえ、スピネルと共に部屋を飛び出した──。








第四章　命の矢、心の剣けん
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　地を蹴ける蹄ひづめの音、舞まい上がる土つち煙けむり。

　田畑の並ぶ郊こう外がいの景色が、風のように流れて行く。

「エルクさん、もう一度聞きますが──王宮から北東へおよそ三十キロの地点にフローラさんがいるんですよね？」

　軍用馬車の手た綱づなを握にぎるミラが、行く手を睨にらみながら俺に確かく認にんした。

「ああ、そこが演算魔ま術じゆつで導いた矢の発射地点だ。フローラが虚神ゴーレムの命主マスターなら、必ず近くにいるだろう」

　揺ゆれる馬車の上──ミラの隣に座る俺は、舌を嚙かみそうになりながら返事をする。膝ひざの上にはスピネルがちょこんと腰こしかけていた。魔ま力りよく回復のため、密着している必要があるのだ。

「エルク」

　そこで幌ほろの中からイスカが顔を出した。

「地図で見た限り、その辺りは広大な伐ばつ採さい場だ。虚神ゴーレムが森の中に隠かくされているのなら、見つけるのは困難だぞ」

　手にした地図を広げ、イスカは不安そうな表情を浮かべる。

「いや、隠すにしても運うん搬ぱんしやすい場所を選ぶはずだ。計算で導いた場所の付近には、木材の搬はん出しゆつ路ろがある。この辺りを重点的に探せばいい」

　俺は地図の一点を示して告げた。

「でもマスター……運搬しやすい場所にあるのなら、もう移動されているかもしれません」

　膝の上からスピネルが言う。

「分かってる。だが虚神ゴーレムのように重く巨きよ大だいなものを移動させるには時間が掛かるはずだ。虚神ゴーレムを歩かせるのは目立ち過ぎるし、動かすなら荷物として偽ぎ装そうする可能性が高い。急げばきっと間に合う」

　自分に言い聞かせるように答えた後、俺はミラの方を向く。

「ミラ、どれぐらいで着けそうだ？」

「この馬車なら半はん刻ときも掛かりません。私が魔力を惜おしみなく注いでいますから」

　手た綱づなを強く握りしめて答えるミラ。

　この馬車を引く馬はホムンクルスの技術を応用して作られた魔ま導どう軍馬で、手綱から魔力を注ぐことで限界を超こえた速度を出せるらしい。

　虚神ゴーレムの下もとへ向かっているのは当然ながら俺たちだけではない。俺の情報を受けて、軍も動き出している。

　けれどミラが手綱を取る馬車は、他ほかの者たちを置き去りにして独走していた。つまりそれだけミラの魔力は群を抜ぬいているということなのだろう。

　身を乗り出して後方を確認しても、付いてきている馬車は皆かい無む。

「可能な限り急いでくれ。虚神ゴーレムが移送されること以上に、フローラの身が心配だ」

「……生命エネルギーを矢にする虚術ホロウ、でしたか。王宮への攻こう撃げきで力を使い果たしていた場合、フローラさんは危険な状態にあるかもしれませんね」

　スピネルから虚神ゴーレムの神名とその能力を聞いていたミラは、心配そうに呟いた。

「逆にまだ力が残っていた場合も脅きよう威いだ。フローラが抵てい抗こうしたなら、虚神ゴーレムと戦うことになるだろう」

　イスカはもう一つの懸け念ねんを口にする。

「だったら虚神ゴーレムを壊こわし、フローラを説得するまでだ。俺としては、戦う元気が残ってくれていた方がずっとありがたいよ」

　フローラの無事を祈いのりながら俺は答えた。

「そうだな──どのような障害があろうと関係ないか。仮に〝群弓アローズ〟の大軍勢が待ち受けていたとしても蹴け散ちらすまでだ」

　強気に笑い、俺の言葉にイスカは頷うなずく。

「ああ。イスカ、頼たよりにしている」

　──しかし、〝群弓アローズ〟だけであればいいんだが。

　俺はイスカに笑い返しつつも、胸中で不安を付け加える。

　成人式典での出来事で、ようやく事件の全体像が見えてきた。

　俺が〝群弓アローズ〟に命を狙ねらわれたこと。下級労働者たちの団体が虚神ゴーレムを入手できた理由。警備厳重な式典会場であのような事件が起こった原因。

　黒幕の当たりはついている。けれど、そちらの対処は後回しだ。

　俺の予想が当たっていれば、敵はまだ他にいるかもしれない。

　馬車は左右に田畑の広がる一本道を全速力で駆かけ、俺たちを目的地へと運ぶ。

　しばらくすると行く手に黒々とした針葉樹林が見えてきた。あれが恐おそらく伐採場だ。

　道の脇には材木を保管する倉庫が増え始める。

　今日はアイシスの成人式典だったためか、仕事をしている人ひと影かげは見当たらない。

　馬車は速度を落とさず、伐採場の中へと入った。高い樹木に囲まれ、少し空が暗くなったように錯さつ覚かくする。大量の材木を運び出すためか、道みち幅はばはかなり広い。虚神ゴーレムを寝ねかせて運ぶことも可能だろう。

「そろそろだ──辺りに注意してくれ」

　俺は皆みなに呼びかけるが、すぐにそれが無む駄だであったことに気付く。

　目を凝こらし、探すまでもなかった。

　森の中ほど──伐採が行われ、木々が切り倒たおされている場所に点在する赤い色。

　濃こい緑に満たされた世界で、その色はあまりに目立っている。

「これは……」

　ミラが驚きの声を漏もらし、手綱を引いた。馬車は速度を落とし、赤色に塗まみれた現場の横でゆっくりと止まる。

　そこには十数名の男たちが倒れていた。

「死んでいるのか……？」

　イスカが呟つぶやくと、スピネルは男たちを眺ながめて頷く。

「はい。心音は誰だれからも聞こえません」

　見たところ、男たちは首か胸の傷から大量に血を流していた。念入りに止とどめを刺さされたようだ。

「武装しているが……装備はバラバラで統一感がない。恐らく〝群弓アローズ〟のメンバーだ。フローラは……いないな」

　俺はフローラの姿がないことを確かめ、安あん堵どの息を吐はく。

「彼らが〝群弓アローズ〟だとしたら、いったい誰がこんなことを──」

　困こん惑わくした様子でミラは疑問を口にした。〝群弓アローズ〟からフローラを助け出すつもりでいたのだろうから、混乱するのも無理はない。だが俺にとっては、予想の範はん囲い内ではある。

「ここにはきっと、虚神ゴーレムが隠されていた。なら──それをフレアリアが確保する前に、取り戻そうとする奴やつらがいてもおかしくないだろう？」

　俺の言葉を聞いたミラの目に、理解の色が宿った。

「まさか……エルファレスが!?　け、けれど〝群弓アローズ〟が虚神ゴーレムを持っていたのなら、両者は協力関係にあったはずでは……」

「今回の件は、誰も彼もが相手を利用していただけで──実質的にはたぶん、全員が敵同士だったのさ。詳くわしい話は後でする。今は先を急ごう。フローラも虚神ゴーレムと一いつ緒しよに連れ去られた可能性が高い」

　太い轍わだちが残る道の先を指差し、俺は言う。血の乾かわき方から考えて、まだあまり時間は経たっていない。今ならまだ追いつける。

「わ、分かりました！」

　ミラは手綱を握り直すと、馬車を走らせ始めた。

「エルク、虚神ゴーレムを回収しにきたエルファレスの部隊が相手なら──敵は恐らくかなりの精せい鋭えいだ。何か作戦はあるか？」

　イスカが俺に硬かたい声で問いかけてくる。敵がエルファレスかもしれないと知り、少し力んでいるようだ。

「敵が見えたら一いつ旦たん馬車を止める。ミラは御ぎよ者しやを俺と交代して馬車から降り、派手な魔術で敵を牽けん制せいしてくれ。敵の足が止まったら、俺たちは馬車で正面から突とつ撃げきだ。ミラには後方から援えん護ごを頼たのむ」

　俺は頭を回転させながら作戦を皆に告げる。

「馬車で可能な限り近づいたら、俺はタイミングを見て横手の森へ姿を隠す。そしてイスカとスピネルが敵の目を引き付けている間に、フローラを奪だつ還かんしよう。仮にフローラを人ひと質じちにされれば、ミラたちは身動きが取れなくなるからな」

　全員の役割分担を説明し、俺は皆の顔を見回した。するとイスカが手を挙げる。

「敵の生死は問わないか？」

「──問わない。フローラと自分自身の命を最優先に考え、行動してくれ」

　わずかに返事が遅おくれたが、俺はきっぱりと答えた。

「了りよう解かいした。ただ、私にとって最も重いのはエルクの命だ。主あるじとして、それはきちんと理解しておいてくれ」

　イスカは頷きながらも、俺に無理はするなと釘くぎを刺す。

「マスター！　前方に大型の輸送馬車を発見しました！」

　するとスピネルが道の先を指差して叫さけんだ。

　行く手に目を凝らすと、確かに何か黒い影かげが見えた。接近し、段々とその姿が大きくなると、それが覆おおい布を被かぶせられた荷物のシルエットであることが分かる。

　木材を移送しているように見せかけているが、布の下に隠されているのは恐らく虚神ゴーレム。

「では、作戦通りに行きますよ」

　ミラはそう言うと手綱を引いて馬車を止めた。俺に御者役を委ゆだねて馬車から降りた彼女は、素す早ばやく三重円の複雑な魔ま法ほう陣じんを描えがき始める。

「ご希望に添そって、ド派手な魔術で驚おどろかせてあげましょう」

　不敵に笑いながら魔法陣を完成させたミラは、手を翳かざして起動用に設定した言葉を告げた。

「緋雨アヴエルス！」

　魔法陣から緋ひ色いろの閃せん光こうが空に向かって放たれる。天高くまで昇のぼった光はその頂で幾いく条じようにも分かれて地上へと降り注いだ。

　まさに豪ごう雨うのごとく大地を襲おそう緋色の輝かがやき。

　大地を抉えぐり、木々を焼き切る光を前にして、前方の輸送馬車は動きを止めた。

　それを見た俺は手た綱づなを強く握にぎり、馬車を発進させる。少し勝手は違ちがうが、故郷ではよく馬に乗っていたので馬車を御ぎよするのは難しくない。

　ミラを残し、馬車は真正面から突つっ込んでいった。

　輸送馬車の周囲には、馬に乗った人物が何人か見える。さらに布で覆われた荷台の中から人が降りて来て、俺たちを待ち受けるように陣じん形けいを作った。

　魔ま力りよくとマナの干かん渉しよう光こうが瞳ひとみに届く。

「マスター、魔ま術じゆつによる迎げい撃げきが来るのです。スピネルが先行して防ぼう御ぎよしますか？」

「いや──回かい避ひ行動を装よそおって、馬車を森に突っ込ませる。イスカとスピネルは馬車から飛び降りて、正面から敵に向かってくれ」

　俺が指示を出すと、スピネルは首しゆ肯こうを返した。

「分かったのです」

「了解だ。私とスピネルに、魔術攻こう撃げきは通用しない。迎撃が魔術だけであれば突とつ破ぱは容易たやすいだろう」

　魔力を吸収し、解放することが可能な神代魔導具アーテイフアクトを手に、イスカは笑う。魔術を斬きり裂さけるイスカの剣けんがあれば、彼女が魔導士に後れを取ることはない。

「──来るぞ」

　敵の魔法陣が完成し、前方から複数の火球が飛んでくる。

　俺は馬車の進路を大きく変え、右側の森へと馬を走らせた。

　着ちやく弾だんした炎えん弾だんが大きな爆ばく発はつを巻き起こす。熱風に肌はだを炙あぶられながら、俺は木々の隙すき間まを縫ぬうようにして森へ突とつ入にゆうし、手綱を強く引いた。

　嘶いななく馬を落ち着かせ、俺は無事に馬車を止める。下草が少なく、地面が平へい坦たんだったのが幸いした。

　既すでに御ぎよ者しや台だいからはスピネルとイスカの姿が消えている。馬車の制せい御ぎよに集中していたので、彼女らがいつ飛び降りたのか分からなかった。

　だが、二人はもう正面から突撃を開始しているだろう。俺も遅れるわけにはいかない。

　馬車に積んでいた剣を腰こしに差してから御者台を降り、森の中を走って輸送馬車へと向かう。

　──スピネル、聞こえるか？

　魔力回路で繫つながる彼女とは、思念による会話ができる。現状を確かく認にんするため、俺はスピネルの返事を待った。

『はい、聞こえるのです。もう少しで敵魔ま導どう士に接せつ触しよくします』

　──虚神ゴーレムが動く様子は？

『ありません』

　──なら、そのまま敵の制圧を行ってくれ。虚神ゴーレムが動かない限り、対虚神ゴーレム戦せん闘とうモードは使うな。

『分かったのです。対人戦闘モードで対処します』

　思念での会話を終え、俺は森の外の様子に意識を集中する。

　木々の向こうからは爆ばく音おんと振しん動どうが断続的に伝わってきていた。

　それが途と絶だえ、甲かん高だかい悲鳴が耳に届く。スピネルとイスカが攻こう撃げきを開始したのだろう。

　俺は森の中を全力で駆け、輸送馬車の傍そばに近づく。道路近くへと寄り、木の陰かげからそっと様子を窺うかがった。

　前方にいたらしき敵がスピネルたちを迎撃するために、輸送馬車の後方へ駆けて行く。

　全員が黒い鎧よろいを身に着けた兵士だ。

　──あれは、エルファレス軍・特務隊。

　ティファとシルフィの〝心の傷〟を覗のぞいた時にも目にした黒い鎧。それは他国に潜せん入にゆうし様々な工作活動を行う特別な部隊の証あかし。

　隊長はレナードの叔父おじ、オスカー・ラーグ。精鋭部隊の中でも、最も危険な者たちだと言える。

　だが輸送馬車の後方からは、彼らの悲鳴と断末魔の声しか聞こえてこない。

　スピネルとイスカが兵士たちを蹴け散ちらしているのだろう。虚神ゴーレムを倒すために作られた最終兵器と、人であることを捨てた〝剣つるぎ〟の一族を前にして、普ふ通つうの人間が勝てる道理はない。

　──スピネルとイスカなら大だい丈じよう夫ぶだ。後方にはミラも控ひかえている。

　俺はそう判断し、森の中を移動して馬車の前方を目指した。どこかにきっと、フローラがいるはずだ。

　けれどその時、荷馬車が軋きしみ──大きく揺ゆれる。

「なっ……」

　木々の向こう、輸送馬車の積み荷に掛かけられていた布が剝はがれ、その下に隠かくされていたものが露あらわになった。

　それは甲かつ冑ちゆうと筋肉が同化したような姿の、骸むくろ。かつて大陸を支配していた巨神の死体。

　人間をその心臓の代わりとして動く、虚うつろなる神。

　荷台に体を固定していたロープを引き千切り、虚神ゴーレムが身を起こす。

　大地に足を降ろしただけで、大きな揺れが俺を襲った。

　──虚神ゴーレムが動いた？　フローラが動かしているのか？

　それはフローラが無事な証でもあったが、虚神ゴーレムと戦うことになればスピネルの魔力残量が足りなくなる恐おそれもある。

　──フローラはどこだ？

　俺は虚神ゴーレムが引き起こす地揺れの中、彼女の姿を捜さがして森の中を移動した。

　求めていた姿は、すぐに見つかる。

　しかしその瞬しゆん間かん、俺の足は動かなくなった。

　立ち上がった虚神ゴーレムの傍に、フローラの姿はある。けれどその左右を他の兵士よりも立派な鎧を纏まとう大おお柄がらな男と、黒い剣を携たずさえた金きん髪ぱつ碧へき眼がんの青年が固めていた。

　俺の足を縫いとめたのは、本能的な恐きよう怖ふ。

　虚神ゴーレムに対する怯おびえではない。俺が恐れたのは、長い金きん髪ぱつを風に揺らしている剣けん士し。

　彼は危険だと直感的に体が警けい戒かいする。あの剣士に気付かれた瞬間、俺の命は途絶えると確信できてしまうほど、彼の殺気は鋭するどかった。

　このプレッシャーはイスカに命を狙ねらわれた時の感覚と近い。

　もう一人いる黒い鎧の男は、隊長のオスカーだろう。過去、何度か見かけた時と違って口元に無精ひげを生やしているが、その精せい悍かんな顔つきは見み間ま違ちがえようもない。

　今は下手へたに動くべきではないと判断し、俺は木々の陰に身を隠して道路の様子を窺うことにする。

　立ち上がった虚神ゴーレムの前には、スピネルとイスカが立っている。彼女らに挑いどんだ兵士たちは全すべて返り討うちにあったようで、皆みな地面に倒たおれていた。

　イスカは虚神ゴーレムの足を挟はさんで立つ青年に、驚きよう愕がくの表情を向けている。

「──貴様、〝剣つるぎ〟だな」

　剣の切っ先を向け、絞しぼり出すように問いかけるイスカ。

「それは……カリバーン家の聖剣。ということは、君が──」

　黒い剣を携えた青年は一歩前に出て、感かん慨がい深ぶかげに呟つぶやいた。

「どうしたライアット。知り合いか？」

　彼の言葉を聞いたオスカーが、低い声で訊たずねる。

「我が一族の裏切り者──妹です。とは言っても、幼い頃ころに一度会ったきりですが。彼女の方は、私を覚えてもいないでしょう」

　淡たん々たんとした声こわ音ねで問いに答える青年──ライアット。

「〝剣〟は主君を第一とするため、家族バラバラに育てられるのだったか……このような場所で妹と会うとは皮肉なものだな」

　オスカーは愉ゆ快かいそうに笑った。

　あの青年がイスカの兄……。

　それは驚くべき情報だったが、彼の横にいるフローラはその会話に反応することなく、ぼうっと空中を見つめている。

　何か、魔術で暗示を掛けられているのかもしれない。

　エルファレスが命主マスターを思う通りに動かし、管理する方法に長たけていることは、双ふた子ごの件で思い知っていた。

　だが──タイミング的に綿密な処置を行えたとは思えない。とっさに催さい眠みんを掛けただけなら、解除する方法もあるだろう。

「オスカー様。一族の汚お点てんを雪そそぎ、聖剣を取り戻もどす機会を頂いてもよろしいでしょうか？」

「許す。そちらの方は好きにしろ。私は虚神ゴーレムで残りを掃そう除じする。後方に厄やつ介かいな魔導士がいるようだからな」

　ライアットの申し出を認めたオスカーは、フローラに顔を向ける。

「やれ」

　命じられたフローラは無表情のまま頷うなずいた。

　すると虚神ゴーレムがスピネルの方へ動き出す。関節から軋むような音が響ひびき、一歩踏ふみ出しただけで地面が揺れた。

　虚神ゴーレムの左ひだり腕うでには外骨格と一体化した弓がある。あれで矢を射出していたのだろう。

　──スピネル、対虚神ゴーレム戦闘モードだ。できるだけ虚神ゴーレムをフローラから引き離はなしてくれ。

　俺は思念でスピネルに命令を伝える。

『了りよう解かいなのです』

　すぐに答えは返ってきた。両手両足に嵌はまった円えん環かんが青白く輝き、身に着けた衣い装しようの精せい霊れい語も淡あわく発光する。

　スピネルは大きく後ろへ跳とび、虚神ゴーレムから距きよ離りを取った。

　そこに遠方からミラの魔術が飛来する。燃え盛さかる炎ほのおの矢は虚神ゴーレムの体に直ちよく撃げきするが、高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力によって搔かき消されてしまう。

「遠くにいる蠅はえを消し飛ばせ」

　オスカーがフローラに命じると、虚神ゴーレムは目の前のスピネルを無視して、左腕を掲かかげた。恐らく彼はスピネルよりミラの方を危険視しているのだろう。

　──スピネル！　これ以上、矢を撃うたせるな！　生命力を削けずっているのなら、フローラの命が危ない！

　俺は急いでスピネルに指示を出す。彼女は即そく座ざに行動で応こたえてくれた。

　虚神ゴーレムに向かって駆かけ寄よったスピネルは、その足先を全身で抱かかえ込む。何をするのかと思った次の瞬間──スピネルは大地に両足をめり込ませながら虚神ゴーレムの巨きよ体たいを持ち上げた。

　虚神ゴーレムの姿勢が乱れ、構えが崩くずれる。

　スピネルはそのまま虚神ゴーレムをフローラとは離れた方向に投げ飛ばした。

　突とつ風ぷうが吹ふき、巨きよ大だいな影かげが宙を舞まう。それは現げん実じつ離ばなれした光景だった。

　浮うき上がった虚神ゴーレムは大気を押おし潰つぶすようにして地面へ激げき突とつする。大量の粉ふん塵じんが舞い上がり、これまでで一番大きな揺れが足元から伝わってきた。

「何だと──」

　これにはオスカーも驚おどろいたらしく、呆ぼう然ぜんと虚神ゴーレムを投げ飛ばしたスピネルを見つめる。

「そうか──あれが二体の虚神ゴーレムを倒したというフレアリアの切り札……」

　苦々しい口調で呟くと、オスカーはフローラに早口で命じる。

「魔導士はもういい、あれを倒せ」

　ぼうっとした表情のままフローラは頷いた。

　虚神ゴーレムが身を起こし、スピネルに向かって腕うでを振ふり上げる。

　そして──虚神ゴーレムと虚人ドーレムが激突しようとしている傍で、もう一つの戦いも始まっていた。

　ギィィィィィィィン──……。

　辺りに鳴り響く刃やいばが激突する金属音。

　黒い剣けんを抜ぬき放ったライアットが、イスカに攻撃を仕し掛かけたのだ。

　白銀の聖剣で彼の一いち撃げきを受け止めたイスカは、刃を押し返して間合いを取る。

「──ライアット、と呼ばれていたな。名前だけは聞いている。〝剣〟の中でも傑けつ作さくと呼ばれた男だと」

　相対した兄を睨にらみ、イスカは感情を含ふくまぬ声で告げた。

「私もイスカ・カリバーンの噂うわさは聞いていました。出来の悪いナマクラな上に、国へ刃を向けた失敗作だと」

　ライアットも淡々とした口調で応じ、再び刃を振るう。

「仕えるべき主君を見つけ、迷いを振り切った私はもうナマクラではない。侮あなどっていると首が飛ぶぞ？」

「……そのようですね。確かに今の出来は悪くない。しかしそれでも──私の方が上でしょう」

　イスカと切り結びながら断言するライアット。

　彼の言う通り、ライアットの方が僅わずかに圧おしている。しかしイスカは十分に彼を引き付けてくれていた。

　今、フローラの傍そばにいるのはオスカー一人だけ。

　彼からフローラを助け出すのは、俺の役目だ。

　スピネルと虚神ゴーレム、イスカとライアットの戦いに注意を払はらいながら、俺は茂しげみに隠れる位置で魔ま法ほう陣じんを描えがき始める。

　──敵は特務隊の隊長を務める男。剣の腕では恐らく勝ち目はない。奇き襲しゆうで不意を突つく必要がある。

　頭の中で作戦を考えながら、俺は音声起動式の魔法陣を描き終えた。けれどオスカーとフローラの位置が近いため、即座に発動することはできない。

　俺は剣の柄つかに手を掛け、慎しん重ちようにタイミングを計った。

　彼の注意はスピネルの方に向いている。
















　スピネルは素す早ばやい動きで虚神ゴーレムの攻こう撃げきを躱かわし、少しずつこちらから距離を取っていた。

　それに釣つられて虚神ゴーレムはフローラから離れて行く。

　巨大な拳こぶしが大地に突き刺ささり、衝しよう撃げき波はと土つち煙けむりがこちらへ押し寄せてきた。

　オスカーが反射的に目を閉じ、腕を顔の前に翳かざす。それは待ち望んでいた好機。

「っ──!!」

　俺は彼の視界が制限された隙すきを見み逃のがさず、森の中から飛び出した。

「オスカー様！」

　ライアットがすぐに気付いて声を上げるが、イスカと戦っているため俺を止めることはできない。

　俺は吹き荒すさぶ土煙の中を駆け、剣を抜く。

「ぬうっ!?」

　片目を開けたオスカーが、俺に鋭い視線を向けた。だが俺は彼を避さけるようにして大きく回り込み、フローラへと斬りかかる。

「ちっ──」

　オスカーが荒あら々あらしく舌打ちをし、俺とフローラの間に割り込んできた。

　俺の振り降ろした刃を両りよう刃ばの大剣で受け止め、凄すさまじい膂りよ力りよくで俺を突き飛ばす。

　バランスを崩されぬよう、彼の力に逆らわずに後退。大剣の間合いから外れた位置で、俺は剣を構え直した。

　オスカーはフローラを庇かばうように立ち、こちらへじりじりと距離を詰つめてくる。

　──狙い通り。

　この場で大切なのは、俺たちがフローラを助けようとしていると知られないこと。知られれば人ひと質じちとして使われてしまうだろう。だが逆に虚神ゴーレムを止めるためフローラの殺害を狙ねらっていると思わせれば、相手の足あし枷かせにすることもできる。

「誰だれかと思えば……エルク様ではありませんか」

　こちらを睨んでいたオスカーの表情が動き、微かすかな驚きが浮かび上がった。

「──よく分かったな」

　彼が俺の顔を覚えていたとは意外だ。エルファレスを離れた四年間で、ずいぶん面おも立だちも変わったはずなのに……。

「私は人の顔を覚えるのが得意でしてね。それに──母親は違ちがえど、あなた方兄弟はよく似ていらっしゃる」

　ざわりと背筋が怒いかりで粟あわ立だつ。今、誰と比ひ較かくされたのか──それが分かってしまったから。

「甥おいのレナードは元気か？」

　強い皮肉を込こめて、俺は仇きゆう敵てきたる第二皇子のことを訊ねた。

「ええ、お元気ですよ──皇帝陛下は」

「それは誰のことだ？　レナードはただの逆ぎやく賊ぞくだろう」

　俺が嘲あざけりを込めて挑ちよう発はつすると、オスカーの表情が冷たく凍こおり付く。

「逆賊はあなたの方ですよ、エルク様。叛はん逆ぎやく者の首をお持ちすれば、皇帝陛下はさぞお喜びになるでしょう。あなたの母を斬ざん首しゆ刑けいに処した時のように」

「っ!?」

　怒りで頭の中が真っ白に染まり、衝しよう動どう的にオスカーへと斬りかかりそうになる。だが意思と理性の力で踏み止とどまり、俺は激情を堪こらえるために奥歯を強く嚙かみ締しめた。

「そのまま間合いに飛び込んで来ていただければ片が付いたのですが──思ったよりも冷静ですね。ならば、こちらから行くまで。お覚かく悟ごを」

　オスカーは大きな踏み込みで一気に距離を縮め、大剣を鋭するどく振るう。

　まともに受ければ剣が折れると判断し、俺は斜ななめ後ろに移動することで攻撃を回かい避ひした。

　しかしオスカーは剣の重さに振り回されることなく、即座に二撃目を放ってくる。俺の後退よりも深い踏み込み。今度は避よけきれない。

　俺は剣を折られるリスクを理解しつつも、剣の腹でオスカーの攻撃を受け流した。

　火花が散り、刀身が軋きしむ。

　次撃は剣ごと断たち斬られるだろう。けれど、今の時点で俺は目的を果たしていた。

　周囲に視線を走らせ、互たがいの位置関係を確かく認にんする。

　オスカーは俺を追ってフローラから距離を取り、さらに先ほど俺が藪やぶの中に仕掛けた魔法陣に背中を晒さらしていた。彼をこの場所に誘ゆう導どうするのが俺の目的。

「焰雷フラム・エクレール！」

　起動させるのは高威い力りよくの複合属性魔ま術じゆつ。彼相手に、手加減などしていられない。

　電でん撃げきを纏まとう炎の塊かたまりが、森の中からオスカーの背中に放たれる。

　轟ごう音おんと共に彼の体が爆炎に包まれた。

　その衝しよう撃げきで俺も後方に吹き飛び、強く背中を打つ。息が詰まり、熱風に肌はだがちりちりと痛んだ。

「オスカー様っ！」

　遠くから響くライアットの声。

「げほっ、げほっ！」

　俺は咳せき込みながら身を起こした。

　背中に魔術の直撃を受けたオスカーは、うつ伏ぶせで地面に倒たおれている。普ふ通つうなら即そく死ししてもおかしくない威力だったはずだ。しかし鎧よろいは煤すすけていても壊こわれた部分はない。さらにオスカーの指先がぴくりと動くのを見て、彼に息があることを知る。

「あの鎧──普通じゃないな」

　恐おそらくは何らかの魔ま導どう具ぐだ。頑がん丈じような鎧のせいで致ち命めい傷しようにはなっていないらしい。

　だがダメージは大きいようで、すぐに起き上がる様子はない。

　なら──今のうちに止めを。

　俺は取り落とした剣を拾い、よろよろと立ち上がる。しかし顔を上げた時、俺はライアットの鋭い視線に気付いた。

「イスカ──あなたに構っている暇ひまはなくなりました」

　ライアットが大おお振ぶりの斬ざん撃げきでイスカを吹き飛ばし、こちらへ──オスカーの下に駆けてくる。

「待てっ！」

　体勢を立て直したイスカは後を追うが、追い付けそうにない。ライアットの凄まじい殺気が全身に突き刺さった。ここから離はなれなければ、殺される。

　俺はオスカーに止めを刺すことを諦あきらめ、虚神ゴーレムを操あやつっているフローラの下へ走った。

　ライアットはオスカーの安否確かく認にんを優先したようで、俺を無視してオスカーに駆け寄る。

「エルク！　私が彼らを牽けん制せいする。フローラは任せた！」

　ライアットを追ってきたイスカは、俺の後方に付いて剣を構えた。

「ああ、頼たのむ！」

　俺はイスカに背中を預け、フローラの前に立つ。

　ぼうっと空中を見つめている彼女は、俺が眼前に現れても全く反応しない。

「フローラ、しっかりしろ！」

　彼女の肩かたを摑つかんで揺ゆさぶり、大声で呼びかける。

「…………」

　だが彼女はこちらを見もしない。オスカーの言葉には応こたえていたのに、俺の声は聞こえてすらいないようだ。

　薬による暗示なら、こんな細かな調整はできない。現在進行形で魔術による意識操作が行われていると判断し、俺は魔法陣か魔導具がないかとフローラの体を探さぐる。そして前まえ髪がみの下から薄うつすらと光が漏もれているのに気が付いた。

　フローラの前髪を搔かき上げると、魔法陣の刻まれた宝石が細いチェーンで頭に固定されている。これがきっとフローラの意識に干かん渉しようしている魔導具。

「こ、のっ！」

　俺はチェーンを摑み、力任せに引き千切った。額から外れた宝石が地面に落ち、光を失う。

「う……」

　するとフローラが小さな呻うめき声ごえを上げ、額を押さえた。瞳ひとみに光が戻もどり、目の前にいる俺を呆ぼう然ぜんと見つめる。

「エルク、くん……？」

　生気のない青ざめた顔で俺の名を呟つぶやくフローラ。同時に虚神ゴーレムの動きが止まった。

　振ふり降ろされた拳を受け止めようとしていたスピネルは、きょとんとした様子でこちらへ顔を向ける。

「よかった、気が付いたんだな」

「あれ、あたし……何で──ここは……」

　掠かすれた声で呟き、フローラは辺りを見回す。その瞳が動きを止めた虚神ゴーレムと、オスカーを抱かかえ起こしたライオットを映した時、びくりと彼女の体が大きく震ふるえた。

「あ……あ──そう、さっきみんな、あの人に殺されて──」

　俺は彼女の言葉を聞いて、道中で見た惨さん状じようを思い出す。恐らくフローラは目の前で〝群弓アローズ〟の同どう胞ほうを皆みな殺ごろしにされたのだ。フローラの様子を見る限り、手を下したのはライアットなのだろう。

　フローラの感情に反応してか、虚神ゴーレムの体も異音を立てて振しん動どうした。

「──潮時のようだな。こうなっては虚神ゴーレムの回収は諦めるしかなかろう」

　ライアットの手を借りて立ち上がったオスカーが、苦く笑しよう混じりに呟く。

　オスカーは俺とフローラ、イスカを順番に見た後、虚神ゴーレムとスピネルの傍そばに倒れ伏ふす部下たちへ視線を向けた。

「ライアット。掃そう除じをしてから撤てつ退たいだ」

「はっ」

　ライアットは短く了りよう承しようの言葉を返し、黒い剣けんを両手で構える。ブゥンと虫の羽音に似た振動が空気を震わせ、刀身が不気味な黒い光を放った。

「イスカ、あれもカリバーン家の神代魔導具アーテイフアクトなのか？」

「私は──見たことがない。だが、ひどく危険な代しろ物ものであることは分かる」

　俺の問いに振り向かず答えるイスカ。

「マスターっ！」

　危険を察知したスピネルが、虚神ゴーレムの股また下したを抜ぬけてこちらへ走ってくる。

　身構える俺たちの様子を見て、オスカーは愉ゆ快かいそうに笑った。

「エルク皇子、今回は我々の負けです。フレアリアの切り札とやり合うには、少しばかり準備が足りませんでした。けれど、置き土産みやげぐらいは残していくことにしましょう」

　負けを認めながらも彼は笑えみを消さず、フローラへ視線を移す。

「虚神ゴーレムの命主マスターとなった娘むすめよ──お前は哀あわれだな。〝群弓アローズ〟の動向はずっと監かん視ししていたが、本当に酷ひどい幕切れだった」

　ライアットが黒い剣を構える横で、オスカーは皮肉を込こめて告げた。

　フローラの肩がびくんと震える。

「式典の場で起こったことを、お前は詳くわしく知っているか？　私は通信魔術で詳しよう細さいな報告を受けている。それによると──〝群弓アローズ〟のリーダーは何もできぬまま死んだそうだ」

「あ……あ──」

　声にならぬ音がフローラの喉のどから漏れた。

「やめろ、オスカー！」

　フローラが追い詰つめられていくのを見て、俺は叫さけぶ。しかし彼は構わずに言葉を続けた。

「それもこれも、お前が王宮の城じよう壁へきを破は壊かいできなかったせいだ。二回も矢を放ったにも拘かかわらず、城壁は無傷で王族も生きている。このままで終わっていいのか？　まだお前には命が残っているだろう？」

「やめろと言っているっ!!」

　俺は大声でオスカーの台詞せりふを遮さえぎる。彼は一いつ旦たん口を閉じ、にやりと笑った。

「選ぶのはお前自身だ。やれ、ライアット」

「はい──」

　オスカーの言葉に頷うなずき、ライアットが黒い光を放つ剣を高く掲かかげる。

「マスターはスピネルが守るのです」

　俺の下もとに駆かけて来たスピネルが、両手を広げて前に立った。

「──魔ま力りよくによる攻こう撃げきなら、私の剣で吸収できる」

　イスカも白銀の聖剣を構え、一歩前に出る。

　俺は体を震わせるフローラを胸に抱だき寄よせ、衝撃に備えた。

「地を喰う魔剣レアグラム！」

　ライアットが鋭い言葉と共に剣を振り降ろす。周囲の光を吸い込むように闇やみが広がり、大地を黒い奔ほん流りゆうが吞のみ込む。

　だが闇が押し寄せた先は、俺たちではなかった。

　虚神ゴーレムの近く──倒れ伏す特務隊の兵士たちを黒い光が吞み込み、押し流す。

　先ほどオスカーの言った掃除とは、動けなくなった仲間の後始末だったのだと俺は気付いた。

　広がる闇はオスカーとライアットの姿を覆おおい隠かくし、激しい衝しよう撃げき波はが俺たちのところまで襲おそい掛かかる。

「ぐっ……」

　フローラを庇かばい、両足で踏ふん張ばって吹ふき付ける突とつ風ぷうを堪こらえる。

　そして闇が消え──辺りに光が戻ってきた時、目の前には深々と抉えぐられた大地の裂さけ目めが広がっていた。

　倒れていた兵士たちだけでなく、オスカーたちの姿も見えない。

　恐らく彼らは撤退したのだろう。

　脅きよう威いが去り、俺は溜ため息いきを吐つくが──抱き寄せたフローラの体がガタガタと強く震えていることに気が付いた。

「フローラ？」

　名前を呼んだ瞬しゆん間かん、どんっと体を突つき飛ばされる。

「っ!?」

「マスター！」

　たたらを踏み、後ろに倒れそうになった俺をスピネルが支えた。俺が体勢を立て直してフローラの方を見ると、彼女はひどく思いつめた表情でぎこちなく笑っている。

「あは、あはは──そっか、あたし、失敗しちゃったんだ。兄さんを──無む駄だ死じにさせて……あいつらに仲間を殺されて、一人で、まだ無様に生きてるんだね」

　乾かわいた笑い声を上げ、フローラは虚うつろな目で俺を見た。

「エルクくん──あたし、最後の仕事……ちゃんとしなくちゃ皆みんなに顔向けできないよ。こんなところまで来てくれたのに、ごめん」

　そう謝ると、フローラは虚神ゴーレムに視線を向ける。

　関節から鈍にぶい音が響ひびき、止まっていた虚神ゴーレムが動き出した。

「やめろ、フローラ！」

　伸のばした手が、バチンと弾はじかれる。フローラの周囲を複数の光球が飛び交かっていた。

　あれはフローラの虚術ホロウ──生命力をエネルギーに変へん換かんした光。

　虚神ゴーレムが膝ひざを落とし、フローラの方へ腕うでを伸ばす。彼女は躊躇ためらうことなく虚神ゴーレムの掌てのひらに飛び乗った。

　そして虚神ゴーレムが立ち上がると、フローラは手の届かない高さへ行ってしまう。

「何も変わらないかもしれない……きっと、手て遅おくれなんだと思う。けど──兄さんや仲間の死に報むくいるには、こうするしかないの」

　虚神ゴーレムの掌から肩の上に移動したフローラは、俺たちを見下ろして告げた。

「──スピネル、虚神ゴーレムを止めてくれ！」

「了りよう解かいです」

　スピネルは頷き、駆け出すが──いきなりがくんと足をもつれさせて転んでしまう。

「スピネル!?」

「……ごめんなさい、マスター。魔力切れです。対虚神ゴーレム戦せん闘とうモードを維い持じできません」

　よろよろと身を起こしたスピネルは、蒼そう白はくな顔で俺に謝る。首と手足の円えん環かんが光を失っていた。

　蒼き死刃アークロアを使った影えい響きようで残り少なくなっていたスピネルの戦闘可能時間が、今尽つきてしまったのだろう。

　その間に虚神ゴーレムは左ひだり腕うでと一体化した弓を構える。フローラの周囲を飛んでいた光球が弓に集つどい、光の矢を形作っていった。

　狙ねらいは恐おそらく、遥はるか彼方かなたの王宮。

　スピネルがいない以上、もはやその攻撃を防ぐ術すべはない。直ちよく撃げきすれば、多くの人が犠ぎ牲せいになる。アイシスが踏み出した一歩も、ロイドが命を懸かけて刻んだ爪つめ痕あとも、無む為いに帰す。

　止めなければ、何としても──！

「──イスカ、聖剣に魔力は溜たまっているか!?」

　思考をフル回転させつつ、俺は鋭するどく問いかけた。

「正面突とつ破ぱした際にかなりの魔力を吸収したはずだが──虚神ゴーレムには通用しないぞ？」

　イスカは俺に返事をしつつも、疑問の表情を浮うかべる。以前、イスカが解放した聖剣の魔力はスピネルに全く効果を発揮しなかった。ゆえに虚神ゴーレムを傷つけることも不可能なのは理解している。

「虚神ゴーレムを直接攻撃する必要はない。足元の地面を抉れ！」

「……っ！　了解した！」

　先ほどのライアットと同じく、両手で聖剣を構えるイスカ。柄つかに嵌はまった宝石が光を放ち、刀身が輝かがやく。

　その間にも虚神ゴーレムが放とうとしている矢は輝きを増していった。

「空を裂く聖剣ラグナレク！」

　矢の射出を阻はばむべく、イスカは魔力を解放する言ことの葉はと共に剣を振り降ろす。解放した魔力の奔流が虚神ゴーレムの足元を薙なぎ払はらい、虚神ゴーレムがバランスを崩くずした。

　土つち煙けむりが巻き上がる中、虚神ゴーレムの構えも乱れる。

　けれど虚神ゴーレムを転てん倒とうさせるには至らない。フローラは虚神ゴーレムの首にしがみ付きながら、体勢を立て直そうとしていた。

　僅わずかに時間は稼かせげたが、これではダメだ。俺は剣を手に虚神ゴーレムの下もとへ駆け出す。

　スピネルが限界を迎むかえた以上、虚神ゴーレムと戦える者はいない。

　けれど、ただ一つ──可能性は残っていた。

　右目に魔力を集中させる。辺りに浮かび上がるのは、黒い裂け目。世界の古傷。

　──虚術ホロウ・黒裂グレイヴ。

　虚人ドーレムからの魔力逆流によって発現する魔ま神じんの力。

　だが高い魔ま術じゆつ抵てい抗こう力を持つ虚神ゴーレムには、この力も通用しない。虚神ゴーレムに残っているはずの古傷は、眩まぶしい光に遮られて見通すことができなかった。

　しかし俺は知っている。スピネルから逆流してくるのは、魔力だけではないことを。

　一月前の事件で、俺は魔神アークロウの意識を受け入れた。

　あの時に見えたのは、魔神の記き憶おくによって補完された蒼い傷きず跡あと。

　もう一度だけ──ほんの一いつ瞬しゆんだけでいい、あの世界を俺に見せてくれ！

　心の中で叫びながら、右目に全すべての魔力を集めた。

　きっとあれは、虚術ホロウの向こう側にある力。

　ドクンと全身の血管が強く脈打つ。

『──いいだろう』

　遠く微かすかに魔神の声が聞こえた気がした。

　虚神ゴーレムの体に浮かび上がる裂け目。かつてアークロウが刻んだ刃の軌き跡せき。

　その傷跡は蒼く輝き、俺の持つ剣けんも同じ色の光に包まれる。

　虚神ゴーレムは既すでに矢の射出体勢に戻もどっていた。

　──間に合えっ！

　虚神ゴーレムの左足に刻まれている蒼い古傷をめがけて、俺は剣を振ふるう。

　だがフローラもほぼ同時に、虚神ゴーレムへと攻撃の命を下していた。

「放て──命光の星矢サジタリウス！」

　光の矢が発射されようとした瞬間、俺の刃が虚神ゴーレムの足首を断たち切る。

　今度こそ致ち命めい的てきに体勢を崩す虚神ゴーレム。

「っ……このままじゃ──待って！」

　慌あわててフローラは制止の命令を叫ぶ。けれど既に手遅れ。

　放たれた光は狙いを外し、王都ではなく東の山脈へと飛んでいく。

　彼方かなたで──眩まばゆい爆ばく発はつの光。

　直前に中止命令を出したおかげか、虚神ゴーレムの弓には微かに光の矢が残っている。

　しかし発射の反動でさらにバランスを崩した虚神ゴーレムは、ゆっくりと後方へ倒たおれていった。

「きゃあっ!?」

　フローラが懸けん命めいに振り落とされるのを堪える中、虚神ゴーレムは仰あお向むけに倒れて地面に尻しり餅もちをついた。

　大地が震しん動どうし、一瞬だけ体が浮く。

　微かに残っていた矢の光も散り散りになり、フローラの周囲に漂ただよった。あの光は恐らく、フローラに残された命の欠片かけら。

　虚術ホロウの限界を超こえられたのは、ほんの刹せつ那なだけだったらしく視界は元に戻っている。無理をした代だい償しようか息は上がり、心臓の鼓こ動どうは異様なほどに速まっていた。

　けれどまだ倒れるわけにはいかない。

　俺は危険を承知で虚神ゴーレムの体によじ登り、肩かたの上にいるフローラを目指す。

「っ──来ないでっ!?」

　俺の接近に気付いたフローラが、光の球を集めてこちらへ飛ばしてくる。

　だが視界が悪いせいでなかなか命中しない。肩にバチンと一発だけ当たったが、痛みを堪えて前に進む。光を集めないと、大きな威い力りよくは出せないのだろう。

「フローラ！　お前の兄は──ロイド・ジラールは、無駄死になんかじゃない！」

　斜ななめになった虚神ゴーレムの体を駆け上がりながら、俺は叫さけんだ。

「……!?」

　一瞬だけ攻撃が止まる。けれどすぐに光の球が雨のごとく飛来した。

　額に一発命中し、意識が霞かすむ。だが俺は奥歯を嚙かみ、頭を振って、体勢を立て直した。

　足首を失いながらも虚神ゴーレムは強ごう引いんに立ち上がろうとしているのか、足元が大きく揺ゆれる。

　斜しや度どが上がっていく虚神ゴーレムの体をよじ登り、俺はフローラのいる場所へ向かった。

「ロイドは確かに死んだ！　けど、何も為なせなかったわけじゃない！　彼の言葉と行動はアイシスの心を動かした！　そしてアイシスは、フレアリアを変えるための一石を放ったんだ！」

　俺は手足を動かしながら、必死に叫ぶ。

　ごつごつした虚神ゴーレムの体は取っ掛かりが多く、揺れが激しくなっても何とか振り落とされずに登ることができた。

「噓うそっ！　だって、さっきの人達は──」

「俺の言葉より、あいつらの戯たわ言ごとを信じるのか？　噓だと思うなら、自分の目と耳で確かめろ！　それともフローラは、ロイドが命を懸けて成し遂とげた成果を、自分の手で消し飛ばすのか!?」

「────っ」

　光の球による迎げい撃げきと、虚神ゴーレムの振しん動どうが同時に止まる。

　俺はその隙すきに肩の上までよじ登り、フローラの前に立つ。

「彼が変えた世界を、一いつ緒しよに見に行こう。そして──俺たちが続けるんだ。世界との戦いを」

　フローラに手を差し出し、俺は強い口調で告げた。彼女は俺の手をじっと見つめた後、儚はかなげな微笑ほほえみを浮かべる。

「やっぱり、エルクくんは優やさしいね。けど……兄さんが本当に世界を変えたのだとしても、皆が死んじゃったことは変わらない。あたし一人が生き残るのはやっぱりおかしいよ」

　虚神ゴーレムの体が振動する。ゆっくりと虚神ゴーレムは立ち上がり、世界の景色が広がった。

　巨きよ大だいな虚神ゴーレムの上から眺ながめると、下にいるイスカやスピネルの姿は本当に小さい。フローラもそんな眼下の情景を眺めながら、そっと虚神ゴーレムの体から手を離はなす。

「フローラ!?」

「──ばいばい」

　小さく手を振り、地上へと身を投げるフローラ。

「ふざけるなっ！」

　胸の内で熱い怒いかりが弾はじけた。その衝しよう動どうに従い、俺は全力で飛んでフローラの腕を摑つかんだ。

　当然ながら、俺もフローラと共に地上へと落下する。

　吹ふき付ける風と迫せまる地面──その中でフローラが驚きよう愕がくの表情を浮かべていた。

「エルクくん……何、やってるの？」

　信じられないという様子でフローラは俺に問う。

「さあな──気が付いたら一緒に落ちてた」

　何か考えがあったわけではない。本当に衝動的な行動だった。

「っ！」

　フローラが空に手を翳かざすと、虚神ゴーレムが動いてこちらへ腕うでを伸のばす。だがそれはわずかに間に合わず、俺たちは虚神ゴーレムの手をすり抜ぬけた。

「馬ば鹿かだよ、エルクくん……」

　諦あきらめの表情で呟つぶやくフローラ。

「かもしれない」

　俺は苦く笑しようし、フローラの体を抱だき寄よせる。迫る地上にはスピネルの姿があった。しかし魔ま力りよくの切れたスピネルに、俺たちを受け止める力があるかは分からない。それでも生き残る確率を上げるため、フローラの頭を胸に抱だき、背中から落ちる体勢を取る。

　目を閉じて、俺は衝しよう撃げきに備えた。

「……ん？」

　けれど、なかなかその時は訪おとずれない。気付けば内臓が浮き上がるような落下感も消えている。

　そっと瞼まぶたを開けると、そこはまだ空中だった。

「……浮いてる？」

　フローラも様子がおかしいことに気付いたらしく、呆ぼう然ぜんと辺りを見回す。

　俺とフローラは柔やわらかな風に包まれて、ゆっくり地上へ近づいていた。下を見ると、少し離れた場所に魔ま法ほう陣じんの光が見える。

　そこに立っているのは、遠くでも一目で分かる鮮あざやかな赤あか髪がみの少女。

「ミラが魔ま術じゆつで助けてくれたみたいだな」

　俺が呟くと、フローラは大きく息を吐はいた。

「そっか……ミラちゃんが──」

　俺たちは風の魔術に支えられながら、地上へ降りて行く。

「フローラはさっき自分一人だけが生き残ったって言ったが、それも早とちりだ」
















「え？」

「広場で蜂ほう起きしたロイド以外の〝群弓アローズ〟は、拘こう束そくされただけで死んではいない。あと、俺やミラたちも傍そばにいる。フローラが死んだら悲しむ人間は、それだけいるんだ。もう命を粗そ末まつにするような真似まねは止やめてくれ」

　フローラの目を見つめて訴うつたえると、彼女は苦笑を浮かべた。

「……うん。エルクくんがこんな無茶をするのなら、怖こわくてもう無理」

　自分がではなく、俺が死ぬことにフローラは恐おそれを抱いだいてくれる。

「やっぱりフローラは、お人ひと好よしだな」

　だからこそ、放ほうっておけない。

　俺も苦笑いを浮うかべ、彼女を抱き締める腕に力を込こめた──。





２






　赤い夕ゆう陽ひが、山の際きわに沈しずんでいく。

　巣へと帰る鳥の群れが、茜あかね色いろの空を渡わたっていく様子を見上げながら──俺は腰こしに帯びた剣の柄つかに左手を添そえる。

　フレアリア軍で採用されている長ちよう剣けんは、ちょうどいい重さで手に馴な染じんだ。

　そして俺は右手にも鞘さやに収めた長剣を手にしている。

　二本の剣を持つ俺は、傍はたから見れば奇き妙みような姿に映るだろう。

　しかしここはとある貴族の私し邸てい内。奥の屋や敷しきへ続く前庭の道に、人ひと影かげはない。

　塀へいを挟はさんだ通りも静かなものだ。

〝群弓アローズ〟の主張に呼応して騒さわいでいた人々や他の団体も、軍の取り締しまりによって今は息を潜ひそめている。

　アイシス・フレアリアの成人式典から三日経たち、街は表面的にだが落ち着きを取り戻しつつあった。

〝群弓アローズ〟が式典の場で起こした事件、アイシスが晒さらした本当の姿、そして王都北東部で確保された虚神ゴーレム──。

　どれも大きな話題になっていたが、街の治安が乱れるような事件は起こっていない。

　まあ、今のところは……だが。

　俺は剪せん定ていされた植木の陰かげで、その時が来るのを待つ。

　空の半分が藍あい色いろに染まった頃ころ、足音が聞こえて来た。俺は大きく深呼吸してから、ゆっくりと植木の陰から歩み出る。

「貴様は……」

　俺の姿を見たその人物は、驚おどろいた様子で足を止めた。

「お邪じや魔ましています──フロスト導師」

　長老議員エルダーの中で最も年上の、老ろう獪かいさを感じさせる男を見み据すえ、俺は挨あい拶さつをする。

「何故なぜ、ここにいる？　私は貴様を招いた覚えはないぞ？」

「ケリを着けにきました。今回の事件で裏から糸を引いていたあなたと──ね」

　俺が答えるとフロスト導師は顔を顰しかめた。

「何を馬鹿なことを……おい、誰だれかいないのか！」

　彼は屋敷の方に向かって声を張り上げる。だが、使用人が出てくる様子はない。

「人ひと払ばらいをしてあります。大声を上げても助けは来ません」

　イスカが既すでに屋敷の者を全すべて気絶させている。今もどこかで周囲を見張っているはずだ。

「貴様、どういうつもりだ！」

「言ったはずです。ケリを着けにきたと。虚神ゴーレムが隠かくされていた伐ばつ採さい場とその一帯は、あなたの所有する土地だったそうですね？」

　彼を睨にらみながら俺は訊たずねる。

「な──まさか、それだけで私を疑っているのか？　私の家は古くから続く名家だ。あの場所に限らず多くの土地を持っている。その一つに奴やつらが入り込んだだけではないか！」

　声を荒あららげ、反論するフロスト導師。けれど俺は怯ひるむことなく、言葉を続けた。

「それだけじゃない。成人式典であなたはあまりにあっさりと人ひと質じちに取られた。暴徒が急きゆう襲しゆうしたとは言え、舞ぶ台たい周囲の警備は厳重。その中であなた一人が捕とらわれたのは不自然だ」

　俺も彼に応じ、荒あら々あらしく口調を変える。もう彼は敬う必要もない敵なのだから。

「単なる偶ぐう然ぜんだ」

「……そうは見えなかったがな。あなたがロイドを剣けんで刺さした時、彼はあまりに無警けい戒かいだった。舞台上で一番近くにいたあなたに、注意を払っていなかった。それは──あなたを味方だと思っていたからじゃないのか？」

「戯ざれ言ごとを……貴様が言っているのは単なる憶おく測そくに過ぎん。私が〝群弓アローズ〟と通じていた証しよう拠こが何かあるというのか？」

　怒りに顔を歪ゆがめながら、フロスト導師は問う。

「いや、この場で示せる証拠はない。あなたと繫つながっていたと思われるロイドは、死んでしまったからな」

「なら──」

「けどな、俺には見えるんだよ」

　俺は彼の言葉を遮さえぎり、低い声で告げた。

「知ってるか？　負い目っていうのは、心に〝傷〟を付けるんだ」

　口の端はしを吊つり上げて、俺は獰どう猛もうに笑う。

「見える？　傷？　いったい何を言っている？」

　フロスト導師は俺の言動が理解できない様子で、眉まゆを寄せた。

「俺の虚術ホロウは、傷きず痕あとを見る力。心に刻まれた傷も例外じゃない。この数日、俺はあなたの傷を何度も見させてもらった。あなたの心には女王の一声で議会の決定を覆くつがえされ、プライドを傷つけられた細かな傷が無数に積み重なっている」

　俺は右目に手を当て、自分の虚術ホロウを明かす。

「な……」

　心を暴あばかれた彼の顔から血の気が引いた。

「そして──真の権力を欲ほつしたあなたは、アッシュ導師の誘さそいに乗ったんだ。その記き憶おくは傷となって深く刻まれていた。きっとあなたはその時、強い罪の意識を感じたんだろう」

　右目に魔力を集めれば、今もその傷がはっきり浮かび上がる。

「で……ここからは本当に推測だ。間ま違ちがっていたら訂てい正せいしてくれ。あなたはアッシュ導師に協力して虚神ゴーレムを国内へ運び込む手引きをしたが、エルファレスに与くみするつもりはなく──あくまで自分の目的に利用するつもりだった」

　返事はない。俺はそのまま言葉を続けることにする。

「その目的とは、フレアリアから女王を排はい除じよすること。何よりも強い力を求めたアッシュ導師と違ちがって、あなたはこの国で一番になれればそれで十分だったんだろう。だからアッシュ導師の失しつ踪そう後、その望みを実現するために行動を起こしたのさ」

「私、は……」

　掠かすれた声で彼は反論しようとするが、それは言葉にならない。

「〝群弓アローズ〟とは女王制を廃はい止しするという点で目的が一いつ致ちしていた。だからそのリーダーと接せつ触しよくし、情報と虚神ゴーレムを与あたえ、思い通りに動かしたんだ。彼らがアイシスや女王を殺せれば上々、失敗しても自分がロイドの主張に共感した振ふりをして、アイシスの秘密を暴くつもりだったんだろう？」

「…………」

「まあ、残念ながらその役目はアイシス自身に奪うばわれたわけだが。自ら秘密を明かし、民たみに歩み寄ったアイシスへの心証は悪くない。当てが外れたな？」

　挑ちよう発はつするように問いかけると、フロスト導師は大きく息を吐いた。

「言いたいことは、それだけか？」

「いや、まだある。エルファレスさえも利用したのは、見事だと褒ほめさせてくれ。エルファレスはフレアリアの戦略級魔術を警戒して戦せん端たんを開けずにいた。だから虚神ゴーレムを反体制組織に預けて内戦を起こさせることは、彼らにとってもメリットがあったんだ」

　俺は肩かたを竦すくめ、小さく笑う。

「全く、大したもんだよ。〝群弓アローズ〟が失敗すれば、エルファレスが虚神ゴーレムを回収しようとするのも織り込み済みだったんだよな？　奴らを後始末に利用するなんて、肝きもが据すわっている」

　強い皮肉を込こめて俺が言うと、フロスト導師は冷静さを取り戻もどした表情で口を開いた。

「──ようやく長話が終わったか。虚術ホロウか何か知らんが、そんなものは客観的な証拠になりえん。貴様が一人で喚わめいているだけだ」

「かもしれないな。自白してもらわない限り、あなたを罪に問うのは難しい。だから、ここでケリを着けるんだ」

　俺はそう言って、右手に持っていた剣を彼の足元に放ほうり投げる。

　ガランと大きな音を立てて転がった剣を見下ろし、彼は顔を顰めた。

「何のつもりだ？」

「──俺は今から、あなたを斬きる。これからエルファレスと戦っていくためには、フレアリア内の危険分子を排除する必要があるからな」

　剣を抜ぬき、俺は正眼に構える。

「ならば何故、私にも剣を渡す？」

「無む抵てい抗こうの人間が相手じゃ、俺自身の剣が鈍にぶる。だから遠えん慮りよなく、その剣で殺しに来い」

「──ふん、青いな」

　フロスト導師は鼻を鳴らしながらも、剣を拾い上げた。この間合いでは魔術を使う隙すきはないと判断したのだろう。

　剣を抜いた立ち姿は、かなり様になっている。彼は魔術だけでなく、武術にも長たけているらしい。

　勝てるかどうかは、分からない相手。だからこそ必死になれる。必死でなくては、一線を越こえられない。自らの手で命を奪うという一線は、あまりに遠いから。

「いくぞ──」

　俺は地を蹴けり、刃やいばを[image: 迸]はしらせた。

　フロスト導師も同時に大きく踏ふみ込み、剣を振るう。

　大気を裂さく銀の軌き跡せき。交差は一いつ瞬しゆん。

　互たがいの立ち位置が入れ替かわった時、既に決着はついていた。

「────はっ、はっ」

　止めていた呼吸を再開する。手には肉と骨を断たった鈍にぶい感かん触しよくが残っていた。

　刃は血に塗まみれ、ぽたぽたと地面に滴したたる。

　ドサッ……と、後方から重い音。

　振り向くとフロスト導師が地面に倒たおれていた。血がゆっくりと石いし畳だたみの道に広がる。

「はっ、はっ、はっ……」

　呼吸が落ち着かない。体が震ふるえ、手にした剣がカタカタと音を立てた。濃こい血の匂においに吐はき気けが込み上げる。

　斬った。人を……。

　頭の中が真っ白になり、何も考えられなくなってしまう。

「──エルク」

　だが後ろからポンと肩を叩たたかれ、俺は我に返る。

　そこに立っていたのはイスカ。彼女は俺を気き遣づかうような表情で、こちらの顔を覗のぞき込んできた。

「大だい丈じよう夫ぶか？　このような役目は、私に任せればいいものを……」

　イスカの声を聞き、心が落ち着きを取り戻す。

　動どう揺ようなど、見せられない。彼女は俺を信じて付き従う騎き士しで、俺はその主あるじなのだから。

「いや──これは、俺が前に進むために……目的を果たすために、選んだ方法だ。だから俺自身がやらなきゃいけなかった」

　俺は刃に付着した血を払はらい、剣を鞘さやに収める。

　手にはまだ生々しい感触が残っていたが、ぐっと握にぎりしめると震えは消えた。

「行くぞ、イスカ」

　低い声で短く告げ、俺はフロスト導師の骸むくろを背にして歩き出す。

　俺の騎士は無言で後に付いてきた。

　屋や敷しきの外では、何も知らないスピネルが待っている。いや……もしかしたら俺の心を感じ取り、全てを理解しているのかもしれない。

　どちらだとしても、彼女はいつものように笑え顔がおで俺を迎むかえるだろう。

　西の空を見上げると、フレアリアの象しよう徴ちようたる赤色が眩まばゆく光り輝かがやいていた──。








終章






「ああ……やっと、やっと、視みえました──」

　皇都の灯ともしびに照らされた明るい夜空を見上げ、リィン・リード・エルファレスは呟つぶやく。

　頑がん丈じような鉄てつ格ごう子しの嵌はまる窓の向こうには、数えられる程度の星しか瞬またたいていない。

　しかしリィンの瞳ひとみには、そんな寂さびしい空は映っていなかった。

　彼女が視ているのは、未来。

　虚術ホロウによって示される、来きたるべき可能性の一つ。

　つぅっと、彼女の頰ほおを涙なみだが伝う。

　細く白い手を胸の前で組み、リィンは祈いのるように言葉を紡つむいだ。

「お兄様が……わたしを迎えに来てくれる。全すべてを滅ほろぼす魔ま神じんと共に……」

　リィンの声は昂たかぶり、口元には隠かくし切れない喜びが溢あふれる。

　そして彼女は両手を広げ、高らかに己おのれの想おもいを謳うたい上げた。

「待っています、お兄様。あなたが世界を殺してくれる──その時を」
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「それにしても──最初に比べれば、ずいぶん賑にぎやかな食しよく卓たくになったな」

　俺は夕食の席に集まった面々を見み渡わたし、しみじみと呟く。

　最初はミラと俺、スピネルの三人だけだった。けれど今は七人が同じテーブルを囲んでいる。

「何よ、バカ皇子。文句でもあるの？」

「ここへ連れて来たのはあんたじゃないの、バカ皇子」

　食事に没ぼつ頭とうしていた双ふた子ごの少女──ティファとシルフィが顔を上げ、俺を睨にらんだ。

「いや、文句なんてない。取引に応じてくれたこと、心から感謝している」

　俺は苦く笑しようを浮うかべて首を横に振ると、ティファはフンと鼻を鳴らす。

「そうそう、その感謝を忘れないでよね。それと、あの約束も」

「ああ、分かってる。目的を果たしたら、故郷の復興に協力するよ」

　もちろんだと俺は頷うなずくが、何故かティファは不満げな表情を浮かべた。

「な──わ、私が言ってるのはそっちじゃないわよ！」

「え？」

　どういうことかと俺が眉まゆを寄せると、シルフィがティファの言葉を補足する。

「私たちは故郷の復興なんてどうでもいいの。村を建て直しても、死んだ人が生き返るわけじゃないし。だから、大事なのはもう一つの約束。私たちを幸せにするって方。忘れてないわよね、バカ皇子？」

「──当然だ。二言はない」

　ここで躊躇ためらってはいけないと俺は即そく答とうする。

「だったらいいわ。しっかり幸せにしてもらいましょう。ね、ティファ？」

「し、シルフィ、そんな言い方したらバカ皇子が勘かん違ちがいするじゃない！」

　何故か顔を赤くして叫さけぶティファ。俺はどういうことかと首を傾かしげるが、そこに静かな怒いかりを秘ひめた冷たい声が割り込んだ。

「──おい、そこの双子。いい加減、エルクをバカ呼ばわりするのは止やめろ。不ふ愉ゆ快かいだ」

　イスカが食事の手を止め、鋭するどい眼まな差ざしでティファとシルフィを睨みつける。

「何よアホ剣けん士し、バカ皇子はバカ皇子なんだから、バカ皇子で構わないじゃない」

　しかしティファはあえてバカ皇子を連呼し、イスカを煽あおった。一度殺されたことを根に持っているのかもしれない。

「いい度胸だ……少し痛い目に遭あわせてやらなければ分からないらしいな」

　ぴくりとこめかみを引きつらせ、イスカが皿に置いていたナイフをおもむろに握る。

　張りつめる空気。睨み合う双子とイスカ。

「イスカさん、落ち着いて下さい。食事の場で暴れたら、明日あすは一日食事抜きですよ？」

「む……」

　しかし屋敷の主たるミラが仲裁に入り、イスカは渋しぶ々しぶとナイフを置いた。

「あははっ、アホ剣士が怒おこられたー」

　ティファは愉ゆ快かいそうに笑うが、ミラはそちらにも視線を向ける。

「ティファさんたちも明日からは学院に通うんですから、バカ皇子という呼び方は変えてください。皇子と連呼されては、エルクさんの正体がバレてしまいます」

「う……」

　ミラに諭さとされ、ティファは口を噤つぐんだ。

「──というか、本当に学院へ通わなくちゃいけないの？　正直、面めん倒どう臭くさいんだけど」

　シルフィがうんざりとした口調で言う。

「あなたたちは私の監かん視し下で生活することを義務付けられています。ですから平日の昼間、屋敷に残してはいけません。もちろんそれは……フローラさんも同じですよ？」

　それまで黙もく々もくと夕食を食べていたフローラに、ミラは声を掛かけた。

「……もちろん、分かってるよー。あたしのしたことを考えたら、まだ学院に通えるのが奇き跡せきみたいなものだしね」

　フローラは苦笑を浮かべ、ミラに頷き返す。

　確かに本来ならフレアリアへ弓を引いたフローラは、処しよ刑けいされていてもおかしくない立場だ。

　しかしティファやシルフィと同じく、虚神ゴーレムの命主マスターとしてフレアリアに協力することを誓ちかうことで、フローラは投とう獄ごくを免まぬかれた。もちろん彼女の自由には多くの制約が付いているが、それは〝日常〟を妨さまたげるものではない。

「ミラちゃん、エルクくん、あたしに生きる場所をくれてありがとう。おかげであたしは、兄さんが変えようとした世界の行く末を見届けられる」

　頭を下げ、改めてフローラは礼を告げる。けれど俺は首を横に振ふった。

「見るだけじゃない──変えて行くんだ。これから一いつ緒しよにな」

「……うん、そうだね。エルクくん、あたしも一緒に戦うよ」

　瞳に強い意志の光を宿らせ、フローラは頷く。

　──そう、これからきっと世界は動き、戦いが起きる。

　彼女が虚神ゴーレムと共にフレアリア側へ付いたことは、エルファレスを大いに焦あせらせるだろう。

　ティファとシルフィの虚神ゴーレムが修復されれば、こちらの保有する戦力はさらに増す。

　力の均きん衡こうが崩くずれれば、否いや応おうなく情勢は変化する。

　けれど、変化を待ってはいられない。受け身では勝利を得ることなど不可能。

　囚とらわれの妹──リィンを救い出すために、世界を自ら動かすのだ。

　俺の虚術ホロウを応用すれば、命主マスターの洗脳を解くことが可能だと実証された。今回の件で、フレアリア内の地じ盤ばんも固まった。正面からやり合うだけが戦争ではないと、学ぶこともできた。

　今なら目的へ至るための道筋が──〝正解〟が見える。

『マスター、世界を殺す方法が見つかりましたか？』

　頭の中に声が響ひびいた。隣となりを見ると、スピネルが青い瞳で俺をじっと見つめている。

　──ああ。

　俺は短く、肯こう定ていの言葉を返した。







　そして翌日、俺のクラスに三人の転入生がやってきた。

　うち二人はもちろん、ティファとシルフィだ。

　けれど──残る一人は全く予想外の人物だった。

　生徒の誰だれもが、ミラでさえも口をあんぐりと開けて言葉を失っている。

　担任のエリザベート導師も緊きん張ちようした表情で棒立ちだ。

　紫むらさき色いろの髪かみを靡なびかせ、胸を張って教きよう壇だんに立った三人目の少女は、俺たちに向けて自己紹しよう介かいをした。

「初めまして、私はアイシス・フレアリア。今日から共にこのクラスで勉強させていただきますわ」

　呆あつ気けに取られるクラスメイトたちへ頭を下げた後、彼女──アイシスは俺に視線を向ける。

　学院の制服を着た彼女は、ドレス姿の時よりも輝いて見えた。

　思わず見み惚とれていた俺に、彼女はとても自然な表情で微笑ほほえみかける。

「よろしくお願いしますね──エルク様」

「あ、ああ」

　俺が反射的に応じると、皆みなの視線がこちらへ向いた。何故なぜ、俺だけ名指しされたのかと皆が疑問を浮かべている。

　誰しもが状じよう況きようを正しく把は握あくできず、教室に異様な緊きん張ちよう感かんが満ちた。

　そんな張りつめた空気を破ったのは──放置されていた双子の少女たち。

　シルフィは憮ぶ然ぜんとした表情でアイシスを指差し、刺とげ々とげしい口調で言う。

「ちょっとあんた、一人で注目集めちゃって何なのよ？」

「そうよ、次はティファたちが自己紹介する番なのに」

　その発言を聞いた生徒たちは息を吞のみ、ミラも血相を変えて立ち上がった。

「あなたたち、失礼ですよ！　その方がフレアリアの姫ひめ君ぎみだと分かっていないんですか!?」

「え？　こいつが？」

「そういえばさっき、フレアリアとか名乗っていたわね」

　だがティファとシルフィは態度を特に改める様子はない。ミラのこめかみに青筋が浮かび、危険なオーラが漂ただよい始めた。

　しかしそんなミラをアイシスは落ち着いた声で宥なだめる。

「ミラ、気にしなくていいですわ。私は一生徒としてこの学院に通います。皆さま方も身分や立場など気にせず、お付き合いしていただけると嬉うれしいです」

　クラスメイトたちに向けて語り掛けるアイシスは、言葉の内容とは裏腹にとても〝姫ひめ〟らしかった。

　その部分が鼻についたのか、ティファは不愉快そうに顔を顰しかめる。

「何よ、偉えらそうに。そもそもいきなりバカ皇……じゃなくて、そいつに色目使ったことが気に入らないわ」

「そうよ、シルフィたちはそいつに〝幸せにしてもらう〟ことになってるんだから。横から変なちょっかいかけないで」

　ぴくりと、それまで余よ裕ゆうのあったアイシスの表情が引き攣つった。

　氷の微笑を浮かべたアイシスが、俺を刺さすように見み据すえる。

「どういうことですか、エルク様？」

　途と端たんに教室内の気温が下がり、クレスがくしゃみをして呟つぶやいた。

「何だか突とつ然ぜん、寒くなったね……」

　恐おそらくアイシスは〝魔ま女じよの心域〟を身に着けているのだろう。

「エルク！」

　すると異常事態を察したイスカが疾しつ風ぷうのごとく駆かけてきて、俺とアイシスの間に割り込んだ。

「──たとえ姫君であろうとも、エルクに危害を加えることは認めない」

「あなたは……何ですの？」

　アイシスは目を細め、問いかける。

「私はエルクの幼い頃ころからの友人であり──今は全すべてを捧ささげた騎き士しだ」

「全てを、ですか……」

　ますますアイシスの視線は鋭くなり、それと共に周囲の気温も低下した。

「エルク様は意外と、気の多い方だったのですわね。他ほかにも……仲良くしておられる女性はおられるんですの？」

「あたしもエルクくんと仲良しだよー」

　すると真後ろの席にいたフローラが空気を読まずに手を挙げる。

「お、おい!?」

　慌あわてて振り向くと、フローラは身を乗り出して俺の首に手を回した。

「エルクくんのことは……これぐらい大好き、かな？」

　悪戯いたずらっぽい表情を浮うかべ、フローラは言う。

　それを見たスピネルも横から抱だき付いてきた。

「スピネルもマスターのことが大好きなのです！」

「ちょっとお二人とも、何をやってるんですか!?」

　顔に血を昇のぼらせたミラが詰つめ寄よる。二人を引き離はなそうとする彼女だったが、結果として俺は三人にもみくちゃにされ──何が何だか分からなくなってしまう。

「……どうやら、一度それぞれの立場というものを明確にした方がよさそうですわね」

　アイシスは底冷えのする声で呟くが、それに対しイスカは笑った。

「学院では立場など関係ない──と、先ほど言っていなかったか？」

「む」

　再び睨にらみ合うアイシスとイスカ。その後ろでまたもや置いてきぼりにされたティファが叫さけぶ。

「だからティファたちを無視しないでよっ！」

　混迷を極きわめていく教室の中で、俺は諦あきらめの溜ため息いきを吐ついた。

　日常も、世界も、このようにして移ろい、変わり、続いていくのだろう。

　誰もがそれぞれの〝正解〟を探しながら──。








あとがき






　皆みなさん、お久しぶりです。ツカサです。

　わりと時間がない中、音楽を聴ききながらこのあとがきを書いています。

　実は普ふ段だん、本編を書く際には全く音楽を掛かけません。音楽に聞き入ると筆が進まなくなりますし、書くことに集中すると音楽のことを忘れて、聞いている意味がなくなってしまうからです。

　なので、執しつ筆ぴつ中に掛けている音楽は何ですかと聞かれて、困ることがしばしば。

　昔読んでいた小説の最後には「～～を聴きながら」や「ＢＧＭ～～」と書かれていることが多く、それに憧あこがれていたのですが……私には真似まねができないようです。

　音楽と思考を切きり離はなせないというか、色々と不器用なのかもしれません。

　けれど、あとがきのように砕くだけた文を書く場でなら、アップテンポな曲でノリを良くしてスピードアップを図れるかと思い、挑ちよう戦せんしてみました。

　その結果は──やっぱり音楽の方に聞き入ってしまい、速度は落ちています。ただ、それをネタにして、ここまで筆が進んだので、今回に限っては効率がよかったかもしれないですね。

　と、そろそろ本の内容に触ふれないとスペースがなくなりそうです。

　今回は前巻でちらっと存在が示されていたフレアリアのお姫ひめ様アイシス、そしてクラスメイトのフローラを中心としたお話になりました。

　アイシスは、これまで書いてきた中でも特にいいキャラになったような気がします。最初はもっと弱気で従じゆう順じゆんな性格をイメージしていたのですが、いつの間にかもう一人の主人公と言えるほど力のあるお姫様に。

　エルクだけでなく、彼女も物語を回してくれたので、今巻は勢いに乗って最後まで突つっ走ぱしれました。

　足場を固めたことにより、フレアリアを舞ぶ台たいとした物語は一ひと先まず終わりを迎むかえます。とりあえずキリのいいところまで描えがくことができて、ほっとしました。

　ゆーげん様、今回も素敵なイラストをありがとうございます！　どのキャラクターも本当に魅み力りよく的で、見み惚とれてしまいます。特にティファとシルフィは、ゆーげん様のイラストから受けた影えい響きようが大きく、おかげでとても可愛いキャラクターになりました。

　担当のＫ様。今回も丁てい寧ねいで的確なアドバイスをしていただき、本当に感謝しております。

　最後に、読者の方々へ最大級の感謝を。では、また。


二〇一四年九月　ツカサ












国こつ家か魔ま導どう最さい終しゆう兵へい器き少しよう女じよアーク・ロウ２








ツカサ
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